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プロローグ　始まりの朝









　大量の水が全身にまとわりつき、今にも身体ごと濁流に呑まれそうになる。

　腕や脚に絡まる白いドレスは祝福ではなく呪いのようだ。

　とても目を開けていられずに、きつくつむった瞼の奥はただただ暗い。

　必死になって伸ばした手も何かに触れることはなく、水の勢いに負けて虚しく押し戻された。

（……たすけて……！）

　誰に祈りを捧げたらいいのかもわからないまま、彼女は助けを求めた。

　この先はさらに急な勾配になっている。どう足掻いても、広大な川の岸辺に泳ぎ着くことはできないだろう。

　まだ何もしていないのに、すべて失くしてしまうかもしれない。

　家族も、希望も、自分自身の命すら。

　愛する故郷を離れる覚悟はできていたが、捨てるつもりはなかったのだ。

　冷たく凍えそうな大河で溺れながら、崖下に落ちる瞬間に見た妹の顔を思い出す。

　美しく天使のような美貌が、恐怖に慄く自分を見て優しげにほころんだ。




　──どうして、笑っているの？




　花嫁衣装に身を包んだ少女は、いつの間にか意識を手放した。






第一章　神の花嫁









　チチチチ、チチチチ……。

　どこからか可愛らしい鳥のさえずりが聞こえてくる。

　その声に誘われて、ソフィア・リモージュは重たい瞼をこじ開けた。

（ここは、どこ……？）

　たちまち視界いっぱいに柔らかな光があふれ、ぼんやりと瞬きをする。天蓋から垂れる薄い布の向こうには、白と金を基調とした美しい空間が広がっていた。

　住み慣れた城館の自分の部屋とはまるで違う。内装も家具などの調度類も一目で段違いに上質なものだとわかる。どれもこれもすべてが品良く調和しており豪華だ。

（わたし……どうしたんだっけ……？）

　まるで身に覚えのない状況にひどく混乱する。

　慌てて身体を起こそうとして、ようやく全身がだるいことに気がついた。

「……ぁ……」

　目がくらみ、とっさに腕で支えようとしたが上手くいかない。

　そして──。

「まだ早い。もう少し寝ていろ」

「ひっ!?」

　いきなり背後から抱きすくめられて、ソフィアは情けない悲鳴を上げてしまった。

「やっ……やめて、誰？　何をするの……！」

「こら、暴れるな」

　驚いてイヤイヤともがいたが、自分よりずっと逞しい男の身体はビクともしない。そればかりか、大きな手がそっと髪を撫でて額や頬にも触れていく。

「私の名はジェラール。覚えていないのか？　ああ、熱はすっかり下がったようだな」

「ジェラール、さま……？」

「気分はどうだ。少し声が嗄れているが苦しくないか。どこか痛むか？」

　彼は恐れと戸惑いで縮こまるソフィアを気遣うと、ことのほか優しく尋ねた。

　ただ、背後から回った手は自分から少しでも離れようとするのを許さない。やっと十六になったばかりの少女にとっては、いささか刺激が強すぎる目覚めだ。

（これは……夢……？　わたし、なぜこんなことになっているの……？）

　いったい我が身に何が起きたのかと、ソフィアは必死にこれまでのことを思い出そうとした。





◆　◆　◆






　秋ののどかな陽光が古めかしいテーブルに落ちてくる。

　ふと顔を上げると、レースのカーテンを揺らした風に乗って甘い薔薇の香りが届いた。

　まだ昼にもならない時間から読書にいそしんでいたソフィアは、心地よさに目を細めたものの、またすぐに手元の本へと視線を戻す。

　今は大輪の花が咲き誇る庭よりも、カビ臭い文献のほうに魅力を感じた。

　このノイシュタット王国ではあまり女子の教育が重要視されておらず、堂々と図書館へ出入りすることも書庫に入り浸ることもできない。しかし、貴族の女性らしく美しさを磨き、サロンでの社交に精を出す母や妹と離れて好きなことに没頭できる時間はソフィアにとってとても貴重なのだ。

　ふたりが友人のご婦人方と華やかなティータイムを楽しんでいる間に、なるべくたくさんの知識を得ておきたい。

　さほど良家の令嬢として期待されていないソフィアは、いつしか自然とそう考えるようになっていた。

「ああ、やはりここか！」

　だいぶ日も傾き、そろそろ戻らなければと思っていると、重い扉が突然開け放たれる。正式なデビュタント前だからと多少のことは見逃してくれている父のクラウスが、執事と侍従を引き連れて乗りこんできた。

「どうなさったの？　お父さま」

　普段は温厚な父が取り乱している原因には心当たりがある。だからこそ、ソフィアはいつも通りの態度を崩さずに問いかけた。

　時に「年不相応の落ち着きがある」と評されるが、それは誰よりも美しい妹とは違う魅力を身につけたくて努力したからだ。でも、冷静であろうとするソフィアの態度が気取っているように見えるのか、父の後ろに控えた待従などは可愛げがないとばかりに太い眉を寄せた。

　今さら傷つくこともないので知らぬふりをしていると、ひと呼吸おいた父がいつになく厳しい声で尋ねてくる。

「先ほど町で信じがたい話を耳にした。司祭さまや商工会の代表どころか農民まで……彼らの言っていることは本当なのか？　おまえが生贄に……花嫁になる、などと」

「ええ、その件でしたら本当です」

　分厚い本を閉じたソフィアは、はぐらかさず静かに肯定する。

　父は一瞬息をのんで、見るからに悲嘆に暮れた顔をした。

「馬鹿なことを！」

　何不自由なく育てた娘が突拍子もないことを言い出してショックが大きかったのだろう。父は本でいっぱいのテーブルを叩いた。

「いいか、お前はこのグランエッタ辺境伯の娘だ。大人しく守られていればいい。だというのに、自ら『水神の花嫁』に立候補するとは！　他に候補者がいたのにその娘の勇気を踏みにじったばかりか、命まで失うことになるのだぞ!?　エルザもロゼも、もちろん私も、どんなに深い悲しみに包まれるか考えてみなさい！」

「お父さま……」

　領主としてというより、父親としての言葉に微かに肩が震えた。

　だが、それだけだった。

　ソフィアは父の叱責にも怯むことなく首を振る。

「『水神の花嫁』は自由意思でなるものではありません。いつの時代も立場の弱い者がその役目を押しつけられてきたのです」

「何を……」

　淡々と語るソフィアに気圧されたのか、父は言葉に詰まった。

「古い文献を調べました。過去の花嫁たちの身分やそれぞれの事情に当日の様子、わかることはぜんぶ。もともと秘すべき神事だから何年もかかりましたが、領民を犠牲にするなんてやっぱり間違っています。上に立つ者として見過ごせません」

　平凡ながらも優しい父を困らせるつもりはない。ただ知ってしまったからには、見て見ぬふりはできなかった。

　慌てた父がうっかり「生贄」と口を滑らせたように、『水神の花嫁』とは儀式の果てに命を落とす存在だ。万人がすんなりと受け入れられるわけもなく、領主に対して不信感や不満を抱く者も少なからずいる。

「ごめんなさい、お父さま。もう決めたの」

　ソフィアは心をこめて謝り、古ぼけた本を指でなぞった。

「わたしが神さまのもとへ嫁ぎます。他の候補者については白紙になったと思ってください」

　大切な神事について意見したのは初めてだったが、決めたのはずいぶん前だ。父の仕事に興味をもち、自然と領内のことに関心が向くうちにさまざまな問題に気づいた。

　ソフィアの愛すべき故郷──グランエッタ辺境伯領は、ロディニア大陸のやや東に広がるノイシュタット王国に属し、南端に山々を含めた広大な土地を有している。

　その傍らを流れる国際河川ラン・ルーエは、南のアゼリア共和国との境にあるヴァリス山脈を源泉とした、全長約千五百キロにも及ぶ大河だ。西に位置するベルフォール王国との国境も兼ねており、北へ流れて最北の国オーランを経由してから冷たい海に注ぐ。

　大陸を横断する、物流の大動脈としても知られていた。

　グランエッタは昔から、大地を潤す偉大な大河の恵みを受けているのだ。

　しかし一方で、領内の川岸は切り立った崖になっている所も多く、いくつかの支流は途中まで急峻な流れで氾濫しやすいことから沿岸の人々は治水に苦しめられてきた。

　全体の中流から下流までは流れが穏やかで、大都市付近の河口は川幅が大きく広がり湾と言っても差し支えなく、貨物船や川下りの船が盛んに行き交っている。郊外の美しい城や実り豊かな葡萄畑を眺めながらの遊覧船クルーズも人気があった。

　それに対して上流域のグランエッタの辺りは断崖絶壁が続き、川幅も一番狭いところで百メートル程度しかない。水底の岩肌が露出している浅瀬もあるため、大型船の運航には危険が伴い、観光向きではない荒々しい自然ばかりが目についた。

　比較的穏やかな支流で漁をする領民の話では、よほど慣れていないと往来する船は非常に危険であるらしい。確かにどの年代の資料にも、航行中の船が頻繁に事故を起こしたと書いてあった。

　天然の要塞という点では優れていたが、行き来する交易船の数が少ないので通行税を課しても大した利益にはならない。北からの船は難所であるグランエッタの手前で引き返し、同じくアゼリア共和国側からの船は南の国を目指すからだ。

　では陸上交通でとなると、王都ノイエンからは馬車で五日ほどかかる。しかも河川沿いは強い雨で一気に増水することから、安全な道も限られていた。

　お陰でグランエッタ辺境伯領といえば、領地のほとんどを美しい森や湖、大小の河川に恵まれながらも、国内で最も惨めな土地と揶揄される人口約一万人の田舎町だ。

　そういった環境のせいか、代々この地を治めるリモージュ家は国内でも五本の指に入るほど古い家柄だが、国境近くを拝領する同格貴族たちが名実ともに大貴族であるのに比べて持っている権限はいたって小さい。

　現当主、父のクラウスもまた先代同様に変化を好まない保守的な男で、古くからの習慣を守りながら平穏な日々を送っている。かつては『湖水の妖精』とも謳われた妻とふたりの娘との暮らしは、過度の贅沢をしなければ十分に満たされたものだった。

　そんな領主一家の暮らす城館は、町の中心から一キロほど離れた丘の上に建っている。

　澄んだ青空の下、高い塔からは緑したたる並木道や牧草地の草を食む牛や羊の群れ、教会の美しい鐘楼、石畳の路地や木組みの家に赤い屋根といった城下の風景が一望できた。

　ソフィアはその眺めをとても気に入っている。

　朝日とともに人々が動き出し、町が活気づいてゆくさまも子供たちの明るい声も大好きだ。やがて日没の鐘が鳴ると、優しい色の夕暮れのなか手をつないで家路につく親子や、仲良く団らんのときを過ごす家族の姿を思うと胸が温かくなった。

　人々は自然に寄り添い、逞しく生を謳歌している。

　だからこそ、ソフィアは彼らの憂いの種をどうにかしたいと思うのだ。

　何日も大雨が続くと領内の河川に影響が出てしまう。ひどいときは肥沃な森や農地の一部が洪水で水没し、山際では崖崩れが起きたり橋が流されたりする。

　そのつど何らかの対策と復旧工事を行っても再び被害が出てしまい、徐々に財政が圧迫されて、半世紀前からそのままになっている場所もあった。

（もっと……きちんと治水できれば誰も生贄のことなんて考えないのに）

　繰り返し堤防や橋を築いても上手くいかず、何百年も前の人々が望みをかけたのは、荒ぶる神を慰める『水神の花嫁』という存在だ。

　王都から遠く離れたグランエッタでは、今も年に一度の収穫祭でその年に実った重い稲穂の麦を、十年目に瑞々しい果実の山を、五十年目には丸々と太った羊を、そして百年に一度の大祭では若い娘を水底の神に捧げている。

　初めは縛り首にする罪人を使っていたそうだが、そのうち最大限の恩寵と慈悲を期待して穢れのない乙女が選ばれるようになったという。

　前回の花嫁は、貧しい粉ひきの娘だ。彼女の家族は莫大な報酬を与えられ、ほどなく一家は離散した。

　大金の使い方を知らずに豪遊し、最後は借金を重ねてひどい死に方をしたそうだ。

　最後に残った末の弟は、守るべき民に犠牲を強いる領主と悪習に従うだけの人々を呪いながら亡くなったと言われている。

　ソフィアは慈善事業などで町の孤児院へ足を運んだ際に、そういった後ろ暗い噂話を含めて子供たちからいろいろ教えてもらう。最初はただの好奇心だったが、もともと平民の暮らしに興味を持っていたこともあり、今では貴重な情報源ととらえていた。

　やがて百年ごとの大祭が近づき、方々でひっそりと話題にのぼる『水神の花嫁』について耳にしてからは、居ても立っても居られなくなったのも当然のなりゆきだ。

　このとき、自分のすべきことが見えたのだと思う。

　ソフィアは生まれ育った故郷を愛している。明るく無邪気な妹も大切で、心の優しい彼女が誰かに恨まれたまま領主夫人となって欲しくなかった。

　本来なら領主夫人となるのは姉の自分だ。ただ、ノイシュタット王国では女性の爵位相続は認められていないが、長子優先の決まりもない。そのため、父辺境伯はまだ明言していないものの、より美しい娘のほうがたくさんの求婚者の中から優れた夫を見つけることができると思っていることは明らかだ。

　手中の珠であるロザリアをそばに置いておくのなら、いつかソフィアが家を出なければならなかった。

「あの子、ロゼの夫がお父さまの跡を継ぐのでしょう？　だからこそ、最初から大きな火種を抱えて欲しくないんです。いくら風習とはいえ、領主主導で民に犠牲を強いれば次期領主夫人の名も汚れて後々まで禍根を残しかねません」

「だがっ……！」

「それに、わたし、先日教会でお祈りしていた女の子を助けてしまったの。ご家族が重い病気なのに貧しくて薬代を払えないと嘆いていたから、いくつか耳飾りを与えました」

　もう金銭を用立てる代わりに役目を押しつけても無駄だ、と暗に告げる。

　大河に沈む花嫁候補が、慣例通り秋生まれの未婚の娘で十六歳の誕生日に合わせて儀式を執り行うつもりなら、ソフィアにだってその資格があった。

「お父さま、わたしも秋生まれで一年後には十六になります。ちょうど百年目の年です」

「なっ……」

「ソフィアお嬢さま、どうかもうその辺で！」

「いいえ、最後まで言わせて」

　絶句する父の代わりに執事が不穏な物言いを止めようとしたが、ソフィアには素直に生贄になって死ぬつもりなどない。彼らの反応しだいで協力を求めるつもりだった。

　しかし、この分では相談しても耳を貸してもらえないだろう。

　テーブルの下で、手のひらをギュッと握りしめた。

「ねえ、お父さま。いずれ誰かに嫁ぐよりはるかに意義があると思いませんか。こんなわたしでも役に立てるんだもの」

　ソフィアは自分が周囲の人々に美しい妹と比較されていることを知っている。すべてにおいてロザリアに劣る存在だと囁かれ、気づけば親しい友人もいない。

　仕方なく本ばかり読んでいるうちに、今度は女のくせに無駄な知恵をつけてどうする、父親の執務室にまで出入りする身の程知らずめと嘲笑う者もいた。

　ロザリアはソフィアと距離を置くようになった人たちを、いつでも関係が修復できるようにとそばに置いている。彼らの関心はすでに彼女のものだったが、ロザリアは人付き合いが下手なソフィアにも優しいのだ。大好きな妹のためになると思えば、決意は固く揺るがない。

　重苦しい沈黙の末、すっと跪いたのは父の待従だった。

「ソフィアさまの気高きお心に敬意を表します。微力ながらこのダウンズ、ソフィアさまのご意思に添えるよう準備を整えていきたいと思います」

「ありがとう、頼りにしているわ」

　白々しい敬意を形だけ受け取ると、いよいよ蒼ざめた父がよろめく。

「旦那さまっ……！」

　老齢の執事はとっさに主の肩を支え、とにかくこの場は……と、ダウンズにも手を借りながら下がって行った。

　ソフィアは灰色がかった緑の瞳で、心から悲しんでくれた父の後ろ姿を静かに見送る。

　心労をかけてしまい申し訳ない気持ちだ。

　でも、それ以上に自分は成し遂げたいことを見つけてしまった。

「お父さまはわたしを救うために動いてくださるかしら？」

　十六歳の誕生日まで、猶予はあと一年。

　貴族の令嬢という不自由な身では、きっと逃げ出す準備をしてギリギリだろう。

　大丈夫、だいたい計画通りだと自分自身を励まして、ソフィアは読みかけの本をぱらぱらとめくる。それは外国の言葉で書かれた治水の本だ。

　父は雄大な自然に挑み、水をコントロールして氾濫を治めることは無理だと決めつけているが、たくさん知識を得たら何か名案が浮かぶかもしれない。また、大規模な公共事業は長期に亘って新たな雇用を生むので、領民の暮らしも向上するはずだ。

　そして、二度と生贄などいらなくなる。

　今はまだ夢のような話でしかないが、ソフィアに諦めるつもりはなかった。





◆　◆　◆






「お姉さまが『水神の花嫁』になるって本当？」

　豪奢な金髪をふわふわと靡かせ、大きな青い瞳を潤ませた妹が駆け寄ってくる。

　ソフィアがその役目に立候補して半年が過ぎたというのに、今知ったばかりだというロザリアの様子にほんの少し寂しさを覚える。両親も使用人も領民も結託して、明るく純真な少女の心に憂いを芽生えさせてはいけないと守ってきた結果に苦笑いした。

「本当よ」

「どうして。恐ろしくないの？　崖から身を投げるのでしょう？　絶対に助からないわ！」

　ロザリアは取り巻きの少年たちが離れた隙にどこかで聞いてしまったのか、古い風習のことも生贄の行く末もすっかり知っているようだ。

　金糸の薔薇をあしらったドレスと赤い色の髪飾りの乱れを直してやりながら、ソフィアはできるだけ柔らかな表情を浮かべた。

「大丈夫。あなたが不安がる必要はないの」

「でも、死んでしまうのよ」

　彼女が恐ろしげに身震いすると華やかなドレスも揺れて、麗しい妹をさらに美しく見せる。ソフィアは白魚のような手をそっと握りしめ、小さな声で囁いた。

「無駄死にするつもりはないわ。ちゃんと考えているんだから」

「……そうなの？」

「わたしが嘘をついたことがある？」

「……いいえ」

　幾分かほっとした様子のロザリアに、ソフィアも胸を撫で下ろす。

「ね、笑って。今日はロゼの誕生日でしょう。みんなあなたの笑顔が見たいはずよ。もうメールス子爵にごあいさつはした？　先日まで一家で王都にいらしたそうだから、少しお話を伺ってきたら？」

「まあ、ぜひお喋りしたいわ！　今ドレスは何色が流行っているのかしら？　髪型は？　宝石は？　王宮で人気のリボンの柄も知りたいの！　お父さまにねだって買ってもらわなくちゃ。流行遅れは貴婦人の恥だもの。お姉さまの分もわたしが選んであげる」

「ロゼ、走ってはだめよ。あなたはみんなの見本になりなさい」

　はしゃいだ様子の妹に声をかけるが、ロザリアはまるで背中に羽が生えたように飛んで行ってしまう。たとえ立ち居振る舞いに厳しい人であっても、愛くるしい少女に満面の笑みで駆け寄られたら、咎めるどころか微笑ましく思うだろう。

　予想はしていたが、これで『水神の花嫁』の話は終わりだ。

　その程度かと落胆し、でも天真爛漫な妹らしいと思う。

　もうすぐいなくなると言われても、きっと実感がわかないのだろう。彼女の素直さや明るさに救われたことは何度もあった。

　両親もソフィアを失うことより、ロザリアの心に傷を残さないことのほうに苦慮している。

　我が子ひとりのために連綿と続く伝統を壊せないのは当然だと思う一方で、血を分けた娘が生贄に名乗り出れば、何か策を講じてくれるのではないかと期待したが甘かった。

　ロザリアの誕生日が過ぎれば、夏を経て次は秋生まれのソフィアの誕生日だ。

　そして、その日こそが百年の一度の大祭の最終日に設定されていた。

　今日ここに集まったたくさんの人たちは、ソフィアが『水神の花嫁』となることを知っているのに誰も声をかけてこない。若い娘を見殺しにする罪悪感を、誰もが暗黙の了解の下で意識の外に追いやっている証拠だ。

　生身の人間を生贄にするなんて根拠のない悪習だと止めればいたずらに不安を煽り、それに代わる案もないのだから仕方がない。半年後に迫った死を待つだけの者より、未来を約束されたロザリアを称えることで忙しいのも無理はなかった。

　この機に思いきって故郷を離れ、大河に接する国々へ有益な治水の方法を探しに行こうと、か弱い少女の身でそんなふうに考えるソフィアのほうが異端なのだ。

　このときばかりはどうせなら男に生まれたかったと歯噛みして、ソフィアはフリルの付いたドレスを恨めしげに見下ろした。
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　思い思いの仮装をした人々が、黄金色の稲穂が揺れる通りを練り歩いていく。

　今日はあちこちで似たような光景が繰り広げられ、どこも飲めや歌えやで盛り上がっていた。その中でも特に賑やかなのが、領内の主だった者たちを招いたグランエッタ辺境伯の城館だ。

　舞台裏ではソフィアの指示のもとで使用人たちが忙しく動き回っている。

　華やかで社交的な母と妹には、女主人として父とともに表に立つ大事な役目があるのだ。身を慎んで人前に出ないよう言われているソフィアは、せめて最後の手伝いをと思い、執事のマルセルと協力して百人はいる客たちに酒や食事を運ばせていた。

　もっとも両親はどこか浮かない顔をしていたし、ロザリアも庭園に面した大食堂の一角でいつもの友人たちに囲まれていたがおとなしい。食べ盛りの少年たちも、今日ばかりは料理に目もくれず、彼女と何かを真剣に相談し合っていた。

　ソフィアは領民の、妹のためと言いながら、上手くいけばもうじき自由を得る。

　それはロザリアに自分の責任まで押しつけるということにほかならず、申し訳ない気持ちでいっぱいだった。

「ソフィアお嬢さま、お疲れになったでしょう。そろそろ一段落つくころですし、ここはもう私たちに任せてお部屋でゆっくりなさってください」

　心なしか肩を落としていると、ちょうどそばを通りかかった執事が目敏く気づき、優しい言葉をかけてくる。この白髪頭の老人はソフィアの命を惜しんでくれる者のひとりだ。

「ありがとう。切りのいいところで休憩するわ。……ねえ、マルセル。あなたはロゼに厳しいときもある。だからお願いするの。どうかあの子をよく見ていてあげてね」

「それがソフィアお嬢さまの望みなのですか？」

　ソフィアのため、外部から取り寄せる本の手配は彼が行っている。どんなものに興味を示して熱心に学んでいるのか、だいたいは把握しているはずだ。

　ソフィアが図書館や書庫どころか、父の執務室や書斎に出入りすることを黙認されているのを知っているため、今回のことも裏に何かあると考えているようだった。

「わたしはあの子を支えることが、みんなの幸せにつながると信じているわ」

「……できる限りのことはいたします。ですが……」

　マルセルはいつも己の職分を弁えて数歩下がったところから物事を見ていたが、このときはなぜか冷静さなど忘れてしまったかのように言葉を続ける。

「私は、当家に残られるのがロザリアお嬢さまではなく──」

「だめよ。それ以上は言わないで。わたしは妹にすべて押しつける悪い姉なの。ロゼに上に立つ者としての理想を説きながら、自分は途中で責任を放り出すのだから」

　不穏な発言を遮ってたしなめると、彼はぐっと喉を鳴らして出しゃばりすぎたと非礼を詫びる。そして人目につく前に、何事もなかったかのように厨房へと戻っていった。

　マルセルの気持ちは嬉しいがみんなが望んでいるのは妹だ。ソフィアにはロザリアと争うつもりはない。どんな形であれ、支えられればいいと思っていた。

　ひと呼吸して、ドレープカーテンの隙間から大食堂へ目を向ける。

　中央の長テーブルを挟んで歓談する人々は誰もが特別な日の衣服に身を包み、甘く芳醇な香りのワインやスパイスの利いたビールを味わい、グランエッタ名物の肉料理や湖で獲れる淡水魚のソテーに舌つづみを打っていた。

　給仕係が次々と並べていく肉汁の滴るスペアリブや、中身がはみ出しそうなほどたっぷり具の詰まったローストビーフのサンドウィッチ、大麦と野菜のトマトスープなども人気のようだ。オーロラソースのかかった小海老のカクテルサラダや季節の果物を使ったフルーツケーキ、オレンジ風味のチョコレートムースは主に女性客に好評だった。

　贅沢な食事を楽しんだあとはピアノの演奏に合わせて歌い、軽快なステップを踏む者もいる。町へ下りればもっとたくさんの人たちが作物の実りに感謝して、今後もずっと豊かな恵みが得られるように祈りを捧げているはずだ。

「ソフィアさま」

　笑みを浮かべていたソフィアは、ふいに背後から声をかけられてびくりとした。

「中庭にあなたを慕う子供らが来ております。お会いなりますか？」

「子供？　孤児院の子たちかしら」

　父の補佐をしているダウンズは、この忙しさで休む暇もないのか不機嫌そうだ。

　ソフィアが思いがけない出来事に嬉しさを露わにすると、呆れた顔を隠そうともしなかった。

「正式な招待客でもないのに、今日は無礼講だからと門番が通してしまったようです。別の者から連絡を受けて、騒がれても困るのであなたをお探していたのですよ。ですが、いくら今日限りとはいえ、身分ある者として付き合う者はお選びください」

「みんな良い子よ」

　今日限り──。もっと強く反論したい気持ちをこらえ、ソフィアは嫌な男から逃れるように踵を返すと裏の通用口から中庭へ向かう。

　数段しかない階段を降りてきちんと手入れされた庭に足を踏み入れると、まだ葉の青いケヤキの木の下に小ざっぱりとした身なりの少年少女が五人ほど立っていた。

「ソフィアさま！」

　初対面のときこそ、控え目に話しかけるソフィアを胡散臭げに見つめるだけだった彼らだが、今では全身で慕ってくれている。一年前に『水神の花嫁』に立候補したと知ったときも、ひとしきり泣いたり怒ったりしたあと感謝の言葉をかけてくれた。

　ソフィアにとっては心強い味方だ。

　しかし彼らには、いざというとき庇ってくれる者がいない。そのため計画には深入りさせず、それぞれに口止めをしたうえでさまざまな頼み事をしていた。

「久しぶりね。最近は顔を出せなかったけれど、みんな変わりない？」

「はい！　あっ、この前ロザリアさまが持って来てくれたお菓子、ごちそうさま！　ソフィアさまが用意してくれたんでしょ？　俺たちの好きなものばっかりだったもん」

「ロゼも準備を手伝ってくれたわ。あの子とも仲良くしてあげてね」

　えー、と年若い子供たちは顔を見合わせた。

「ロザリアさまはいつもにこにこしてるけど、僕たちの名前をまだ覚えてくださらないよ。こっちから話しかけても嫌がらないかなぁ？」

「もちろんよ。もう少ししたら、今年もまた一緒に孤児院のツリーを飾りましょう。あの子とももっと仲良くなれるわ」

「でもっ、そこにソフィアさまはいないもん！」

　なるべくにこやかに話したつもりが逆効果だったらしい。一番小さな男の子が癇癪を起こすと、みんなギュッと眉を寄せてしかめっ面になってしまった。

「……今日は俺たち代表で来たんだ。大勢だと追い返されるかもしれないから」

「どうしても会いたくて、みんなでお願いしたら門番のおじいさんが通してくれたの。あとで怒られちゃう？」

「きっとフーゴね。大丈夫、あの人は昔からいろいろ見逃してくれるの。内緒よ」

　いたずらっぽく笑えば、ソフィアより背丈が伸びた少年は真っ赤になってぶんぶんと首を振る。脳しんとうでも起こさないか心配していると、恨めしげな声がした。

「僕だって内緒にするよ！」

「私だって！」

　四方八方からの大合唱に、我に返った少年はあたふたとして飛びのく。ソフィアは息のあった子供たちのやり取りを見てクスクス笑った。

（待っていて）

　きっとあなたたちの未来を豊かなものに変えてみせるから。

　やはり誰かが犠牲になるなんて間違っている。みんな等しく幸せであるべきだ。

　ソフィアは勇気をもらった気がして、明日の儀式への気持ちを新たにした。
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「……ぅ、ん……」

　まだ日が昇らない夜の静寂のなか、浅い眠りをもてあまして寝返りを打つ。

　二日間の宴も終わり、今日はいよいよ収穫祭の最終日。ソフィアは日没に合わせて大河ラン・ルーエに沈む。

　ここまでは計画通りにきていたが、本当に上手くいくかはどうかはやってみなければわからない。

　この身を捧げるのは比較的流れが緩やかな場所といっても儀式が始まるころは薄暗くなっていて、入水したら近くに隠した小舟まで泳ぐ必要がある。ひとりでこっそり舟を動かす練習もまだ十分ではない気がした。

　今さらどうしようもないことが気になってしまい、目が冴えてくる。

「もう一度流れをおさらいしようかしら……」

「お姉さま、起きている？」

「ロゼ？」

　上掛けを首元まで引き上げたところでノック音と妹の声が聞こえ、跳ね起きた。

　こんな時間にどうしたのだろう。

「中へ入って。そんな薄着で出歩いていたら風邪を引いてしまうわ」

　ソフィアは急いで扉に駆け寄ると部屋の中にロザリアを招き入れ、燭台の灯りをつけてローブを羽織らせる。彼女は素直に従い、キョロキョロと室内を見まわした。

「儀式用のドレスはどこ？」

「大事なものだからしまってあるわ」

　変なことを訊くものだと思いながらクローゼットを指すと、ロザリアはそれを着て欲しいと懇願する。

「お父さまもお母さまも私がお姉さまに近づくのを嫌がるの。だから、きっとお姉さまが花嫁衣装をまとった姿なんて見せていただけないわ」

「……そうね」

　冷たいように思える両親の決定は、娘たちを思ってのことだ。

　ソフィアは自分がどれだけ親不孝者なのかわかっているので、妹のささやかな願いまでは無視できない。仕方なく、純白のウエディングドレスを引っ張り出した。

「わあっ！　なんて綺麗なのかしら！」

「一生に一度のことだもの」

　リモージュ家は貴族として裕福な部類ではないが、生活に困窮するほど貧しいわけでもない。父はごく普通に嫁ぐソフィアの晴れ姿を見ることができないのならばと、立派なドレスをあつらえてくれた。

　歴代の『水神の花嫁』たちも美しく装わされたそうだが、今回は領主の娘がその役目を務める。ほんの一握りの人の目にしか触れないというのに、細部まで贅を凝らした花嫁衣装は繊細で美しく、装飾関係に明るいロザリアが感嘆するのも無理はなかった。

「さっそく着て見せて。外に手伝いの者を呼んでいるわ」

「え？」

　淡い灯りを受けて煌めく純白のドレスを撫でていると、ロザリアはいったん廊下に顔を出してふたりの女を招き入れてしまう。

「夜も明けないうちに恐れ入ります、ソフィアさま。こちらは私の侍女ですの。ご用意はお任せください」

「メールス子爵夫人？　どういうことですか？」

　いくら同性でも、客室を抜け出して他人の部屋を訪ねるのには非常識な時間だ。

　ソフィアは彼女たちを手引きしたロザリアを問い詰めようとして、妹が大きな青い瞳を涙で潤ませているのに気づき、何も言えなくなった。

　結婚前に王都のレーヴェ王宮で働いていたという子爵夫人は、ただただ困惑するソフィアをよそに、侍女と協力して手際よくドレスを着せてしまう。

　白一色のそれは、水の抵抗を減らすため胸のすぐ下から足元まですとんと落ちて広がるシンプルなデザインで、可憐なレースを重ねた袖口に銀糸で草花の刺繍が施されている。大胆に開いた背中からは素肌が覗き、少しだけ心細い気持ちになって、ソフィアは光沢のあるサテンのスカートをキュッと握りしめた。

　このドレスは後で旅費にするために選んだものだ。クラシカルなネックラインに沿って小粒のダイヤと真珠があしらわれている。両親にもっと豪華にしてもいいと言われたときは、後ろめたい気持ちを抱いたほどだった。

「さあ、完成です。いかがですか？」

「とっても素敵。よく似合っているわ！」

「……ありがとう」

　全身の映る鏡の前で、ソフィアはため息を吐きそうになる。

　長い黒髪は軽く櫛で梳っただけだが、透かし編みの薄いヴェールをかけて本番さながらの装いだ。踵の高い靴まで履かされ、自分をじっと見つめる妹を振り返った。

「もういいでしょう。これは神事のためのものだから気軽に身に付けてはいけないの」

「お姉さまは本心から『水神の花嫁』になりたいと思っているの？」

　ロザリアは用が済むと手振りで部外者を退室させて、可愛らしく小首をかしげて言う。ソフィアは自由気ままな振る舞いとその言い様に少し引っかかるものを感じながら、なるべく妹を刺激しないように答えた。

「わたしだって不安よ。でも、頑張ってみようと思ったの」

「そこまでしてみんなの関心を引きたいの？」

　さらに投げかけられた疑問は、ひやりとした空気をまとっていた。

「お父さまもお母さまもお姉さまのことばかり。使用人やお友だちの何人かもすごく褒めるのよ。以前は変わり者だって嘲笑っていたのに、素晴らしい、勇気があるって！」

「すぐに落ち着くわ」

「お父さまやお母さまはちゃんとお姉さまのことも愛しているもの。若くして死んだら引きずるに決まっているじゃない。一年も前に決まったことなのに、ぐずぐずと思い悩んでいるのがいい証拠よ。もう助からないのなら百年目を待たずに処分したって大差ないのに。近くで見ているこっちがイライラするわ」

「え……」

　妹の言葉にソフィアは驚く。

　──処分？

　聞き間違いかと思っていると、ロザリアは憂いを帯びたまなざしを向けてきた。

「どうせ死んでしまうのにこんなに綺麗なドレスまで用意するなんて。天国に召されるとき、強欲だと神さまに叱られてしまうわ。それにね、水底にいるのは本当は神さまなんかじゃないのよ」

「ロゼ……？」

「正体はとっても醜い水の魔物なの。巨大な雄のヒキガエルが半分潰れたような姿で、足がない代わりに汚い色のヒレと長い尻尾を持っているんですって。哀れな歌声で獲物を呼び寄せ、川に落ちた羊を食い千切ったり、人を水中に引きずりこんだりして弄ぶそうよ」

　愛らしい唇から次々と恐ろしい言葉が飛び出してくる。

「お姉さまが生贄に名乗り出たのは、すでに魔物に魅了されていたからなのでしょう？　私、知っているのよ。お姉さまは頻繁に森の奥へ出かけていたわ。何度か後をつけたの。そうしたらいきなり裸になって泉に飛び込むのだもの！」

「あ、あれは……違うの……っ、誤解しないでっ」

　ソフィアが頬を赤らめると、ロザリアはますます追及を強めた。

「何が誤解なの？　いつも私に人々の模範であるように諭される方がおかしいわ。私ね、お父さまたちに心配をかけたくないからお友だちに相談したの。みんな、お姉さまの行動を怪しんで信用ならないと言ったわ。だって喜んで生贄になりたがるなんて変だし、城館や孤児院に姿がないときは泉でこっそり遊んでいるんだもの。もしかして誰かと……、男性の姿になって現れた魔物と逢い引きでもしていたのかしら」

「やめて」

　素直な妹に誰がどんな入れ知恵をしたかはわからない。どこか警戒した様子のロザリアを見て悲しくなった。

「わたしはわたしよ。古い文献にも神さまが魔物だなんて書いてなかった。怖がらせてしまったのなら謝るから、そんなふうに言わないで」

「お姉さまは特別だもの。昔からそう！」

　ロザリアは少し苛立った顔をする。

　──わたしが特別？

　まさか。特別なのは彼女のほうだ。

　今この瞬間もロザリアはハッとするほど美しく、青い瞳は爛々と輝いている。彼女なら、たとえソフィアと同じように行動しても疑われることはないだろう。

「その他大勢と違うところが大好きだけど、世界で一番疎ましく思うときもあるわ」

「……っ」

　ソフィアは自慢の妹に淑女らしくない振る舞いを軽蔑されたのだと思い、恥ずかしくなる。でも、誓って誰かとふしだらな行為はしていない。

　泉では来るべき日のために泳ぐ練習をしていたのだ。ふらっと森の奥へ消えたのも、そこに住む木こりに小舟を用意してもらうためだった。

　何とか手漕ぎの木舟までたどり着き、人目につかない場所に接岸しなければ──。

　木こりはまさか『水神の花嫁』の逃亡計画に手を貸しているとは知らず、神事に関わることだから内密にして欲しいというソフィアに従い協力してくれただけだ。

　雑木林の森を抜けると、崖の一部に水で削られてできた大きな裂け目が見えてくる。かなり古いが岩の裏には人工の隠し通路が存在しており、手すりも柵もない暗がりを怖々と下ってみれば内部は数十メートルほどの洞窟になっていた。

　水の音がするほうへ近づくとそこはまるで小さな入り江のようで、増水しない限り、少し手を伸ばせば大河に触れることができた。

　歴代の『水神の花嫁』は崖から突き落とされるなどというむごい扱いは受けず、気絶した状態でそこから小舟に乗せて流されたらしい。

　ソフィアは古い文献を漁って知っていたが、父が儀式について調べる前に関連資料を隠してしまったので他に気づいた者はいない。当日はどこから身を投げてもいいと言われていた。

　これ幸いと洞窟近くの崖を選び、一方では文字の読めない木こりに古い絵を見せて嘘と真実をまじえながら小さな舟を作ってもらった。

　もともと人目に触れない儀式のため、木こりは秘密の洞窟に案内されても不思議に思わなかったようだ。今日まで秘密は守られ、疑われることもなかった。

　肝心の舟の漕ぎ方は、家族と川遊びのできる湖へ出かけたときにねだって教えてもらったり、漁師の手伝いをしている子供にこつを聞いたりした。

　おそらく短時間なら操れる。大きな船が通るのは月に一度、しかも日中に限られ、漁師も流れの穏やかな支流や湖にしか船を出さないから、多少もたついたところで目立たずに身を隠せるはずだ。濁流にさえ呑まれなければ、何とか岸にたどりつける。

　それをどう妹に説明すべきか迷っていると、ロザリアは落ち着きを取り戻し、微笑を浮かべて扉に近づく。

　すると外側から扉が開き、またもやソフィアの許可なく人が入ってきた。

「……な、に？」

　驚きのあまり声がかすれる。外はうっすらと白み始めていたが、とても女性の寝室を訪ねていい時間ではない。平然とした男たちを前に心臓が嫌な音を立てた。

「ロゼ、どういうこと……」

「誰かに見られていない？」

「もちろんです。旦那さまたちの他に、うるさそうな連中にも睡眠薬入りの酒を差し入れてあります。今日はまだ収穫祭ですから、疑われることもありませんでした」

　問いかけたのが妹なら、代表して返事をしたのは父の近侍ダウンズだ。その傍らには彼の息子と子爵家の長男もいて、混乱するソフィアに見下したまなざしを向けてくる。

　少年たちは姉妹の間に身体を割りこませると、まるで騎士のようにロザリアを背に庇った。

「我が姫、お下がりください」

「やはりあなたが手を汚す必要はありません。我々で処理します」

「駄目よ。私を仲間外れにしないで。さあ、手筈どおりに運んでちょうだい」

「仕方ありませんね。わかりました」

　彼らは敬愛する少女の役に立ちたい一心なのか、恭しく頭を下げると無礼にもソフィアの口に布を含ませて拘束する。あっという間の出来事だった。

　そのまま裏口から城館の外に連れ出して馬に乗せられた。

「うぅ……っ！」

　若い門番も計画に荷担しているのか、明らかに不審な一行をあっさり通してしまう。公道へ出るとすぐに脇道へ逸れて未舗装の道を進み、森を突っ切るように進んだ。

　雑木林の奥から水音が聞こえてくる。ソフィアが運ばれたのは、儀式を行うよりもだいぶ手前の城館に近い崖の上だった。

「もうここでいいわ。空が明るくなってきたから人目につく前に捨てて帰りましょう。慎ましやかなお姉さまに晴れ舞台は必要ないもの」

　ロザリアの一言で乱暴に馬から下ろされ、その拍子に靴が脱げ落ちる。いちかばちかで身を捩って暴れると何とか拘束が解けた。

「チッ！　おいっ、しっかり押さえておけ！」

「いや、ちょうどいい。この先へ追いこめ！」

　とっさに走り出したソフィアの背中から、鋭い指示が飛ぶ。

　彼らが馬上のロザリアを気遣い、木の枝にぶつからないよう馬を駆るスピードが遅いのはせめてもの救いだったが、じわじわと追い詰められていくのが恐ろしい。

「どこへ行くの？　お姉さま」

　後ろから聞こえてくる声を恐れ、ソフィアは震えながら必死になって逃げた。

「こないで……っ」

「大丈夫よ。優しく落としてあげる。知っているでしょう？　ここら辺はね、高さはそれほどないの。たった五、六メートルよ」

　ついにロザリアを乗せた馬に追いつかれる。

「もう諦めたら？　少し予定が早まるだけじゃない。お姉さまが水底へ沈まなければ、また別の花嫁が──新しい生贄が必要になる。そんなの嫌でしょう？」

　聞き分けの悪い姉を諭すような、妹の柔らかな声。

　ソフィアの前にもう道はなく、下から吹き上げる風が土埃で汚れたドレスを揺らす。ストッキングは破れ、裸足の足は小さな石で傷つき、ひどく痛んだ。

　逃げ場のないソフィアのもとに、馬から降りた妹が軽やかに歩いてくる。

「残念だけど、ここでお別れね」

「や……いや……おねがい、ロゼ………」

「さようなら、お姉さま。大好きだったわ。本当よ」

　別れを告げるロザリアの顔は慈愛に満ちていて、とても演技とは思えない。彼女からまっすぐに向けられた愛情は、紛れもない本物だ。

　──その日の朝早く、ソフィアは冷たい川へと突き落とされた。





◆　◆　◆






「わたし……、わたしは……」

　ソフィアは少しずつ記憶を取り戻していく。

　それと同時にどんどん顔色が悪くなり、冷たい汗をかいて震えていることに気づいたジェラールがそっと抱きすくめてきた。

「もういい、無理に思い出さなくていいんだ」

「でも、あんな……っ、か、川に……っ」

「落ち着け。大丈夫だ、君は助かったんだ。大きな怪我もしていない」

「うぅ……っ」

　大声で泣きわめかなかったのは奇跡だ。いっそ忘れていたかったのに、どうしても忘れられそうにない記憶が蘇って胸を押し潰そうとした。

「夢じゃない……あれは夢じゃないの……っ」

　それ以上はどうしても言葉が続かない。

　ジェラールは頼りなく嗚咽するソフィアの背中をさすり、ゆっくりと話し出す。

「確かに君は溺れていた。……川縁に引っかかっているのを見つけたとき、私は生きた心地がしなかった」

　下手に隠すよりも、きちんと伝えて助かったことを自覚させたほうがいいと判断したのか、彼はひどく苦り切った声で当時の状況を説明する。

「どうにか引き上げて揺さぶってもピクリともしないから、もう死んでいるのかと……。まだ息があるとわかってからは、とにかく薪を焚いて氷のように冷たい身体を温めることしかできなかった」

「あ……」

　そうだ。ジェラールは突然、水死体の第一発見者になりかけたのだ。

　きっと驚かせて不安な気持ちにさせたのだろう。彼の顔は見えなかったが、とても辛そうに言われて心苦しい。

　普通、大河の一角に流れ着いたのがウエディングドレス姿の若い娘ともなれば事故よりも事件を疑う。自ずと何らかの悲劇を想像するし、もし流木や岩にぶつかって顔が潰れたり手足が折れていたりしていたら、それだけでトラウマものだ。

　ジェラールも話すうちに詳細を思い出したのか、身の震えを抑えようとするように、痛いほどにソフィアを抱きしめる。

　巻きこんでしまい申し訳なく思う一方で、どうしようもない落胆が胸を占めた。

　計画は失敗したのだ。

　ただ暗くて冷たい水底へ落ちていくことしかできなかった。

　温かな腕に囚われながら、ソフィアはキュッと唇を噛みしめる。

「すまない。忘れろと言いながら怖いことを思い出させた。だが、もう何の心配もいらない。君はこうして生きている」

　耳をくすぐる声は低く甘い。さすがに恥ずかしくなって肩を揺らすと、ベッドが軋んで体勢を入れ替えられる。ソフィアの瞳に、ようやく自分をなだめる男の顔が映った。

　年は二十代半ばだろうか。とても端正な顔立ちで、美の女神どころか月の女神や冬の女王にも愛されているとしか思えない。

　雪の輝きのようなプラチナブロンドは寝乱れていてさえ美しく、白皙の頬にはらりとかかる様が艶めかしい。仄かに影を落とす睫毛やすっと通った鼻梁、形の良い顎のラインに少し厚みのある官能的な唇も、何もかもが完璧で目を奪われてしまった。

　中でも印象的なのはアメジストのような紫色の双眸だ。ともすれば冷たく見えるのに、なぜかソフィアに対する親しみと安堵のような感情が滲んでいた。

「君は三日も意識がなかったんだ。辛いところがあれば遠慮なく言って欲しい」

「三日……？」

　思いもよらない言葉に動揺する。でもそれ以上に気になることがあった。

　おそらく看病のためだろうが、ソフィアは見知らぬ男と同じベッドで寝ていたのだ。

「あの……、どうしてこんな……一緒に寝ているの？」

　逃げ腰で問うと、機嫌を損ねてしまったらしい。

「私と出会ってからのことは何ひとつ覚えていないのか？」

　探るように訊かれ、慌ててうなずく。

「ごめんなさい」

「……仕方ないか。君はずっと高熱で意識が朦朧としていたから……」

　彼は少し考えるそぶりを見せると、ベッドの上でソフィアに向き直った。

「君を拾い上げたのは私だ。先ほど言ったように岸辺で温めてから、その日のうちにこの城まで連れ帰った。急いだつもりだが、医師を呼ぶころにはもう熱を出していて心配で離れることができなかったんだ。たまに目を開けたとき、名前を教えてくれたことも覚えていないのか？」

「わたしの名前……」

　ソフィアはサーッと青ざめる。

　醜態を晒した挙句に身元がばれたら大騒ぎになってしまう。

　しかし美貌の青年は、刻々と表情を変えるソフィアを見て優しげな声で言った。

「ソフィー、君の名はソフィーだ。年は十六だと聞いている。なぜ溺れていたのかはわからないが、花嫁衣裳を着ていたから、てっきり意に沿わぬ結婚から逃げてきたものだとばかり」

「え……」

　ソフィアは目をパチクリさせる。微妙に名前が違うのは、熱でうなされてはっきりと会話ができなかったせいだろうか。

　言葉に詰まっていると記憶がないのかと問われ、思わず肯定してしまった。

「よく覚えていないわ。何も思い出せないの」

「そうか。恐ろしい目に遭ったショックかもしれないな。大丈夫だ、必要ならそのうち自然と思い出す。君はもう私の庇護下にあるんだ。ゆっくり療養すればいい」

「ありがとう。ねえ、もう一度あなたの名前を教えてくださる？」

　命の恩人らしい男に尋ねると、彼は何でもないことのように答えた。

「私はジェラール。ジェラール・アロイス・ベルフォールだ」

「……ベルフォール？」

「ここはベルフォール王国の外れだ。王太子領とウェルシュ公爵領にまたがる……『憂いの森』と言ったほうがわかりやすいか？　そこにいる」

　すらすらと予想外の説明をされてソフィアは凍りつく。

「どうした？　そんなに大きな目で人の顔をじっと見つめて。やはりまだ具合が優れないのか？」

「い、いえ、大丈夫です」

「私の身分に委縮することはない。君は大切な客人だ」

　さり気なく手を取られ、振り払うわけにもいかず、ソフィアはひどく心細い気持ちで考えをめぐらせた。

　確かベルフォール王国を治める女王陛下には、今年二十六になる王太子、第一王子のジェラール殿下を筆頭に、年の離れた第二王子と双子の妹姫がいる。

　近隣諸国の王族の名くらい頭に入っていたが、田舎貴族の令嬢たるソフィアの人生にはまったく関係のない雲の上の存在だ。

　嘘だと言って欲しくても、王族の名を騙ろうものなら不敬罪で牢獄行きになる。わざわざリスクを冒して目の前の男が名を偽ることはないだろう。

（じゃあ、この方は本当に本物の王子さま？）

　あまりのことに眩暈がした。

　どうやらソフィアは、ラン・ルーエを隔てた隣国へたどり着いたらしい。

　大河の流れは急で、憂いの森には凶暴な野生の獣もいるはずだ。地元の者でもめったに立ち入らないと何かで読んだから、無事に保護されたのは奇跡に近かった。

「君を拾った責任は取る。今後のことは私に任せているといい」

「とんでもありません！　助けていただいただけで十分感謝しています」

　複雑な事情を知らないジェラールは、ソフィアの混乱などどこ吹く風だ。抱き寄せてつむじに口づけたかと思えば、なぜか甘ったるい言葉をかけてきた。

「私たちは縁あって出会ったんだ。頼れと言っているのにつれないな。第一、病み上がりの女性を途中で放り出すなんてあり得ない」

　腕に力がこもり、大きな手が薄いネグリジェ越しに触れてくる。

「きゃあっ!?」

　突然のことに驚き、大げさなほど肩が跳ねた。

　豊満とは言いがたい身体だ。胸の膨らみは男の手にすっぽりと収まってしまうほどささやかで、ソフィアは二つ下の妹よりも小さいことを密かに気にしていた。

　状況が呑みこめずにいると、大して抵抗しないのを了承の意と取ったのか、ジェラールは大胆にもネグリジェのリボンに手をかける。柔らかな生地がたわみ、露わになった胸の尖りをくすぐられて、ソフィアは剥き出しの肩を震わせた。

「……っ！」

　淫らな触れ方をされると身体がこわばる。真っ白なシーツを力任せに掴み、今にも漏れそうな悲鳴を必死に堪えた。

　ジェラールのように尊い身分なら、廊下には常時護衛の騎士が控えているはずだ。そのうち執事や侍女が目覚めの紅茶を運んで起こしに来るかもしれないのに、大騒ぎをして彼に恥をかかせるわけにはいかなかった。

「ん、うっ……やめてくださ……っ」

　ソフィアは小声で拒み、思いとどまるよう懇願する。

「だめ、です。人に知られたら……っ、さ、触らないで……」

「少しだけ」

「どう……して……？」

「君を見つけたとき、私がどれほど恐ろしかったかわかるか？」

　骨ばった手が小ぶりの胸をやんわりと揉みしだき、なめらかな肌を這ってちょうど心臓の上で止まった。

「君は全身ずぶ濡れで何度呼びかけても目覚めなかった。かろうじて息はあったが、手足はだらりと垂れて心音も弱々しく、どこもかしこも氷のように冷たかった。あんな恐怖を味わったことはない。だからこうして、君が私の腕の中で生きている喜びを感じさせてくれ」

　心のこもった声で思ってもみなかったことを請われる。

　受け取り方によっては誤解を招きそうな情熱的な言葉に恥ずかしくなり、おそるおそる顔を上げると美しい紫色の双眸がソフィアを見つめていた。

「もうあんな目には遭わせない」

　ジェラールはソフィアの長い睫毛に引っかかった涙を舐め取っていく。いたずらな舌先は同じように赤らんだ頬や鼻先も掠めていった。

「さあ、もう一度目を閉じて」

「でも……」

「いい子だから、ソフィー」

「……はい……」

　まるで魔法をかけられたかのように瞼が落ちてくる。

　戸惑いはあったが静かに重なる唇は熱く、入りこんできた舌も冷たくない。

　どうして受け入れてしまったのかもわからないままソフィアは口腔をそっと啄ばまれ、官能を引き出すような口づけをされていた。

「ん、ふ……っ」

　最初は舌先が触れ合うくらいだったのに、ちゅっ、くちゅっと水音を立てて敏感な粘膜を吸い上げられる。ふたりの唇の間から自然と声が零れてしまうのが恥ずかしい。

　それに気を取られている間にもジェラールはうっすらと汗ばんだ肌を撫でて、偶然のように指腹で乳首を弄っていく。ソフィアの吐息はしだいに淫らさを増していった。

「は……ぁ、あ……んん、……殿下……」

　こちらの困惑は十分に伝わっているだろうに、ジェラールは残りのリボンをすべて解いて薄いネグリジェをシーツの上に落としてしまう。今度はさっきよりも大胆に乳首を押し潰され、全身があわ立つような快感に激しく動揺した。

「やめ……て、も、ほんと……に、だめです。か、身体がビクッてしちゃっ……」

「足りない」

「は……ぁ、あ、恥ずかしいの。わたし、おかしい……から、もういや……っ」

　自分の身体にいったい何が起きているのか。妙に体奥が火照ってむず痒い。

　無意識に足を擦り合わせるとジェラールの笑う気配がして、いたずらをするのとは別の手が身体のラインをなぞりながら徐々に下へと下りていった。

　太股の辺りを撫でられて不安に思っていると、強引に下穿きの中へ滑りこんだ手がうっすらと生えた下肢の茂みを撫でた。

「え、やぁ……っ！」

　他人の手の感触に驚き、ソフィアは我慢できずに大きな悲鳴を上げてしまう。

「殿下、いかがなさいましたか？」

「女性の悲鳴がしましたね」

　間髪をいれずに外から声がかかり、慌てて口元を押さえたが遅かった。

　警備の者が確認のために扉を開けると、その横からジェラールの執事らしい燕尾服姿の老人が入り込んでくる。ちょうどモーニングティーを運んできたところだったのか、すっきりとした紅茶の香りが漂ってきた。

「取り込み中だ、下がれ」

「残念ですが、そうはまいりません」

　不審者の有無を確かめて素直に命令を聞く騎士とは異なり、慣れた様子の執事はずかずかとベッドのそばまでやってきてカーテンを開ける。たちまち眩しいほどの光があふれ、ソフィアはもう昼に近い時間なのだと知った。

　ジェラールは不機嫌そうにため息をつき、刺繍入りの上掛けを引っ張ってソフィアの肌を覆い隠す。

「ローレンス、恨むぞ。ここからがいいところだったのに」

「なおさらこのタイミングでようございました。おはようございます、殿下、お嬢さま。先ほど警護の者から、殿下の連れ帰った女性が目覚めたようだと報告を受けたもので」

　彼、ローレンスはよほどジェラールの信頼が厚いらしい。一国の王子に向かってチクリと釘を刺す。しかも年の功とはよく言ったもので、こういった場面にも有能な執事の顔を崩さなかった。

「お目覚めになってほっといたしました。お加減はいかがですか？」

「あ、ありがとう。もう大丈夫よ、熱もないみたいだし……何より殿下が親切にしてくださったの」

　ソフィアがとっさにジェラールを庇うと、ローレンスは眼鏡の奥の目をすっと細める。本当は不埒な真似をされかかったことを見抜かれたのかもしれない。

「では、医師と侍女を手配します。公爵夫妻にも声をおかけしますので、しばらくお待ちください」

　ローレンスは寝起きのソフィアにほんの少し同情的なまなざしを向けると、優美に一礼してから、何事もなかったかのように廊下に放置したままのワゴンを片付けていった。

「仕方ない。先に着替えを……いや、湯浴みのほうがいいか」

　上掛けの下でどうにか服を着ようとしていたソフィアは、ネグリジェのリボンを結ぶ手を止めて声を弾ませた。

「お湯を使わせていただけるのですか？」

　大河沿いの国々は豊かな水の恩恵を受け、入浴する習慣が庶民にも浸透している。しかし、好きなときにお湯を使えるのはやはり王侯貴族だけの特権だ。

　小さな幸運を嬉しく思っていると、背中と膝の裏に手を差し入れられた。

「本当は医師の許可が必要だが、ベタベタ触って舐めてしまったから特別だ。ここは近くの温泉からお湯を引いているからきっと君も気に入る」

　軽々と抱きかかえられ、とっさにしがみ付くと彼はベッドから下りて寝室に併設された浴室へと向かった。

　その足取りはよどみなく、本職の騎士ほどではないが鍛えているのだろう。布越しでも硬い肌の感触がわかってしまい、じわじわと頬が赤らむ。流されるまま口づけてしまったことや身体を触られたことを思い出すと顔から火が出そうだ。

　だが、恥ずかしさと恐れ多さで縮こまっていたはずのソフィアもパウダールームに入った途端、感嘆の声を上げた。

「わあっ……！」

　バラ色の列柱と壁や床が美しい大理石の部屋には、目立った装飾がない代わりに異国風の金の縁取りがある鏡と複雑な曲線が特徴的なラタン素材の回転椅子が置いてある。天井から垂れるヴェールの奥には曇り硝子の扉があり、そこをくぐるとさらに珍しい造りの浴室にたどり着いた。

「なんて素敵なの……！」

　わざわざサラセンから職人を呼んで改装したのか、中央のドーム型浴場はモスクの中庭をイメージさせる花柄のモザイクタイル張りで、傍らの小浴槽も外と中の両方に独特の質感をもつ有色タイルをふんだんに使った贅沢さだ。厳めしい獅子像からは白く濁ったお湯が噴き出され、それぞれの浴槽をなみなみと満たしていた。

　赤い薔薇を中心に、黄色いカモミールや紫のラベンダー、濃淡のある緑のセージやミント、タイム、青いローズマリーといった色とりどりの草花が水面に浮かんでいてとても綺麗だ。

　華やかな見た目と良い香りにうっとりしていると、ジェラールは掘り下げられた浴槽の縁にソフィアを下ろして微笑みかけてきた。

「君は病み上がりだ。入浴の手伝いが必要だろう」

「あ、はい。できればお願いしたいと思います」

「侍女を待つより私が世話をしたほうが早い」

「え……？」

　一瞬、聞き間違えたのかと思った。

　だが、ジェラールは本気らしい。

「遠慮はいらない。君の裸ならとっくに見ている。川から引き上げて素肌を温めたのも、連れ帰って風呂に入れたのも、汗を掻くたび身体を拭いて着替えをさせたのも私だ」

「なっ……」

　彼はソフィアの髪に触れ、再び真っ赤になった顔を覗きこむ。

「さあ、おいで」

「待ってください……っ。高貴な方のすることではありません！」

「本調子でない女性を気遣うのは男として当然のことだ。ほら、立っているのは辛いだろう」

　ジェラールはあくまでも紳士的に手を差し伸べてきたが、そういう問題ではない。いくら命の恩人からの善意の申し出とはいえ、身分を考えれば恐縮して当然だ。

　そもそも異性と一緒に入浴するなど、常識的に考えてとんでもないことだった。

「夫でもない方に、これ以上肌を見せるわけには……」

「なら問題ない。君は私の花嫁だ」

「……殿下……？」

　なりゆきで唇を重ねはしたが、もう流されないときっぱり拒んだつもりなのにまたしても予想外の答えを返されてぽかんとする。

　ジェラールはそんなソフィアに焦れたのか、自ら右手を取り浴槽の中へ着の身着のまま引きずり込んだ。

「あっ」

　ぱしゃんとお湯が跳ねて目をつむると、ほとんど強引に彼の膝の間に座らされた。

　薄い生地が素肌に張りつき、ソフィアは慌てて水面の花びらを掻き集める。

「それで隠したつもりか？　まったくずいぶんと可愛らしいことを」

　楽しげに目を眇められ、どんな顔をすればいいのかわからない。機転の利く女性のように上手くかわすか、戯れでも名誉なことだと思えない自分が情けなかった。

「今は病み上がりだから見逃すが、早く慣れろ。これでも私は我慢しているんだ」

「がまん、ですか？」

「本当は全身に口づけたいというのに」

　とんでもない発言が飛び出して、ソフィアは口をぱくぱくさせる。想像するのも恥ずかしい。

　ただ、こうして生きていられるのはジェラールのお陰だ。何のお礼もできない今、彼の望みを受け入れることでしか恩に報いるすべがないのも事実だった。

　ジェラールは責任感と庇護欲からか、たまたま拾っただけのソフィアを手ずから看病したという。普通に考えれば信じがたいほどの好待遇だ。

　自分が頑なに拒絶できる立場にないことを思い出し、覚悟を決めた。

「少しの間だけなら……」

　ひどく戸惑いながら言うと、思いのほか満足げな笑みを返されて居たたまれずに視線を逸らす。つい零れそうになる吐息を噛みしめ、全身でジェラールの出方を窺った。

「可哀相に。沁みるのか？」

　じっとしているのを、彼は擦り傷にお湯が沁みたせいと思ったらしい。迷いなく足首を掴まれる。視界の端で、湯気で湿った銀髪がゆらりと傾いた。

「白くて綺麗な脚なのに小さな傷ができている。幸いどこも折れていないし、医師に処方させた薬を塗っておいたが、もし傷でも残ったら許せないな」

「……っ、な、何を……」

「消毒」

　低く甘やかな声に煽られてゾクリとしたソフィアだったが、こんなところで消毒も何もない。踵からふくらはぎへ、ふくらはぎから剥き出しの太股まで触れられて我慢できずに声を上げた。

「や……やっぱり嫌ですっ、もう……離してください」

　ジェラールの振る舞いは理解を超えている。一国の王子が、素性の知れない──記憶がないと言い張る少女に跪き、慰撫するように小さな傷を撫でていくなんて。

　ソフィアは羞恥と不安を振り切るようにもがく。あまり強く出られないせいで中途半端な抵抗になってしまったがとにかく必死だった。

　水面が波立ち、色とりどりの花びらが方々へ散っていく。いっそ彼の肩を押しのけるべきか、それとも下着が見えないようにびしょ濡れのネグリジェを押さえればいいのか混乱していると、おもむろに足を舐められて驚愕する。

「嘘っ……」

　ジェラールは擦り傷を優しくなぞり、皮膚の薄い甲の部分をきつく吸い上げてきた。

　持ち上げられた脚がピクリと引き攣る。それを尻目にお湯の中でもう一方の手がささやかな妨害をくぐり抜け、秘処を覆う下着にかかった。

「やっ、だめ……そんなところっ」

　バスローブ姿の彼はまだいい。しかしソフィアは、すでにネグリジェを着ている意味がない状態だ。だからと言って最後の砦までは手放せない。

「殿下っ、おねが……お願いです……っ！」

　浴槽の隅へ追い詰められ、柔らかな内腿を撫で上げられる。そのまま倒れてしまいそうになりながらも必死でいたずらな手を拒んだ。

「ソフィー」

「ひうっ」

　お湯の中から伸び上がったジェラールに、熱をもった耳朶を舐められて腰が跳ねた。

「ここ、いやらしい形がくっきり浮いていて目に毒だ」

「なっ……」

　彼は小さく笑うと、隙を突いてソフィアの下着を脱がそうとする。

　だが、今度は寸でのところでドンドンと曇り硝子を叩く者がいた。

「殿下！　こちらですね？　無茶をなさってはいけません！　彼女は万全の状態ではないのですよ！　こんな場所で襲ったりしたら私が許しませんからっ！」

　精緻な蔦模様の硝子扉が、外側からの猛抗議を受けて耳障りな音を立てる。一瞬にしてふしだらな空気が吹き飛び、ジェラールはあからさまに顔をしかめた。

「シャロンか。ローレンスのやつ、仕事が早すぎるな。お前たちにも声をかけると出て行ってから、いくらも経っていないはずだ。エリックはどうした？」

「もちろん、私の横にいます」

「やぁ、悪いね。愛する妻の頼みなんだ、諦めて出てきてよ」

　少しも悪びれた様子のない、苦笑い混じりの声が聞こえてきた。

「いいところを……エリック、覚えておけ」

「って言われても。僕がシャロンに敵うわけがないじゃないか」

「尻に敷かれすぎだろう」

「いいんだよ、幸せなんだから」

　気安いやり取りに口を挟めず、かといってこの場から立ち去ることもできず、ソフィアは大きく開かされた脚を閉じて所在なくお湯に浸かる。

　しかし、ジェラールはその勝手な振る舞いが気に入らないらしく、ソフィアが大声を出せないのをいいことにさっさと捕まえて膝の上に抱き上げてしまった。

「私は彼女の同意の上で風呂に入れてやっているだけだ。すぐに上がるから、応接室で待っていろ」

「誤魔化されませんからね。どうせ抗おうにも抗えない状態に追い詰めたのでしょう？　だいたい湯あみの手伝いは侍女の仕事です。王太子殿下のなさることでは……」

「エリック、シャロンを連れて行け」

「殿下！」

　ジェラールはごく真っ当な小言を遮ると、続きとばかりにソフィアの肩にお湯をかけ、自らの手で素肌をこすり始める。

「や、やめ……人が、そこに……っ」

「出て行かせる。ほら、気持ちいいだろう？」

「ン、くっ……」

　汗はとっくに流れているのに、ジェラールの骨張った手は薄い服の上からソフィアの身体を這い回り、淡く色づく胸の頂きにも触れた。

「あっ……」

　舌で耳元を嬲りながら乳首を摘まれて、甲高い声が出てしまう。すると、まだパウダールームで様子を窺っていたらしい男女が揃って「待った」をかけてきた。

「ジェラール、手を出すなとは言わないけどやっと目覚めてこれじゃあ、さすがにその子が気の毒だよ。医師と侍女を何人か待たせてあるから、のぼせないうちに上がって」

「五分以内です。それ以上は待てません！」

　低く唸るような女性の声は、やむなく譲歩したと言わんばかりだ。

　ソフィアはおろおろとジェラールと湯気の向こうの硝子扉を見比べ、今上がりますと言いかけて、またもや唇をふさがれた。

　すぐに息苦しくなって広い胸を叩くと、彼は名残惜しそうにしながらも離れていく。気づけば外にはもう人の気配がなくなっていて、またふたりきりになっていた。

「すっかり邪魔が入ってしまった」

「……っ、どうして……」

「直接触れたほうが生きていることを実感できるじゃないか」

「でも……」

　肌にまとわりつくネグリジェと下着の心もとない感触に気まずさを感じながら、なるべく見られないように諦めも悪く小さく縮こまる。

　その間も剥き出しの肩に花びらごとすくったお湯をかけ、せっせと世話をやかれていると、ジェラールの飼い猫にでもなった気分だ。

　やはり彼に手伝い以外の目的はないのかもしれない。

　そう思い直そうとして、うなじを舐め上げる感触に驚き悲鳴を上げてしまった。

「んっ、こっ……いう、いたずらはお止めください……っ」

「君は怒った顔も可愛いな」

「殿下っ」

　後ろから顔を覗きこみ、クスクス笑われて途方に暮れる。

　ジェラールの吐息が耳や頬に触れるだけで下腹部が疼き、内側から湿っていく気がして落ち着かない。

　デビュタントを経験して普通に嫁ぐことの叶わなかったソフィアは、なぜそこが潤むのか、ろくに知識もなければ経験もないため自分自身の変化に戸惑うばかりだ。

　ジェラールが不埒なことをするせいだとは見当がついても、人の身体をこうも簡単に翻弄できる人間がいるなんて信じられなかった。

　みんなこんなふうにおかしくなるのか、他の誰かに同じことをされても感じるのか、ふと考えて頭を振る。

　知らない男に触られるのも、好き勝手に扱われるのもご免だ。

（待って。じゃあ、この方は……？　わたしは流されるままに何をしたの？）

　答えが見当たらず不安になる。とてもジェラールの顔を見ることができなくて、ソフィアは崩れるように逞しい胸へもたれかかると、疑問でいっぱいの頭を擦りつけた。

　不敬だというのに、彼は怒るどころか優しく撫でるばかりで埒が明かない。

「……も、……だめ……」

　熱っぽい息を吐いたソフィアが、もうのぼせてしまうと限界を告げたのはそれからすぐのことだった。





◆　◆　◆






　結局ベッドに出戻る羽目になったソフィアが動けるようになったのは、翌日の昼を過ぎてからだ。

　三日も寝ていたのだから、そう簡単に体力が回復するはずもない。ここで新たに起きた衝撃的な出来事の数々も拍車をかけた。

　必死に状況を把握しようにも目が回り、診察した女医から安静を言い渡されたのだ。午後になってようやく、短い時間だけという条件付きで起き上がることを許された。

（──しっかりしないと）

　いくらか落ち着きを取り戻したソフィアは、心の中で自分自身に言い聞かせてそっと息を吐く。

　何の因果かジェラールに拾われた『憂いの森』は、ベルフォール王国の王都リベルの南東部、約二百キロのところにある二五〇平方キロメートルにも及ぶ広大な森だ。

　背の高い針葉樹と広葉樹の木々が果てなく続き、貴重な動植物の宝庫としても知られている。ソフィアが現在身を寄せている城というのは、この森の入り口付近にひっそりと佇む、小さな村の外れに建っていた。

　もとは王族が狩猟をする際に滞在する館を改修したらしく、生活に不自由しない程度の設備しか整っていないという。それでもソフィアが移された部屋は、若い女性が好みそうな優しい印象の内装で統一され、とても居心地が良いものだった。

　白をベースに淡いオレンジの縁取りがされた壁や可愛らしい小窓、温もりのある木目の家具に、明るい色の布とロマンチックなレースで覆われたベッドなど、どこを見ても心が浮き立つ。

　クローゼットの中に用意されていたグレイッシュピンクのドレスも、花びらのように可憐なフレアスリーブが肩から二の腕にかけてふんわりと膨らみ、サテンとチュールを重ねたデザインが美しい。胸の下からゆるやかに流れ落ちるスカートのラインはソフィアの華奢な腰つきを強調し、裾からほのかに覗くティアードフリルが華やかさを添えていた。

　ほんの少しサイズが合わないのは、別の誰かのために用意されたドレスだからだろうか。本来の持ち主には申し訳なく思うものの、病み上がりで窮屈なコルセットをつける必要がないのは助かった。

　あてがわれた侍女に任せて髪を結い、薄く化粧を施して身支度を調えると、案内に従って広い城内を歩いていく。ジェラールが使っている部屋や応接室の前を通り過ぎ、ウッドフロアに毛足の長い濃紺の絨毯を敷いたプライベート・サロンへ通された。

　ベージュと芥子色の内装が上品で、落ち着いた雰囲気をかもし出している。

「どうぞ、奥へ。殿下のお隣にお席をご用意してあります」

　内側から扉を開けてくれた執事ローレンスに促され、猫脚のアンティークテーブルを囲んで談笑している三人に近づく。

　レースのクロスを敷いた卓上には、華麗なダリアを飾る陶器の花瓶を中心にして、ビスケットやスコーン、季節のリンゴを使った焼き菓子、アーモンドのプチケーキが並ぶ。

　銀のポットから立ち上がる湯気は、豊潤かつ繊細な紅茶の匂いがした。

　そんな夢のような空間で存在感を放っているジェラールは、黒いジャケットにシャツを合わせ、銀縁の青い宝石ピンでネッカチーフを留めている。ズボンは淡い色に抑え、傷ひとつない革靴を履いた長い足は、あくまでも優雅に組まれていて見惚れてしまう。

　もうひとりの青年もほとんどジェラールと同じ装いだ。

　ただ、隙なく落ち着いた雰囲気の彼に比べると、少し癖のある金髪と青い色の瞳のせいか柔和な印象を受ける。優しげな顔立ちは、とても異性受けがよさそうだ。

「どうしたの？　こっちへいらっしゃい」

　立ちすくむソフィアを手招きするのは、若草色のカシュクールドレスを着た女性だった。

　豊かな栗毛は肩の上で切り揃えられ、清潔感がある。ジェラールや隣の青年に比べれば平凡な容姿だったが、裏表がなさそうな明るい笑顔が魅力的だ。

「ソフィー、君の席はここだ」

「ありがとうございます」

　ジェラール直々に椅子を引かれ、急いで腰を下ろす。すぐに給仕の侍女が蜂蜜を垂らした果物のジュースと、胃に優しそうなゼリーを用意してくれた。

「もう大丈夫みたいだね。ジェラールがあなたを連れ帰ったときはどうなるかと思ったけど、よかった」

「ごあいさつが遅れて申し訳ありません。ソフィーと申します。このように良くしていただいて、殿下にもおふたりにも感謝の気持ちでいっぱいです」

「気にしないで。僕はウェルシュ公爵、エリック・アラン・ウェルシュ。ジェラールの従兄弟だ。こちらは妻のシャロン。あなたは十六だそうだから、シャロンの四つ下になるね。何か困ったことがあれば彼女に相談するといい。もちろん僕も力になろう」

「シャロンです。仲良くしましょうね」

「はい。よろしくお願いいたします、シャロンさま」

「そんなに硬くならないで。殿下の大事な方なら、私たちにとってもそうだもの」

　ジェラールから説明がいっているのか、今ここで身元を問うような質問はない。

　本来なら彼らも気軽に口を利けないほど高貴な身分だというのに、緊張しているソフィアが答えやすい話題を振って少しずつ会話に混ぜてくれる。

　最近の天気だとか、村の収穫祭で目にした珍しい料理だとか、これからやってくる冬の装いだとか、当たり障りのない話ばかりだったが、そのお陰で体調を整えるというハーブティーを注がれるころには肩の力も抜けて自然に笑えるようになっていた。

「やっと笑ってくれたな」

「え？」

「ずっと不安そうだったから心配していた」

「私たちもほっとしたわ。ね、エリックさま」

「そうだね。やっぱり女の子は笑顔が一番だよ」

　思ってもいなかったことを指摘され、ソフィアは罪悪感でいっぱいになる。ジェラールも公爵夫妻も見ず知らずの人間にとても心を砕いてくれたのに、本当の名前を明かさないばかりか、いつまでも暗い顔をしているなんて失礼だ。

　上手に笑えているかわからないが反省をこめて精いっぱい微笑むと、ジェラールはわずかに目を瞠ってそれこそ蕩けるような笑みを浮かべた。

「とても可愛らしいな、ソフィー。誰かに見せるのが惜しくなる。私にだけ、そうやって笑いかけてくれないか」

「……殿下……」

　過分な褒め言葉と願いにたじろぎ、まともに返事ができない。

　けれど、からかわれていることは間違いないだろう。助けを求めるように公爵夫妻を窺うと、妻にベタ惚れのエリックが肩をすくめた。

「あなたも大変だね。ジェラールは基本的に淡白だけど一度気に入ると執着するから、かまわれることに慣れたほうがいい」

「人のことを言えた義理か」

「僕はいいんだよ。シャロンは愛する奥さんだし、誰にも文句は言わせない」

「ソフィーだって私のものだ。外野が何を言おうと耳を貸す理由はない」

「へぇ。相手が女王陛下でも？」

「頭ごなしに否定するような方じゃないだろう」

「はいはい、そうでした。遊び人の君を射止める令嬢がいたら、そりゃあもう大歓迎だろうね。いくら小言をいっても、いい年をして妃のひとりも持とうとしない王太子にみんなヤキモキしていたから」

「立場は違えど、二年前の自分の話か？」

「妻の前で不用意な発言をしないでくれる？　言っておくけど、僕の灰色の日々はシャロンと出会った瞬間から薔薇色になったんだ。毎日幸せだよ。結婚が人生の墓場だなんて大嘘だね。僕はこんなにも満ち足りている」

　優雅に白磁のカップを傾けつつ、おとなげなく言い合うふたりの姿に目を丸くすると、放っておきなさい、とシャロンが小声で耳打ちしてきた。

「あれでも大真面目なのよ。遠目に鑑賞するだけなら夢を壊されずに済むのだけれど、エリックさまが殿下とお喋りするときの内容はほとんど惚気だから困るわ」

「まあ。シャロンさまはとても深く愛されているのですね」

「ベルフォールの王族はみんな似たようなものよ。ツボに入ると溺愛コース一直線ね。第二王子のクロード殿下や姫さまたちも、それぞれお気に入りの子がいて猫可愛がりしているもの。内々のお茶会に呼ばれると自慢大会みたいで恥ずかしいわ。ソフィーさまも晴れて仲間入りね」

「まさか……」

　どうやらジェラールもエリックと似たり寄ったりのようだが、さすがにそれは彼女の勘違いだ。ソフィアは自分に女としての魅力があるとはとても思えない。むしろ、ジェラールとは出会ったばかりで、好意を持たれる理由にしても何ら思い当たる節がないのだ。

　まさか一目惚れではないだろう。やがて国王となる人が一時の気まぐれとはいえ、相手の素性や人柄を知らずに求めるのは軽率だし、密かに心配すること自体が自意識過剰に思える。恥ずかしい勘違いはしたくなかった。

「ソフィーさま、眉間にしわが寄っているわよ」

　はっとして顔を向けると、ふふっと笑われた。

「ベルフォールの女性で殿下に憧れない者はいないわ。でも高嶺の花すぎて、遠くから見つめるだけという人がほとんどなの。不安がらなくても大丈夫。よほど自分に自信にある方しか近づかないし、そもそも勇者の面々は水面下で牽制し合っていて抜け駆けするのも一苦労だから。火の粉が及ばないうちはのびのびと過ごしていればいいの」

「待ってください。何か誤解があるみたい。わたしは別に……」

「あら。戦う前から弱気になっては駄目よ。及び腰でいたらライバルが調子に乗るわ」

「ライバル？」

　きょとんとするソフィアに、シャロンは心持ち真剣な顔を向けてくる。

「あなたはそういう方々に、絶対に敵として認定されるでしょうね」

　ジェラールとエリックの会話がぱたりと止んだことにも気づかずに、ソフィアは目を丸くした。

「なぜですか？　何かした覚えもないのに……」

「殿下を狙う令嬢たちは、いずれあなたの存在を無視できなくなるからよ。恋する乙女は盲目で嫉妬深いの。想い人のそばに自分以外の女性がいるだけで許せない。私だって誰かがエリックさまに近づいて色目を使ったらものすごく嫌だわ」

　恋をしたこともないソフィアにはよくわからない感情だ。

「だから例外を相手にしたときは気をつけて欲しいの。私たちはあなたの味方よ」

　シャロンはそこで傍らのエリックと目を合わせ、力強くうなずいた。

「結婚する前に、些細なすれ違いから別れそうになった私たちの仲を取り持ってくださったのは殿下なの。さすがに昨日の朝のような暴走は止めるけど、あのときのお礼ができると思うと嬉しくて」

「どのみちジェラールは妃候補の誰とも一緒になることを望んでないからね。そんな中で珍しく興味を持った子を逃したりしたら案外引きずりそうだし、細かいことにこだわるのは後でもいいかな」

「彼女たちでは理想にかすりもしないのだから仕方ないだろう。まったく魅力がないとは言わないが、恵まれた環境しか知らないせいか民への関心が低い。欲しいものは何でも差し出され、人にかしずかれることを当然だと思っている。家柄や美貌に優れただけでは駄目だ。王妃としては足りないものが多すぎる。女王陛下もわかっているから、今すぐ誰かひとりを選べとはおっしゃらない」

　釈然としないものの、大人しく聞いていたソフィアは今度こそ首をかしげる。

　男性優位のノイシュタット王国では、妻は夫に寄り添い、優しく包みこんで癒やす存在だ。屋敷の女主人としての仕事はあるが、基本的に付き合いのサロンやパーティーを主催したり、招かれたときは夫に同伴して華を添えたりするくらいだった。

　王妃の役割にも大きな差はなく、当然ながら政治に介入する権限はない。側妃や愛妾たちの管理のほか、対外的な行事などで王の傍らで美しく装い、国の豊かさを見せつけることが重要だとされていた。

「ベルフォールの王妃は飾り物じゃない。恋愛事を愉しむだけなら愛妾でも囲えばいいが、王配としての公務はもちろん、時には会議に出て意見を求められる。いくら身分が高く、見目麗しくて社交的でも、逆に純情可憐で慎ましくても、やる気に満ちて勇猛果敢でも、国を動かすという強い意志と覚悟、決断力、場合によっては人を切り捨てる冷たさがなければ足手まといだ。いまだに狭い世界で私の気を引こうと競い合っている女たちには理解できないだろうが」

「ずいぶんと厳しい世界なのですね」

「だからこそ妥協などしたくない。もし理想の女性と出会えたら、私はその人だけを愛し抜くと決めている」

　自分が告白されたわけでもないのに思わず息をのむ。ジェラールがあまりにも真摯に語るので、彼に望まれる女性は幸せ者だなと羨ましくなった。

「自ら学び、努力して、身分の上下など関係なく人を評価できる貴族の娘がどれだけ貴重なことか。私は不毛な大地にも種をまき、水をやり、ひたむきに世話をすることができる者を探していた」

「そんな方が殿下のお相手なら、この国はもっと豊かになると思います」

「君もそう思うか」

「はい。とても素晴らしい考えです」

　ジェラールはソフィアの頬をひと撫ですると、公爵夫妻を一瞥した。

「見ての通りだ。彼女を王都へ連れて行くのはもう少し時間をおいてからのほうがいい。お前たちはしばらく城に滞在していろいろ教えてやってくれ」

「ええ、承知しました。このままでは危なっかしくてこちらの気が休まりません」

「シーズンが終わっていてよかったね。来年三月の復活祭が過ぎるまでは、舞踏会も晩餐会もさほど多くない。領地に戻っている者がほとんどだから、ある程度の接触は避けられる。これが数ヵ月前だったらと思うと空恐ろしいよ。いくら素質があっても潰される。寄ってたかって苛めて終わりだ。君のことだから、すでに根回しはしているんだろう？」

「方々へ使いをやった。もちろん女王陛下の下にも」

「あの……いったい何の話をしているのですか？」

　急に内輪の話をし始める彼らに付いて行けないのはソフィアだ。

　王都？　連れていく？　舞踏会？　……女王陛下？

　馴染みのない言葉がぐるぐると頭の中を回っている。本調子ではないから眩暈がするのかと思ったくらいだ。

　そんなソフィアに、ジェラールは美しい笑みを向けた。

「君にはここでしばらく療養してから、いずれ王都の宮殿へ移ってもらう」

「……！」

　さも当然とばかりに言われ、ソフィアは絶句する。

「最後まで責任を持つと約束したからな」

　喜ぶべき、なのだろうか。

　ソフィアがこうしてベルフォール王国の領土に流れ着いたのは偶然だったが、ジェラールという強力な存在と知り合えたことは、いつか夢を叶える糧になるかもしれない。

（殿下に付いて行けば、わたしの願いにも近づける？）

　すでに命を救われ、治療を受けさせてもらえたばかりか、温かい寝床と食事を提供されている。綺麗な服も与えられ、身の周りの世話を焼く侍女の数など故郷で暮らしていたときとは比べようもない。とても親切にしてもらっていた。

　これ以上のことを望むのは欲を張りすぎている。

（でも……こんなチャンスはもうない……）

　ソフィアは膝の上の両手を強く握りしめると、勇気を振り絞って言った。

「わたしは殿下のおそばに上がれるような身分の者ではないと思うのです」

　ジェラールはそれでも求めてくれるだろうか。

「なぜそう思う。君は記憶がないと言ったが、川から引き上げたときの身なりや立ち居振る舞いから庶民ではあり得ない。侍女に世話を焼かれることにも抵抗がなく、マナーも完璧だ。だいたいこの私がいいと言うのだから何の不都合もないだろう」

「……一切の身元が不明でも？」

「仮に君が王家に敵対する者だとして、その細腕で何ができる。君を娶るはずだった男には悪いが、ドレス姿の花嫁が逃げ出したくなるようなやつだ。ろくなものじゃない。私の庇護下にいたほうが幸せになれる。違うか？」

「それは……」

「ソフィー、君は私の花嫁として愛されていればいい」

　紫色の瞳がまっすぐに見つめてくる。

　まるで本当に愛を乞われているかのようで、心を強く持たないと勘違いしそうだ。彼は責任感から申し出てくれているだけなのに恥ずかしい。

　第一、ジェラールは先ほど言ったではないか。恋愛事を愉しむだけなら愛妾でも囲えばいい、と。

　ソフィアは彼の気まぐれから、一時の戯れに付き合うよう求められただけだ。

「殿下は……その、わたしのことをご自分の花嫁だとおっしゃいます。侍女としてではなく、そういう意味で欲しがってくださっているの？」

　思いきって一番気になっていることを尋ねた。

「ああ。ずっと隣にいて欲しい」

　迷う素振りもなく望まれ、少し肩の力が抜ける。

「女王陛下はお許しくださるでしょうか？」

「あの方は君のような子が好きだ。断言できる」

「心配しなくていいよ」

　ふたりのやり取りを見守っていたエリックが、ジェラールの言葉に苦笑いしながらもうなずいて見せた。

　それなら王都へ着いて早々に追い出される心配はなさそうだ。

　もし近い将来ジェラールが正妃を娶っても、ソフィアはひっそりと暮らしていける。

　ノイシュタット王国において王族の愛妾は決して侮られる立場ではなかったが、ベルフォール王国でも同じらしい。両親が知れば悲しむだろうが、行方知れずの娘がまさか隣国の王子に囲われているとは思わないはずだ。

（返事を、しなければ……）

　いつか捨てられるのにすべてを捧げるのは怖かったが、今のソフィアには自分以外に差し出せるものがなかった。

「わかりました。わたしを殿下のおそばに置いてください」

　決意を胸にしてはっきりと告げる。この場にはエリックとシャロンもいたが、ソフィアはぎゅっと縋りつくようにジェラールの腕を握って懇願した。

「ただわたしは物知らずなので、この国……ベルフォールや他の国々のことをもっと深く知りたいです。いろいろ学ぶうちに何か思い出すかもしれません。どうか教師をつけてくださいませんか。可能なら図書室への出入りも許可していただきたいです」

　図々しくもお願いすると、ジェラールは口もとを緩ませる。

　黙々と分厚い本を読んだり、孤児院の子供たちと遊んだり、塔の上から飽きもせずに景色を眺めていたりと、淑女らしさに欠けるソフィアを馬鹿にする者たちとは違う笑い方だったが、なぜそんな顔をするのかわからなかった。

「やはりだめでしょうか？　女のくせに生意気だと思われますか？」

「いや、面白いと感じただけだ。初めてのおねだりがドレスでも宝石でも口づけでもないというのは、何というか……こう、新鮮だな」

　どうやら一般的な反応とは違うことが物珍しいようだ。裏を返せば少し変わっているということなので複雑だが、根っこの部分ではソフィアだって普通の女の子だ。今の自分には必要ないと思うだけで、美しいドレスや宝石は好きだった。

　ジェラールと過ごす間に贅沢に慣れてしまったら、いつか調子に乗って似合いもしない装飾品を欲しいと言い出すかもしれない。

「命を救っていただいたばかりか、知識を与えていただけるだけで十分です。これ以上欲深くなったら罰があたりそうです」

　少し不安になって「あまり甘やかさないで欲しい」と呟くと、今度はエリックやシャロンまでもが顔をほころばせた。

「おふたりまでなぜ笑うんですか？」

「ソフィーさまに悪女の素質がないからよ。この程度で甘いだなんて」

「あなたは本当に神がジェラールに与えた花嫁なのかもしれないね。これはいよいよ良い拾いものをしたんじゃないかな？」

「だからそう言っている」

　満足げなジェラールにごく自然に抱き寄せられ、ソフィアは危うく漏れかけた声をのみこむ。こういう不意打ちは心臓に悪かったが自分はもう彼のものだ。人前だろうと、目くじらを立てて拒むという選択肢はない。

「殿下……」

「可愛いな、ソフィー。私の花嫁。大事にするよ」

　ジェラールは恥ずかしそうに俯くソフィアの頭を撫でると、解けない魔法をかけるようにとびっきり甘い声で囁いた。






第二章　憂いの森とベルフォール王宮









　昨夜から降り始めた雪は、足首くらいの高さまで積もってようやく止んだ。

　時が過ぎるのは早いもので、ジェラールに保護されてから二ヶ月が経ち、すでに十二月に入っていた。

「そろそろお時間です」

「すぐに戻るわ。コートを出しておいてね。殿下をお待たせするわけにはいかないもの」

　小さな図書室のパチパチと燃える暖炉のそばで本を読んでいたソフィアは、自分付きの侍女に促されて着替えをしに寝室へ向かう。

　今日は十日ぶりに顔を合わせたジェラールと出かける日だ。

　彼は王太子としての務めを果たすために王都に戻り、ソフィアを宮殿へ迎え入れる準備をしながら、従兄弟夫妻に預けた彼女のもとをたまに訪ねる生活を送っていた。

　いつも城に滞在するのは二、三日。まれに夜中に到着して、翌日の昼には出発することもあった。

　そんな多忙な中でも彼はソフィアへの気遣いを忘れない。少し年齢差があり、出会ったとき死にかけていたせいか、全快した今も頼りなく見えるのだろう。

　もともとソフィアは意外と元気で思いきりがよく、こっそりとひとりで抜け出しては町の孤児院や城館近くの森や泉へ出かけていたので、風にも当たらないような深窓の令嬢ではない。なのに、大事にされてくすぐったい気分だ。

　ふたりでいるとき、ジェラールはソフィアのことを一番に考えてくれる。物心がついてから誰かの一番になるのは初めてで最初は戸惑ったが、本当は嬉しくて仕方がなかった。

　今ではジェラールとともに過ごせる時間が純粋に待ち遠しい。いくらかの打算を含んで始まった関係にも関わらず、できるだけ彼の希望や期待に応えたいと思っていた。

　このところ言われるのは、クリスマスまでに王都へ移ろうということだ。彼は、より良い環境で一緒に新年を迎えたいらしい。

　今回の滞在もたった二日と短いが、再会して早々に「今度こそ君を連れて帰る」と告げられたとき、ソフィアは不覚にも胸をときめかせてしまった。

　ここでの最低限の教育期間が終わり、宮殿のほうも準備が整ったということなのだろう。

　いずれ顔を合わせる、ジェラールの妃候補の令嬢たちにばれたらと思うと身がすくむが当然嫌だとは言えない、言うつもりもない。優先すべきはジェラールの気持ちであり、気後れして彼をがっかりさせてはいけないと思った。

（だって……）

　ジェラールはとても紳士的で、いつだって優しい。強引に閨へ誘うこともなく、口づけすらごく淡いものしかしてこない。ソフィアが上手く応えられなくても、とても満足そうな顔をしてくれるから、求められることを恥ずかしいとは思っても嫌だと感じたことはなかった。

　間近に迫った王都での生活も、そんな彼と一緒ならどうにかなるに違いない。

「ソフィー、準備はできたか？」

「あと少しです」

　早めに着替えてジェラールを下で待つつもりだったソフィアは、扉の外から声をかけられて慌ててしまう。「ゆっくりでいい、私が待ち切れなかったんだ」と言われたら、なおさらのんびりできるはずがない。ソフィアもふたりでの外出を楽しみにしていた。

　急いでワンピースドレスの上に焦げ茶色のコートを羽織り、首もとにはリボン付きのファーティペットを巻く。それから靴をショート丈の編み上げブーツに履き替えて、最後にハーブの香りを沁みこませた革の手袋をすると、部屋を飛び出して黒いビロードのコートをまとったジェラールに駆け寄った。

「お待たせして申し訳ありません」

「かまわない。急かして悪かった。寒くないか？」

「はい！」

　すでに彼に対する警戒心は微塵もない。誰に対するよりも親しげに「ソフィー」と呼ばれるとくすぐったくて、温かくて、無性に嬉しい。

　まだはっきりと形にならない気持ちは、故郷の家族や領民たちへ向けるものとは違っていたが、その感情がとても尊いものであることには気づいていた。

「今日はどこへ連れて行ってくださるのですか？　そろそろ教えてください」

「森の奥だ。明日王都に向けて立ったら、早くても次の春まではここへ戻る予定はないからな。その前にラン・ルーエのほとりを含めて見ておきたい」

「え……」

　ジェラールに腰を抱かれ、何気なく尋ねたソフィアは行き先を聞いて立ち止まる。

　このラヴァルダン城は静謐な空気が支配する森の入り口にたたずみ、周辺もきちんと整備されていてとても美しいのだが、少し木々の向こうに分け入ると話は違う。

　森の呼び名に「憂い」と付くだけあって、一歩奥へ進むほどに緑が深くなり、昼間でも鬱蒼としていて静けさが耳に痛いくらいだ。人の手が届かないところには狼やイノシシといった凶暴な獣も隠れ潜んでいた。

　しかも、ちょうど今の時期はブナや杉などの木々が柔らかな霧氷に包まれ、行く手を阻む。真冬でも大きく気温の下がらない王都周辺と違って、寂しい光景が広がっていた。

「森の奥へ行くなんて危ない真似は……」

「もちろん、君を連れているのだから無茶はしない」

　いろいろ心配になって止めようとしたが、ジェラールは大丈夫だと自信を覗かせ、専属執事に一言、二言指示を与えてさっさと外へ出てしまう。

　ロータリーには御者の乗った二頭立ての馬車が用意されており、ソフィアは彼だけを行かせるわけにもいかず戸惑いながらも後に続いて乗りこんだ。

　中の椅子に並んで座るとすぐ、寒さにも強い黒毛の馬が風を切るような低い声でいななき、村へ向かう道とは真逆に進路を取る。

　城の周囲は兵士によって除雪されていたが、さすがに馬もゆったりとしたペースで走り始め、徐々に鼻息が荒くなって全身から湯気が立ち昇った。

　馬車の前後を囲むのは、階級章入りの冬服と厚手のコート、黒革の長いブーツで身を包んだ数名の近衛騎士だ。いつものように主人の自由を妨げないよう、一定の距離を置いて付いてくる。ただし城内で見かけるときとは異なり、いつ飢えた獣に襲われてもいいように身構えている姿が印象的だった。

　気を紛らわすために外の様子を窺うと、真昼だというのに先導する灯りに照らされてもまだ薄暗い。重たい雲と高い木立が太陽の光を遮り、森の中は前夜からの雪の影響もあっていっそう寒々しい色に染まっていた。

　ソフィアはジェラールに命を助けられてから、城の近くの遊歩道を散策することはあってもこんなに奥へ踏み入ったことはなく、なるべくあの日のことは考えないようにしてきた。

　でも、馬車が暗い道をごとごとと進んでいくと気が滅入って嫌でも思い出してしまう。

　あれは、わずか二ヶ月前の出来事なのだ。

（考えたらだめなのに……）

　──早朝の澄んだ空気とひんやりした風、冷たい水に微かな光。そして天使のように美しい妹が、必死にあがく自分を嘲笑う声。

（……っ、違う……あんなの嘘……！）

　とても信じられない。いや、信じたくない記憶の数々。

　幼いころから可愛がってきたロザリアが、耳を疑うような暴言を吐くなんて。

　きっと幻聴だったのだ。

「ソフィー」

　怖くなってうつむくと、いつの間にか膝の上で握りしめていた手を取られた。

「大丈夫だ、私が付いている」

「殿下……」

「さあ、もうすぐ目的地に着く。君を拾ったのはこの先の茂みをこえた辺りだ。あの日は気温が低くて薄霧が出ていた。おそらく今日も対岸のノイシュタット王国の影はうっすらとしか見えないが、それもこの森を離れれば見納めになる」

「……っ」

　森のどこかにいる獣より、よほど恐ろしいもの──。

　ぶるりと震えたのは、激しい川の流れや凶暴な生き物より故郷で自分を追い詰めた者たちの顔が脳裏をよぎったからだ。

（ロゼ……）

　あの場にいた面々を思うと、やはり純真無垢なロザリアは誰かにそそのかされたのかもしれない。しかし、ソフィアの受けたショックは相当なもので、心が凍りそうな恐怖と悲しみを簡単には忘れられなかった。

　土の上を裸足で走ったときの痛みや冷たい水に落ちたときの苦しさ、何もできずに死ぬかもしれないという恐怖。

「とめ……て、おねがい、やっぱりいや！」

「ソフィー？」

「今はいや。嫌です！」

　ソフィアは激しくかぶりを振った。

　だが、ジェラールは御者に与えた命令を撤回しない。ふたりを乗せた馬車は、秋口とは違う色で彩られた森の中をゆっくりと目的地へ向かって進んでいく。

「お願いです、馬車をとめてくださいっ」

「それでいいのか。今この地を見ておかなければ後悔する」

「後悔なんて……！」

「君は河川の治水と土地の開拓に興味があるんだろう？　教師たちから、何よりも熱心に学んでいたと聞いている。城の周りを散歩するときも地質や動植物についての質問が多かった、と。ならばここがどんな土地なのか、チャンスがあれば自分の目で見ておくべきだ。冬の様子を観察できる機会は少ない」

「でもっ」

「まずはよく知らなければ。ベルフォール国内で頻繁に水害が出るのは憂いの森を含むエリアだけだ。ラン・ルーエ対岸の辺境伯領ほどではないが、こちらも場所によっては似たような支流と崖が存在する。川の中の条件も変わらない。私も、もし許されるのならノイシュタット王国まで視察に行きたいくらいだ」

　滔々と諭すように言われて口ごもる。

　一瞬、大河へ沈む『水神の花嫁』となったリモージュ家の娘だと正体がばれたのかと思ったが、一国の王子が隣国の辺境貴族の娘のことを気にするわけがない。

　第一ソフィアの死はすでに公表されているはずだ。ここにいる自分は身寄りのないただの少女だった。

　落ち着くように背中を撫でられ、ソフィアはほっと息を吐く。

「……殿下は、わたしのような小娘に何ができると馬鹿にしないのですね。無力な女子供に治水や開拓など……壮大すぎる夢物語でしかないのに」

「おかしなことを。どこにも君を貶める要素がないじゃないか。実際強い興味があって、将来は何かしら関わりたいんだろう？　そのためにこつこつ学んでもいる。たった二ヶ月の間に自分がどれだけの本を読み、教師たちを質問責めにしたのか思い出せ」

「ですが……」

　ジェラールは自信のなさそうな声を遮った。

「ラン・ルーエのお陰でロディニア大陸の国々はどこも豊かだ。一方で、恩恵を受ける以上に水害に苦しむ民もいる。全体で見たときの数は少なくても、為政者側の人間として私はいつまでも見て見ぬふりはできない。立場は違えど、君もどうにかしたいと思うから、憂いの森や大河について詳しく知りたかったんじゃないのか」

　ソフィアはハッとして顔を上げる。

「ソフィー、確かに今の君にできることは限られている。だが、絶対的な格差に気づいていながら目を背ける連中や何も知らず学ぼうとしない者よりはるかに好ましい。少しでも自分にできることがないか必死に探している。最初から諦めている人間が多いなかで嬉しいことだ」

「殿下……」

「それに君に付けた教師たちが揃いも揃ってソフィーは基礎ができているから吸収が早い、教え甲斐があると喜んでいた。下手な領主よりよほど現実的で賢い、と。一朝一夕で身に付くような知識じゃない。きっとこれまでの……出会う前からの努力の成果だ」

「ありがとうございます。そんなふうに言っていただけるなんて、思ってもみませんでした」

　自分のしていることを誰かに認めてもらえたのは初めてだった。ジェラールは、ソフィアが真剣だとわかってくれたらしい。

　ノイシュタット王国では女性の政治参加が許されていないため、いくら勉強して話をしようとしても相手にされなかったのだ。むしろ将来役に立たない知識を得ることを小賢しい娘だと煙たがられていた。

　いつか事業を立ち上げて指揮を執りたいなどと大それたことは言わないが、ささやかでも領地を良くする仕事に携わりたい。ソフィアの望みはそれだけだったのに、父を含めて誰も耳を貸してはくれなかった。

　ジェラールはソフィアのような小さな存在ができることは何もないと、頭から決めつけて否定しない。とても嬉しくて、彼の手を握り返していた。

　ジェラールは本来なら王都にいるべき王子だ。その彼がなぜ、手つかずゆえに国防の不安もない辺境の地にいるのか。なぜ王都から遠い、厳しい自然の貧しい土地を王太子領として拝領しているのか。

　きっと自らの足で歩いて調べ、不安定な現状を変えたいと願っているからに違いない。ソフィアは初めて志を同じくする人に出会い、頬が紅潮するのがわかった。

「ソフィー、君は私のもとへ現れるべくして現れた。運命としか言いようがない」

「運命……ですか？」

「ああ」

　ジェラールが言うのなら、そうなのかもしれない。ソフィア自身、ふたりの出会いが運命的なものだったならいいな、と思う。

　身分違いなので口にすることは憚られたが。

　ジェラールはソフィアの黒髪をそっと撫でつけると、額やこめかみや鼻筋、そして唇にもキスをした。

「君は神からの贈り物だ。好きなだけやりたいことをやってみればいい。私はいつでも味方でいよう」

「どうして……、どうしてそんなふうに言ってくださるの……？」

「惚れた弱みだ。いきいきとして輝いている君を見ていたい」

　大事なことをあっさり告げられ、ソフィアは驚きに目を見開く。

　こうしてたびたびふたりで過ごすくらいだ。きっかけはともかく、さすがに彼に気に入られている自覚はあるが、臆面もなく言われるとリップサービスとはいえ照れてしまう。

　ふわふわとした気持ちはソフィアの胸を温かくした。

　凍えそうに冷たい水の記憶が少しずつ引いていく。たとえ期限つきの関係でも、自分が認められて求められることが嬉しい。

　かたん。

　感極まって言葉を返せずに見つめていると小さな振動とともに馬車が停まり、ソフィアは我に返った。

「殿下、これ以上は進めません」

「かまわない。ここでしばらく待っていろ。あまり遠くへは行かない」

　ジェラールは御者に命じて外へ出ると、さっさとソフィアの手を引いて抱き上げてしまう。そのまま慣れた様子で雪道を進んでいくのを、馬で付いてきた者たちはおとなしく見守っていた。

「……水の音がしますね」

「怖いか？」

　ソフィアは大きな目を瞬かせ、胸もとを押さえる。

「少しだけ。でも殿下がいてくださいます。それに……わたし、殿下の見ているものが、同じ景色が見てみたいんです」

　ふたりの前にあるのは、真っ白な雪の積もった木々と冷たい色合いの大河だ。

　ジェラールは白い息を吐くソフィアを抱いたまま大きなモミの木を回りこみ、いくらか風の強い川縁で立ち止まった。

　うっすらと広がる霧の向こうがちょうどグランエッタ辺境伯領──ソフィアの故郷になっている。

　初めて見る、異国からの風景。

　向こう岸からは何度も眺めたことがあったが、こちらからはこんなふうに見えるのか。

　ベルフォールほどではないにしろ、目を凝らすと崖の少し手前までは豊かな森が広がっている。一部の地層が剥き出しなのは、長い時間をかけて崖が侵食されていったからだろう。複数の横縞が独特の景観を生み出していた。

　面白く思いながら下のほうへ目をやると、二つの国を隔てる大河は見た目通りに激しく流れ、時折岩に砕けて白い波頭をつくる。勾配がきつく、地形に沿って水の流心ができている場所や小さな巻き返しになっている所もあり、冷たい飛沫が風に乗って運ばれてくるとさすがにたじろいだ。

「大丈夫だ、私がいる。何も心配しなくていい」

　そっと地面に下ろされ、後ろから抱きすくめられる。ジェラールの体温を強く感じて安心感がわいてきた。

　ソフィアはおずおずと顔を上げて、寒々しい色の大河を見つめる。

「まだ近づくのは怖いけれど、思っていたよりずっと綺麗……。驚きました」

「そうか。ベルフォール側もノイシュタット側も豊かな自然に恵まれているから、水害さえなければ風光明媚な地方都市として知られ、もっと人が行き来していたかもしれない。大概はこの美しさを知らないまま避けているが……もったいないな」

「せめてもっと頻繁に大きな船の往来があれば、この辺りのことが人の口に上る機会も増えるのに」

　残念ながら、中、下流域と違って上流域を船が通ることはあまりない。さまざまな悪条件を考慮すると、遠回りになっても陸路のほうがまだ安全で効率的だからだ。

　ソフィアが難しい顔をするのに気づき、ジェラールは薄霧の向こうを指さして言った。

「ラン・ルーエが海に繋がるまであと千キロ以上ある。この近辺ならテティエの貿易港が最も有名で規模も大きいが、もっと近くに港ができれば上流域にある土地も利便性が増すと思わないか？」

「港？　森に……？」

「長期に亘る本格的な治水と開拓が大前提だが、完成したときの利益は莫大だ」

　突然の話に驚いて、まじまじと目の前の大河を見つめる。

　現実になったらすごいことだ。ソフィアはそこまで規模の大きなことは考えたこともなかった。

　何年も、何十年もお金と労力をかけて整備して───きっと一代、二代がかりの大事業になる。確かに、もしこの辺りに新たな貿易港ができたら本格的な治水対策と流通網の発達により国の末端まで豊かになるだろう。

「本当に？」

「見ての通り土地だけは余っている。これだけ広ければ動植物の生態系を壊すこともない。近隣に領地を持つ貴族たちも協力は惜しまないと言っていて、何より私は女王陛下から一任されている」

「……わたしを助けてくださったのは、そういった調査の途中でですか？」

「何の目的もなくこんな辺境の森に入るほど酔狂じゃない。君は運が良かった」

　ジェラールの言う通りだ。いくつかの偶然が重ならなければ、ソフィアはみじめに命を落としていた。もし岸辺に這い上がれても、ひとりでは満足に動けず寒さに凍えるか、獣に襲われるか、飢死するかだ。

　ジェラールとの出会いがソフィアを生かした。

　こうして素晴らしい話を聞き、いつか役立てられたらいいのにと将来への希望を抱けるのも彼のお陰だ。

（神さま……、この方との出会いに感謝します）

　大河に恐れをなしていたはずなのに、自然と足が前に出た。

　今はまだ手つかずの土地をどう治めて発展させていくのか、少し想像しただけでわくわくする。もちろん困難も多いだろうが、それ以上にやりがいを感じた。

　やはり水のコントロールは土地の安定に欠かせない。

　たとえば森を整えて一時的に降水をプールし、台風などの豪雨時に増水を抑えたり、遊水地やダムを築いて洪水や土砂の流出を防いだりと、すぐに思いつくだけでもたくさんある。さらに、各種工事や環境の維持管理、補修のほか、いずれは拡張工事も必要になるはずだ。

　諸々の作業のために多数の人を雇うと、小さな町や村では生活を担いきれないのでそちらのサポートも考慮しなければ。

　また、港とあわせて街道を整備するなら、これまで交流のなかった都市ともつながりができて人の往来と物の流通が盛んになる。治安を守るための兵士を常駐させる手はずも整えなければいけない。本当にやるべきことは山済みだ。

　それでも人々が水の氾濫に苦しむ災害が減り、田畑からの収穫が安定するばかりか、観光産業での収益も見込めるようになる。なんて夢のある未来だろう。

　さすがに一国の王子であるジェラールの真似はできなくても、やり方を参考にすることはできる。可能な限り長く、尊敬できる彼のそばにいていろいろ学びたいと思った。

「わたし……、わたしも殿下のようになりたいです。一生懸命頑張れば、いつか人の役に立つことができるでしょうか？」

「君は粘り強く勤勉だ。ほかの誰よりも見所がある。これからさまざまな立場の人間と関わる中で、必要なことを少しずつ学んでいけばいい」

「はい！」

　どうしよう、嬉しくて叫び出しそうだ。

　心の底からこみ上げる歓喜で、寒さなど微塵も感じない。

　ソフィアは、今まで誰かに特別に期待されたことがなかった。

　胸がいっぱいになってしまい、落ち着くために息を吐く。キンと冷えた空気が心地よくて空を見上げると、はらはらと真っ白な雪が降ってきた。

　ノイシュタット王国では──グランエッタ辺境伯領では、どうだろうか。

　毎年この時期になると近くの森に住む木こりがツリー用の木を持ってきてくれて、城館のほうは家族が、孤児院のほうはソフィアが主導で飾ったものだ。

　素晴らしく夢のある話をしてくれたジェラールに、身の上話をできないことを申し訳なく思いながら、ソフィアはじっと対岸を見つめる。

　川の水は底の見えない暗い色をしていたが、もう恐ろしいとは思わなかった。

「そういえば、君の着ていた白いドレスはもう使い物にならないから処分した。そこの木の下を掘り返せば出てくるが、どうする？」

「……春になったらここへ、またわたしも連れて来てください。そのときにでも」

「わかった」

　ソフィアの答えに満足したのか、ジェラールはゆるやかに笑って唇にキスを一つ落とした。





◆　◆　◆






　憂いの森から王都へ向かう間に外の景色は様変わりする。

　大都市に近づくほど雪の量が減り、少しずつ寒さがやわらぐと、道端では野生のローズマリーやレモンバームが姿を覗かせ、早咲きのミモザが黄色い花を咲かせていた。

　やがて北から流れこむ大河の支流・トリール川をこえると、まだ郊外だというのにどこまでも続きそうな城壁が見えてくる。その姿に圧倒されているうちに、ソフィアたちを乗せた馬車は検問を抜けて街へ入り、立派な凱旋門を通って目的地へと進んでいった。

「わぁ……！　これが王都……なんて大きいの……！」

　広く美しい石畳の道の横には赤い実をつけた街路樹が植えられ、柔らかな色合いの落ち葉が暖かそうに積もっている。傍らの家々も白亜の壁やタイルで彩られており、オレンジ色の瓦屋根と黒塗りの梁がアクセントになっていてとても可愛らしかった。

　ジェラールの説明では、もう一つの支流・カリエール川のほうには上位貴族や大商人といった富裕層の屋敷が軒を連ねているというから、この辺りのエリアは庶民の居住や普段使いの店がメインなのだろう。なるほど、どこを通っても活気があって賑やかな雰囲気だ。機会があれば実際に歩いてみたくなる。きっと美味しい食べ物や珍しい雑貨などに出会えるはずだ。

「あっ、今のは何かしら？　初めて見たわ」

　大陸のほぼ中央に位置し、平地の多いベルフォール王国は、山や湖に恵まれたノイシュタット王国よりも開放的な土地柄で外国人と思われる商人や旅行者の姿も多い。どこか垢抜けた様子の建造物もそうだが、見たこともない品々や道行く人の異国風の装いなど、ソフィアにとっては何もかもが目新しいものだった。

　ただ、馬車の小窓から興味津々のまなざしを向けているうちに、うやうやしく頭を下げる人々の存在に気づく。通常近衛兵が守るのは王族に限られ、馬車には王太子の紋章が象られていることを思い出して慌ててしまった。

（やだ、わたしったら。ここには観光できたわけじゃないのに）

　急いでレースのカーテンを引く。しかし、しばらくして再び好奇心に負けてわずかな隙間からこっそり外を窺うと、同席するジェラールが笑い声を立てた。

　まるで幼い子供のようにそわそわするソフィアがおかしかったらしい。

「その様子では大都市へ出るのは初めてのようだな」

「あっ……。ひとりではしゃいでしまって申し訳ありません。何もかもが新鮮で……。わたしはたぶん田舎暮らしをしていたのだと思います」

「気に入ってくれたのならいいんだ。賑やかな王都ものどかな地方もそれぞれいいところがあるから、君にはこの街での暮らしも楽しんでほしいと思っている」

「心配しないでください。もう目につくものすべて好きになりそうなくらいです！」

「そうか。なら良かった」

　自分が田舎者だと認めるのは恥ずかしいが、大通りに沿った店先で王都名物の揚げ菓子を売る様子やたくさんのワイン瓶を見かけると心が浮き立った。

　他にもシナモンやクローブといった香辛料にお茶の葉、サラセンのコーヒー粉、黄金に輝くはちみつ、お洒落なチョコレートパイに色鮮やかな果物、不思議な風合いの織布、木製のオルゴールなど、食材から雑貨までさまざまなものに目を奪われる。

　ソフィアは自国の王都を知らないので比べようもないが、リベルは冬という時期にも関わらず活気に満ちあふれていて素晴らしかった。

　もちろん印象的なものはそれだけではない。

　大小の川に架かった橋や河川敷の公園は機能的で美しく、そこを憩いの場にしている人々の顔はどれも明るく表情豊かだ。また、さらに王宮側に近づくと貴族街へ入り瀟洒な外観の屋敷が増えてくるが、本当に息をのむほど煌びやかな街並みが広がっていた。

　すっかり仲良くなったエリックとシャロンも一等地に居を構えているというから、ジェラールを筆頭にすごい人たちと知り合ってしまったものだとしみじみ思う。

　ソフィアは二つの川に挟まれた小高い丘の上に、国の象徴たる白大理石の壮麗な王宮や大聖堂が建っているのを見ながら、故郷で暮らしていたころには考えもしなかった環境にいることを強く実感した。

　何しろこれから住むことになるのは、この国で最も壮麗なあの王宮の一角なのだ。憂いの森での生活をはるかに超える衝撃が待っているのは確実で、たとえジェラールのフォローがあっても戸惑うことは多いだろう。それでもできるだけ早く慣れて、彼の迷惑にならないようにしなければいけなかった。

（図々しくもここまで付いて来てしまったんだもの。もう後戻りはできない）

　決意を新たにしていると、四頭立ての馬車はようやく城に着いたようだ。

　厳重に護られた門をくぐり、恭しく敬礼する兵士に見送られて、ずっと先まで続く木立の間を通り過ぎていく。途中で蔦の這った華麗なアーチを抜けると、オレンジの生け垣や冬薔薇で水路や噴水を囲んだ庭園に出た。

　辺り一帯には妖精や天使をモチーフにした石像が点在している。ソフィアが瞬きもせず眺めている間にも馬車は東側へ進路を変え、なだらかな坂を五分ほど上ったところで、ようやく王太子専用の宮殿が見えてきた。

　大陸一と謳われるベルフォール王宮は、冬空の下でも噂に違わぬ美しさだ。けれどジェラールにとっては庭を含めていまいちの眺めらしい。

「冬は生彩に欠けるな。春になったら天気のいい日にゆっくり散策しよう」

「……楽しみにしています」

　驚きを隠して素直にうなずいたのは、敷地が広すぎてぜんぶ見るのには数日かかると聞いて言葉が見つからなかったからだ。

　何となくわかっていたつもりでいたが、やはり王族というのは雲の上の存在だと思う。まして今のソフィアは何の後ろ盾もない儚い存在だ。たとえ元の身分があっても一国の王子たるジェラールには釣り合わない。

（今さら動揺しても仕方がないのに、見通しが甘かったかも……）

　ノイシュタット王国において辺境伯の地位は国外での侯爵に相当するため、勢力のある同格貴族の娘ならば王の伴侶としても不足はなく、実際に王妃となった前例もあるが、なにぶんグランエッタはのどかな土地だ。王宮にはもっとジェラールに相応しい令嬢たちが出入りしているのに、言われるままそばにいても本当に不都合はないのだろうか。

（どうしよう……）

　考えこむうちにも馬車は立派な宮殿の前にたどり着き、その足を止めた。

　少しして御者が扉を開けると、先に降りたジェラールが手を差し出してくる。ソフィアはこの期に及んで尻ごみしたことを悟られないよう、そっと手を重ねて後に続いた。

「お帰りなさいませ、ジェラール殿下。ようこそおいでくださいました、ソフィーさま。憂いの森ほどではないにしろ王都は寒うございますが、お変わりないでしょうか？」

　出迎えの使用人の中から進み出たのは、一足先に帰京していた執事のローレンスだ。彼が張りのある声であいさつすると、ずらりと並んだ者たちが一斉に頭を下げた。

「森を抜けてからはさほど雪も積もってなくて助かった。こちらも変わりないか」

「はい。ソフィーさまをお迎えすべく万事整えてございます」

「彼女は私の花嫁だ。失礼がないよう、心から仕えるように」

「かしこまりました」

　役者がいいと戯れ言も真実のように聞こえる。

　ジェラールの口から再び「花嫁」という単語が飛び出すのを聞いてソフィアは不覚にも胸をときめかせてしまい、身の程知らずの自分を恥じた。

　ジェラールが大事にしてくれるのは、たまたま拾ったみすぼらしい少女を見捨てられない優しさと同情心、責任感からだ。現実的に考えて、ソフィアは自分が彼の花嫁になどなれないと知っている。

　あるいは傾国の美女や賢者であれば認められたかもしれないが───。

　自分程度の替えはいくらでもいるのだから、飽きられたらおしまいだ。

　それにソフィアには夢がある。どうしても故郷の人々の暮らしを豊かにしたい。

　そのためにしっかりと学んで、いつか帰る。ジェラールのそばにいられるのは長い人生の中のほんの一瞬に過ぎない。

　だから、せめて別れの日がくるまで精いっぱいお仕えしよう。

「さあ、ソフィー」

「あ……」

　いろいろ思いめぐらせていると、やんわりと腰を押されて精緻な造りの宮殿内へ足を踏み入れていた。

「すごい……とっても綺麗……！」

　あまりの光景にソフィアの口からは思わずため息がこぼれる。

「今日からここが君の家だ。好みに合うようならよかった」

「家だなんて。いくら記憶がなくてもさすがに無理です。スケールの大きさが違うもの。まるで美術館にいるみたい。ちゃんと馴染めるか自信がなくなってきました」

「困ったな。早く慣れるようにさっそく中を案内しよう。おいで」

　笑みを浮かべたジェラールに促されるまま、ソフィアは広いエントランスホールを緊張の面持ちで歩き出した。

　どの壁や柱を見ても美しい大理石に複雑な装飾が施され、高い天井から降りそそぐ光で輝いている。純白のマントルピースを背にして大階段を上っていくと、楕円形にふくらんだ踊り場から二階にかけていくつかの風景画が飾られており、本当に美術館のギャラリーのようだ。

　ふと目をやれば神々をモチーフにした胸像も置かれ、ケープをまとった天使がその周りを囲んでいる。リモージュ家も貴族の館としては十分な体裁を保っていたが、当然ながらこの宮殿とは比較にならない。

　気後れする気持ちに何とか蓋をして付いていくと、半歩前を行くジェラールがさも何でもないことのように爆弾発言を落とした。

「君の部屋は二階の南側に用意させた。代々の王太子妃が使っていた場所だが、色柄やデザインなど気に入らない物もあるだろう。言ってくれればすぐに取り替えさせる」

「は……？　え、待ってください。王太子妃って……そんなっ、恐れ多すぎて使えません……！」

「では、私の部屋で一緒に寝るか？」

「よけいに眠れなくなってしまいます！」

「私はいつでも大歓迎だというのに、つれないな」

　階下には使用人が控えているのに唇からキスを盗まれ、ソフィアはたまらず目を白黒させる。憂いの森を出てから、ジェラールの態度が大胆になってきていて心臓に悪い。

　ついぷうっと膨れると、彼はますます頬をゆるめて髪を撫でてきた。

「あまり可愛らしい顔をするんじゃない。またキスしたくなる」

「もうっ、殿下は脹れっ面の女性がお好みなのですか？」

「君の表情ならどんなものでもすべて見たいだけだ。怒った顔もすねた顔も可愛らしくて、いつも媚びた笑みを張りつかせた女や気位が高くツンと取り澄ました女よりずっといい。親しい関係でもなければ、頬を膨らませるなんて真似はしないだろう？　私に気を許している証拠を見せられて喜ぶなと言われても」

「……っ」

　いたずらな指先が、羞恥心で赤くなった頬を優しくつつく。

　ソフィアは意識していなかったが、自分はジェラールの前でそんなにもくるくると表情を変えていたらしい。身分が違うのに甘えすぎていたことを密かに反省すると、彼はまったく気にしたふうもなく言った。

「ソフィー、君はとても魅力的だ。これから徐々に知り合いが増えていけば、自然と君に心惹かれる男も出てくるだろう。だが君にとっての特別は私だけでいい。むやみやたらと素をさらけ出して愛嬌を振りまく必要はないからな」

「殿下は……、時々不思議なことをおっしゃいますよね。大丈夫です、誰もわたしのことなんて気にしません」

　思ってもみなかった話だ。困惑しつつ、ソフィアはすぐさま否定する。

　なぜなら、ソフィアの近くにはいつもロザリアという最高に美しい妹がいた。

　彼女の圧倒的な存在感はどの国の姫君や大貴族の令嬢にだって負けていない。現にグランエッタでは、わざわざ地味で小賢しいソフィアに特別な好意を向ける者などいなかった。環境が変わったからといって、突然人を惹きつけるようになるわけがない。

「君は自分で考えているよりずっと可愛らしいのに、なかなか信じてくれないから困る」

「そんな……。殿下は一度、ご自分のことを鏡でじっくりご覧になってみてください。月の光のような髪もアメジストみたいな紫色の瞳もとても綺麗で、きっと誰だって虜にしてしまいます。わたしもよそ見する余裕なんてありません」

「本当に？」

「毎日いっぱい、いっぱいです。ほら、そんなふうに笑うんですもの！　もしわたしが殿下のように美しかったら、頬笑みひとつでみんなを魅了して新事業に投資させています」

「贅沢じゃなく投資というのが君らしいな」

　ジェラールは笑みを深め、ソフィアの膝の裏に腕を回して抱き上げる。

　ここは彼の宮殿だから当然かもしれないが、使用人が見ているのにお構いなしだ。

「どこへ……」

「私の部屋だ。案内の続きは明日に回す。今は早くふたりきりになりたい」

　あっさり予定を変更して、颯爽とした足取りでひと際立派な部屋へと連れこまれた。

　ロイヤルブルーと白が基調の壁にはマーブル模様の暖炉がはめ込まれ、上品さの中にも華やかな雰囲気が漂っている。ふと見上げた天井には水晶製のシャンデリアが輝き、艶々とした木材のチェストや椅子に柔らかな光を落としていた。

　ジェラールは刺繍入りの薄絹で覆われたベッドに近づくと、ソフィアを勢いよく押し倒す。

「きゃっ」

　ふわりとめくれたスカートから脚が覗いてしまい、慌てて押さえた。

　それなのに彼は、相変わらず嬉々とした様子でソフィアの両腕を掴み上げてくる。容易く自由を奪われ、小さく喉が震えた。

　次の瞬間、美しい銀髪が鼻先を掠める。何もできないまま、薄く開いた唇を柔らかくふさがれていた。

「んっ……！」

　──熱い。

　色素が薄いせいで氷のように冷たく見えるジェラールだったが、ソフィアはいつも彼の体温を感じている。重なった唇から、じぃんと甘い熱が広がった。

　あいさつのキスとは違う、ふわふわして特別な人とすべき口づけだ。

　もっと強く抱きしめて欲しいような、むず痒くて落ち着かないような、よくわからない感情がこみ上げてきた。

「……っ、は……」

　最初は啄ばむだけだったのにより深い接触を望まれて、ぬるりと舌が潜りこんでくる。音を立てて吸い上げられ、肌があわ立つ。キスが深まるごとに頭の芯がぐらつき、ソフィアは彼がこうだと躾けるままにコクリと喉を鳴らした。

「ん、んぅ……っ」

　口づけに夢中になっていると、ソフィアをベッドに縫いとめた手はいつの間にか離れて髪や身体を撫で始める。思わず小さく身をすくめれば、ジェラールは中途半端にめくれたドレスの裾をたくし上げてきた。

　彼はソフィアよりもずっと美しく豊満な身体をもつ女性も知っているはずなのに、とても愉しそうな表情をしている。

　内心では趣味を疑いつつ、じっとしていられずに身をよじった。

「そんなふうにしたら見えてしまいますっ」

「見たいんだ」

「でも明るいから」

「夜なら許してくれるのか？」

「許すだなんて……」

　ストレートな物言いにたじろぎ、言葉が尻すぼみになる。

　本当に困ってうろたえる姿がジェラールの欲をそそるのだと、当然ソフィアは気づいていなかった。

「あの、わたし……殿下のことが嫌で言っているわけじゃ……」

「わかっている。慣れなくて恥ずかしいだけだな？」

「はい……。だから、んんっ、スカートの中から手を……あっ！」

　そろりそろりと脚から腰へ、さらには腹のほうまで回った手が、ソフィアの答えを聞くや否やリボンを解こうとする。逆の手では隙を突いて服の上から胸を揉まれ、できるだけ大人しくしているのも限界だった。

「もっ……これ以上は……っ」

「あと少しだけ」

「や、んっ……だめ……っ」

　肌の感触を確かめるように触れられて、ついにイヤイヤともがいてしまう。

　するとすぐに強い力がゆるんだ。

　もともとジェラールに無理強いするつもりはなく、本当に少し触れたかっただけらしい。彼はもっといくらでも我がままを言って傲慢にも振る舞えるのに、こうしていつもソフィアの気持ちを優先してくれる。さり気ない優しさを感じるたび、胸の奥がきゅんと疼いた。

「申し訳ありません……。今日は宮殿に着いたばかりだから……。でも、確かにわたしはあなたのものです。さ、触る機会はいくらでもあります。もう少し……待って」

「君が私に恋をしてくれるのなら」

「恋？」

　ジェラールの答えは切実で、真摯で、心からの言葉に聞こえてしまい動揺する。

　よく考えて返事をしなければと思っているうちに身体が離れて、や……と名残惜しそうな声が出てしまった。

　自分でも訳がわからずにいるソフィアを起こし、ジェラールはつむじや額に軽い口づけを落としながら乱れたドレスを整え、ほつれた髪の毛を指で梳いていく。

　猫が毛づくろいされているみたいだ。うっとりと見上げると、彼はいつもの涼しい顔に戻っていた。

「いいか、ソフィー。君の純潔も純真もすべて私のものだ。決して他の者に許してはいけない。隙を見せるのも駄目だ。誓えるか？」

「……約束します」

「早く私の独占欲が当然だと思えるようになるといい」

　ジェラールは言い聞かせるように囁くが、なかなか難しい問題だ。

　ソフィアの身体を欲しがる者も、心を欲しがる者も故郷にはいなかった。方々から愛を乞われ、惜しみなく与えるのは、いつだって妹の役目だったので自信が持てない。

　ただ、彼女を羨ましいと感じながらも不思議に思っていたことがある。

　ロザリアはたくさんの人に愛されながら一番を作らなかった。誰でも平等に扱うのだ。いつか特別に好きな人と出会ったら、あの子はどうするのだろう。

　ジェラールの広い胸に頬を寄せながら、ソフィアは不安げに瞳を揺らせた。





◆　◆　◆






　ベルフォールでの毎日は楽しいことばかりだ。

　ジェラールの生まれ育ったこの国のことをもっと知りたいという気持ちが、ソフィアの中で日に日に大きくなっていく。

　毎日の勉強も苦にならない。むしろ専門性の高いことを気が済むまで学ぶことができるので熱中し過ぎてしまい、教師たちのほうからしばしば休憩を促されるほどだった。

　幸いにもノイシュタット王国とベルフォール王国は大河を挟んで隣り合っているため、建国以前から人と物の行き来があり、言語も文化も宗教も似通っている。百数十年前には船舶の通行税が原因で小規模な争いが起こっていたが、近年は適度な距離を保ちながら友好的に国交を保っている状態だ。

　そういった背景もあり、もともと大河沿いの国々に関心のあったソフィアが知識を吸収するスピードは速く、真綿が水を吸いこむようだと評されるほどだった。

　また、王宮入りする前にジェラールがさまざまな分野の教師を呼び寄せてくれたことも大きい。一般教養とマナーについては早々にクリアしてしまったので、二ヶ月ほどベルフォールの歴史と政治経済、貴族社会の縮図について集中的に学ぶことができた。

　この国はレオノール女王陛下の治世で改革が進み、大きく躍進しているため、ノイシュタット王国のように女性の活躍の場が限られていない。誰もソフィアの学習意欲に眉をひそめることなく、女だからといって馬鹿にもしなかった。

　そんな充実した日々の中、特にソフィアがお世話になっているのがラヴァルダン城でも教師役を務めてくれた老紳士、エルシャール卿だ。

　彼は先代国王の右腕として辣腕を揮った人物で、今は引退して王族や貴族の子弟の教師をしている。ジェラールやエリックの師でもあり、国で一、二を争う識者らしい。

　大国の元宰相というから厳しい人だと思っていたのに、その人柄は温和で朗らか。肝心の勉強もユーモアを交えて教えてくれるので、ソフィアはあっという間に懐いてしまった。

　今日の講義も彼が薦める文献を丁寧に読みこみ、小ネタを含んだ解説を聞いたり質問したりしながら楽しく過ごす。

　王都の成り立ちについて記述された部分は、特に興味深くて話が尽きない。

「……では、この辺りにもともと川や泉はなかったのですね」

「ええ、トリール川やカリエール川も灌漑事業によって整備されたものです。城下町や王宮の庭園内にある泉などもほとんどは同じように後から造られたと言われています」

　窓の向こうに広がる庭には、大小の水路に噴水、美しい泉や池がある。さらに遊歩道の奥には果樹園も存在し、夏には瑞々しい果物がなるそうだ。いったいどうやって豊富な水を引いたのか驚いていると、エルシャール卿は誇らしげに胸を張った。

「自然に立ち向かいコントロールすることで、貴族も民衆も国王陛下の力を恐れ、敬います。我が国はラン・ルーエの恩恵を受けていますが、水は生活に欠かせないものであり、枯渇したら大問題ですから。さまざまな手段で豊富な水の氾濫を治め、豊かさの象徴として過不足なくリベルを潤すことが代々の国王陛下の責でもありました」

　エルシャール卿によると、今でこそ王都は随所に川が流れてあちこちに立派な橋がかかっているが、建国当初は使い勝手がよく優美な景観とは無縁だったらしい。近隣に水を引ける高地がなかったため、何代にも渡って積極的に灌漑用水の充実と治水対策を進めてきたという。

　特に丘の上に佇む王宮に至っては、早い段階から十キロほど離れたトリール川の岸辺に巨大な揚水装置を設置して水を送らせていたようだ。現在でも広大な敷地の果てには大昔の水道橋跡や貯水槽の痕跡が残っていて、いくつかの用水路は現役で使われているらしかった。

（すごい。そのうち殿下にお願いして見て回りたい）

　ベルフォールの優秀な技術者ならば、きっと大河の上流域でも良い仕事をするに違いない。洪水の被害が減るだけで、そこに住まう人々の暮らしは楽になるだろう。

「こうして古い資料や事例を振り返っていくと、憂いの森の治水や開拓にも応用できる知識や技術が見つかりそうですね」

　希望を抱いて呟くと、エルシャール卿は静かに顎を引いた。

「王都リベルはラン・ルーエの中流域に位置します。もっと上流へ行けば地形も変わり、各々の支流の性質も違うため、同じやり方で水の流れをコントロールすることは難しいでしょう。しかし我々には、長い歴史のなかで培ってきた技術があります。殿下のご指示のもとで、下調べをしてどの方法で挑むのが最も有効なのか、しっかり話し合う時期にきています」

「殿下は最終的に森の一角に港を造るとおっしゃっていました。その目標に向かって少しずつ前進しているのがわかるので、何度かお話を伺っただけのわたしまでうきうきしてしまいます」

「年甲斐もなく私も同じ気持ちですよ。今後さらに計画が進んでノイシュタット王国との間にも橋が架かるようなことがあれば、各地からの商人や観光客も多く行き交うようになるでしょう。先々のことを考えると、さらに楽しみが増えますね」

「はい！」

　エルシャール卿との会話でパッと思い浮かんだのは、グランエッタの断崖だ。

　高いところでは二十メートルになる場所もあり、下から遊覧船で眺めることができたら圧巻だろう。憂いの森の開拓にあわせ、数キロに渡る遊歩道を整備して川底に潜んだ危険な岩を排除できれば、新たな観光の目玉としてほかにない資源になりそうだ。

　目を輝かせるソフィアに気づいたのか、エルシャール卿は積み上げられた本の中から一冊を取り出し、広げて見せた。

「これはトリール川についてまとめた資料です。一番の難所は東区の外れと郊外の村にまたがる橋の辺りで、川幅は二百メートルほど。他の場所より傾斜がきつく、橋を木製のものから石橋に変えるまでの間、おおよそ三百年は豪雨のたびに決壊して流されていました」

「三百年も……！　大変な苦労だったのでは？　都市と地方をつなぐ道を断たれると、どうしても人の往来と物流が滞って日常生活に皺寄せが行きますから……」

「おっしゃる通りです。だからこそ、ジェラール殿下が王太子となられて最初にされたのが、新しい橋の造営に責任者として関わることでした。今ではすっかり補強され、何の問題ありません。いずれ上流域に橋をかける際には参考になる部分も多いでしょう」

　試行錯誤を重ねた結果、辺りの川が増水しても耐えられるように分水路や排水路を建設して水の逃げ道を作ったらしい。そして橋脚の上流側と下流側を鋭角にすることで、負荷の軽減を図ったのだという。

　土地の整備とともに立派な橋が完成したのは、わずか十年前の出来事だ。

　ジェラールは今のソフィアと同じ年のころにはすでに行動して成果を上げていたのだと思うと、改めて尊敬の念を抱く。

　エルシャール卿は感心しきりのソフィアの様子に目を細めて、懐かしそうな面持ちで本のページをなぞった。

「ただ、王都の橋であればこそ、その重要性から多数の協力者が存在しました。同じように憂いの森を開拓しようと言われたら、賛同する者がとても少ないのが現実です。中央から離れれば離れるほど、豊富な資金力をもつ有力貴族には関係ありませんから」

「でも……」

「ええ、ジェラール殿下はどうにか民の暮らしを変えたいと考えておいでです。正式に立太子された折、王都に近い風光明媚な保養地ではなく、あえてあのような土地を女王陛下から賜ったとき、この方は本気で取り組もうとしているのだと驚愕したものです」

　エルシャール卿の話から、ジェラールがだいぶ昔から不遇の地の今後について考えてきたことがわかる。彼が頻繁に貴族主催のパーティーに出ていたというのも、王子という身分はさることながら、各方面での協力を取りつけようとしていたからかもしれない。

　そんな思慮深い人が、なぜ自分などを気にかけてくれるのか。ますますわけがわからなくなり、ソフィアは頼りなげに古ぼけた本へ視線を落とした。

「憂いの森の辺りでは……、豊穣と治水を神さまに祈ったりはしないのでしょうか？」

　口をついたのは素朴な疑問だ。

　ノイシュタット王国とベルフォール王国は、言語も文化も宗教も似ている。しかし、決して同じではない。

　ソフィアは、もしジェラールが『水神の花嫁』のような犠牲を知っていたらどんな反応をしたのか、無性に気になってしまった。

　エルシャール卿は温和な顔をほんの少し厳しくすると、残念そうに首を振る。

「毎年秋に収穫祭を行います。遠い昔は神の恩寵を期待して人柱にされた女性もいたそうですが、あり得ませんね。豊かな実りに感謝し、人や物に犠牲が出ないよう祈るのに、生贄を捧げるなど本末転倒です。殿下も同じことをおっしゃるでしょう」

「……っ」

　ソフィアはペンを置いた。

　自分がその生贄に自ら立候補した無謀で浅慮な女だと知ったら、ジェラールは軽蔑するだろうか。

（あの方に嫌われたくない）

　ジェラールの美しい瞳がかげり、失望したようなまなざしを向けられたら、今度こそ息ができずに死んでしまうかもしれない。

　少なくとも彼が十年以上の時を費やして計画してきたことを、ソフィアはほとんど知識がないままやろうとしていた。それを恥じて、うつむく。

「わたしは知らないことばかりです。自分が情けない……」

「無知は恥ではありません。己の至らなさを自覚しながら何もせずにいることこそが恥ずべきことです。私はあなたがどこのどなたでどういう方なのか、よく知りません。ですが私が忠誠を捧げる殿下が、あなたを『私の花嫁』と紹介なさった。ですから、あなたを助けることに迷いはないのですよ」

「え？」

　ソフィアは、思いがけない言葉に驚いて顔を上げる。

　何か誤解があるようだが、エルシャール卿の言葉は優しいものだった。

「我々は短い付き合いですが、ソフィー嬢はいつも大変熱心に学んでおられる。その姿勢は一朝一夕で身につくものではないでしょう。第一、あの殿下の話についていける方などそうそういません。おふたりでよく大河の治水や森の開拓について語らっている姿をお見かけしますが、とても楽しそうで微笑ましい」

「では……、もっといろいろ教えてくださいますか？　わたし、知りたいことがたくさんあって、いつか人のためになることがしたいんです」

「光栄なことです。どうぞご下問ください。微才をふるってお答えいたします」

　エルシャール卿は急にかしこまって、左胸に手を置いて頭を下げるとベルフォール流の最上級の敬意を示す。ソフィアはギョッとして立ち上がった。

「おやめください！　わたしは教えを乞う立場です。急にどうして……」

　なぜ身分もあり、教師役でもある彼がへりくだった態度をとるのか不思議に思う。

　しかし答えをもらう前に、後ろの扉がかたんと開いた。

「エルシャール卿、そろそろ時間だ。ソフィーを返してもらうぞ」

「これは殿下、ちょうど区切りのいいところでした。この方は実に筋がいい。宮殿に押しこめておくのがもったいないほどですよ。しばらく地方の領主館などを回って見聞を広げれば、やがてよい為政者になるでしょう」

「無茶を言うな。何はともあれ休憩しよう。私も疲れた。ソフィーに癒やされたい」

「あっ、もうこんな時間……」

　時計を見ると十五時を過ぎている。アフタヌーンティーを一緒に飲むため、ジェラールは執務室を抜け出してきたらしい。

「おいで。別室でローレンスがお茶の用意をしている。エリックたちにも使いを出したから、そろそろ到着するだろう」

「本当ですか。嬉しいです」

「お礼のキスをしてくれるか？」

「殿下が望まれるなら」

　この程度は一般的なベルフォール流のコミュニケーションだ──と教わったソフィアは、疑うことなくジェラールに歩み寄り、少し背伸びをして頬に口づける。もちろんごく淡いものだが、彼は満足したのか柔らかく微笑むので胸の奥が温かくなった。

「ごほん」

　わざとらしい咳払いが聞こえてくるまで、第三者の存在を忘れていた。

　エルシャール卿はハッとしたソフィアにお茶目なウィンクを寄越すと、たっぷりとした口ひげを撫でてニヤリと笑った。

「仲がよろしいのはけっこうですが、老体に見せつけるのはいただけませんな」

「彼女に懇願などさせるからだ」

　ソフィアの腰に腕を回したジェラールは、ほんのわずかに棘を含んだ声で返す。

「おや、やきもちですか」

「悪いか。ソフィー、君もそういう可愛らしいおねだりは私にだけでいい。よそ見をしたら、お仕置きだ」

「き、気をつけます」

　誤解なのに、ジェラールの迫力に押されてうなずく。エルシャール卿はおかしそうに肩を震わせていたが、ソフィアは複雑な気分だ。

　たびたび示される独占欲の理由がいまいちよくわからない。

　ソフィアはとっくに命の恩人である彼のものなのだから、無理に甘い言葉をかける必要はないのだ。ジェラールには心から感謝しているし、深い尊敬の念も抱いている。慕うなと言うほうが無理な話だ。もう少し勇気があれば、とっくに身体のほうも捧げていた。

「ソフィー」

　ふと、顔をあげると唇からキスを盗まれる。

「んっ、ひ……人前で唇にするのはっ……」

「わかっているが、君は相変わらず隙だらけだ。手を出しておいてなんだが心配になる」

「この距離でいたずらされたら誰だってかわせません！」

「まったく自分がどんな顔をしていたのか自覚がないのも困りものだな。この場で襲わないだけ、私は紳士的だと褒められてもいいくらいだ」

　とんでもない発言が飛び出し、ソフィアは口をぱくぱくさせた。

　彼の対応が紳士的かどうかは別として、自分はよほど情けない顔をしていたらしい。

「ああ、耳の裏まで真っ赤にして。君は本当に可愛いな、ソフィー」

「殿下がっ……急に変なことをおっしゃるから……！」

「まあまあ、もうその辺で。戯れるのは大いにけっこうですが、同席しているこちらがむず痒くて堪りません。続きはふたりきりのときにお願いしたいものです」

「……っ」

　ますます赤くなるソフィアと、あくまでも涼しい顔のジェラールを見比べたエルシャール卿の笑い声が高らかに響いた。





◆　◆　◆






「はははっ、見たかい、ジェラールのあの顔！　呼びにきた政務官が悪いわけじゃないのに、ずいぶんと恨みがましい目で睨みつけて。あなたにはでれでれだから落差が激しくて面白いったらないよ」

「エリックさま……」

「もうっ、さっきから笑いすぎですよ。ソフィーさまが困っているわ。まだ若い方だったから貧乏くじを引いたのでしょうね。くすっ……ンン、ごめんなさい、つい。今日は運が悪かったと思ってもらうしかないわ」

「シャロンさままで」

　数日ぶりに会う友人夫妻は、ジェラールが配下の者に急かされて渋々と執務室へ戻って行くのを見送って楽しげに笑っている。ソフィアが眉尻を下げると、エリックは手元のティーカップを傾けながらことさら面白そうに言った。

「だって、ほら。彼はあの通りの容姿だからやっぱり底なしにもてるわけだ。そんな色男が、あなたのように可憐な少女を口説こうと四苦八苦しているからおかしくて。ほんと、見ていて飽きないよ。シャロンと出会って以来、ジェラールには彼女との日々を砂を吐きそうだと散々からかわれてきたけど、これはちょっとちょっかいをかけたくなる気持ちがわかるなあ」

「私は心配もしているのよ。ソフィーさまは大概のことを受け入れてしまうから殿下はやりたい放題だもの。なかなか落ちないからって言動がエスカレートしていかないか、その点はハラハラしながら見守っているわ」

「こらこら、僕だって笑いのネタにしているだけじゃない。ソフィー、ジェラールのアプローチは迷惑かな？　嫌なら嫌ともっとはっきり言ってもいいんだよ」

「ええと……たまに戸惑うこともありますが、大丈夫……嫌ではありません」

　どうやらふたりともただ面白がっているわけではないと知り、ソフィアは慌てて否定する。すると特にジェラールと近しい間柄のエリックは安心したようだ。

「あなたの立場ではどうしても逆らいにくいし、ストレスを溜めこんでいるわけじゃないならよかった。彼に対して好意はあるように見えるけど、二ヶ月前と比べてもあまり進展していないから外野のほうが焦れてしまったよ」

　気遣いが感じられる言葉にソフィアは頬を緩ませる。

「殿下はとても優しい方です。勢いでだめと言ってしまうことはあっても、本心から拒絶することはありません」

「じゃあ、どんなところが好き？」

　今度はシャロンに問われ、ソフィアは深く考えるまでもなく例を挙げた。

「とても多忙なはずなのに、毎日時間を作って一緒に過ごしてくださるところとか。宮殿内のギャラリーを手をつないで見て回ったり、誰もいないホールでワルツを踊ったり、おやつのケーキを半分こしたり……本当に楽しいんです。それに先生方やご友人にもわたしを紹介してくださるから、少しずつ知人が増えて狭い世界が広がっていくのですが、あの方といると何だか幸せなことばかりなんです」

「わかるわ。ささやかだけど、そういう日常の小さな幸せが嬉しいのよね」

　にこにこと同意するシャロンの横で、彼女を溺愛するエリックの機嫌が良くなったのを感じる。彼はシャロンの頭をひと撫ですると、再び綺麗な笑みを浮かべた。

「正直、ジェラールが突然あなたを拾ってきて庇護下に置くと言い出したときは何の冗談かと耳を疑ったけど、上手くいく自信があったんだろうね。身分的なものはともかく、資質だけ見ればあなたは彼のそばにいても不足はないと思う。何よりお互いを大切にできるのは良いことだよ」

「そんな、とんでもありません。わたしには足りないものばかりです。いつも本当に気遣っていただいて、どんなに感謝しているか。お礼がわりに何かお返しでもできればいいのに、わたしはこの身のほかに何も持っていないから難しくて」

「それこそ丸っとくれてやったら泣いて喜ぶと思うけど」

「あ……あの……」

「エリックさまったら。男性側の意見を鵜呑みにしては駄目よ、ソフィーさま」

　煽るばかりの夫を押しのけ、シャロンはお説教まじりに言った。

「あなたはもう十分殿下の癒やしになっているわ。心の準備がないまま押し切られて応えてしまったら、後になって流されたことを後悔する可能性だってあるんだから慎重にね。女性にとって一生を左右する、とても大事なことだからこそ、自分の気持ちとしっかり向き合ってからじゃないと」

　美しい焼き色のスコーンにたっぷりとアプリコットジャムを載せながら、シャロンには無理に背伸びをしなくてもいいの、と念を押される。反応に困ってしまったが、同席するエリックは静かに紅茶を口にして女同士のやり取りを見ていた。

「だいたい殿下ががっつき過ぎるのがいけないのよ！」

「シャロンさまっ」

「だって年上の余裕って大事でしょう？」

「で、でも、殿下はいつも落ち着いて……」

「さっきもあなたを熱心に口説いていたわ。一国の王子が、次期国王が、無駄に色っぽい笑みを浮かべて手ずからシフォンケーキを食べさせるなんて、そうそうあって堪るものですか！　私たちがいなければ、口移しで与えていたんじゃないかと思ったほどよ」

　ソフィアは目で彼女の夫に助けを求めたが、エリックは傍観の姿勢を崩さない。

　この場にいないジェラールのためにも、必死にフォローの言葉を探した。

「あの方は最初にわたしが死にかけている姿を見たから、何となく頼りなく感じて世話を焼いてしまうんじゃないでしょうか。もっとこちらから積極的に関わっていけたら、きっと見方も変わってくるはずです。シャロンさまの心配はありがたいことですが、わたしはもう少し勇気が持てたら……その、最後まで流されてもかまわないと思っているんです」

　本心を口にすると恥ずかしくなり、ソフィアは先ほど空になったデザート皿を一瞥する。ジェラールとの毎日を振り返って、赤くなった頬をそっと押さえた。

「殿下はわたしの夢物語のような話も辛抱強く聞いて、もっと素晴らしいお話をしてくださいます。各地の隠れた偉人伝や視察へ行ったときの体験談に貴族の人物評なんてものもあって、どれも興味深くてあっという間に時間が過ぎてしまうんです。あとはふたりでソファに座って静かに本を読むのも好きで……。とても穏やかな気分になります。だから、今は……多くの女性が殿下に憧れる気持ちがよくわかります。本当にすごくすごく素敵な方ですもの」

「……殿下が聞いたら泣いて喜ぶんじゃないかしら」

「ねえ、それはただの憧れ？　それとも恋心？」

　一気に語ると、苦笑いするシャロンに代わりエリックが尋ねてくる。核心をつく言葉にどう答えたものか、ソフィアは戸惑いつつもはぐらかした。

「まだこの気持ちに名前はつけずにいたいんです。いらないと言われたら悲しいから」

　ジェラールに対する想いは一言では言い表せないくらいだ。その中で最も強い感情は、きっとギリギリまで口にできない。言葉にするのが怖かった。

　なぜならソフィアの好きなものを横から奪っていくのは、いつだって妹のロザリアだったからだ。それに薄々気づいていながら、嫌われたくなくて何も言えずに見て見ぬふりをすることしかできなかった。

「欲が出てくるのは悪いことじゃないのよ」

「あなたにご執心のジェラールがいらないなんて言うわけがないと思うけどな」

「今のわたしには殿下の優しさがすべてなので。こんなふうに与えられることが当たり前じゃないんです。何でもかんでも望んだら罰が当たります」

　そう言うと過去に辛い目に遭ったとでも思われたのか、エリックもシャロンも揃って痛ましげな顔をする。否定はできないが、ソフィアはどうしても妹の所業を受け入れられずに頭の隅へと追いやった。

　気を取り直して温かい紅茶を飲みながら、ほっと肩の力を抜く。

　向かいの席では、シャロンが雪のように白い砂糖をはらはらとティーカップに落としてため息を吐いた。

「ねえ、ソフィーさま。せっかく良い話を聞いたのに水を差すようで悪いのだけれど、この機会にもう一度伝えておきたいことがあるの。あなたはそろそろ外野に注意したほうがいいわ。やっぱり殿下との距離が近づけば近づくほど人目につくし、隙あらば蹴落としにかかってくる方もいるはずだから」

「あー……、うん、いくら内側を固めてもこればっかりはしょうがないよね」

　妻の言葉に同意して、エリックも真剣な表情でソフィアに向き直った。

「ソフィー、シャロンが言ったようにあなたのことが徐々に外に漏れ始めている。この分だと、おそらくジェラールは新年の舞踏会に噂の女性をパートナーとして伴うよう、女王陛下からも促されるだろう。そうすれば否が応でも表舞台に立つことになる」

「……！」

　思いがけない言葉に目を瞠る。

「殿下のそばにいたいのなら、遅かれ早かれ顔見せは必要になってくるわ」

「永遠に隠しておけるわけじゃないし、そもそもジェラールにはその気がないからね。あなたとの関係が良好ならタイミング的にはぴったりなんじゃないかな」

「でも、わたしはまだ何も聞いていません」

　ソフィアはたちまち紅茶の味がわからなくなった。

「女王陛下主催の舞踏会なら、大事な人をお披露目するのに相応しいと思って裏で調整しているのかもしれない。本決まりになったら詳しい話があるはずだよ」

「殿下の婚約者候補の方々も出席されるのでしょう？　新年のおめでたい席にわたしなどが紛れこんでいたら気を悪くされるのでは……」

「大丈夫。大騒ぎして醜態を晒すほど、彼女たちも愚かではないから」

「そのくらいの自制心は期待したいわよね」

　ジェラールによその女性のことは聞けない。最初は彼が機嫌を悪くするからだったが、今はソフィア自身がジェラールに美しい令嬢たちのことを思い出してほしくないからだ。

　そんなソフィアの乙女心を公爵夫妻は好ましい成長として捉えたようだった。

「ジェラールだって馬鹿じゃない、この僕にあなたの面倒を見てほしいと頼んだんだ。あなたが何も持たない女性だとしても、口うるさい貴族たちに認めさせるだけのカードがあるに違いない。それにあなたは十分ジェラールの、この国の役に立つ。彼と同じ目線でものを見られる女性は貴重だよ。自信を持っていい」

　エリックのフォローは嬉しいが、やはり気になるものは気になる。ついいつものようには堪えきれなくなって、おずおずと尋ねた。

「だけど、やっぱり優れた方ばかりなのでしょう？」

「どうかな。僕にはシャロンが一等美しく見えるけど、客観的に言えば咲き誇る薔薇のような子たちだよ。たとえば友人の妹……侯爵令嬢ベアトリスを筆頭に綺麗どころが集められている」

「気位が高くて少しでも気に入らないことがあると、すぐ熱い紅茶の入ったティーカップを侍女に投げつけるような方もいるわ」

「それぞれ大貴族の令嬢だから堂々としていて人に命令することには慣れているね」

「我がままし放題ってことよ。平民はもちろん、新興の下級貴族や没落貴族を見下す発言も多いわ。性質の悪い子が残っているの。同じ身分でも、身の程を弁えた子は殿下の御心が自分に向くことはないと察して嫁いでしまったから。ベアトリスさまたちは実家のお金で美しく着飾って、ドレスと宝石とお菓子と将来有望な殿方の噂話に余念がないわ。お勉強はできるけどそれだけの典型的な貴族の令嬢ね」

　エリックとシャロンの意見が分かれ、ソフィアは苦笑いするしかない。ジェラールを狙う女性たちの情報にやたらと詳しいシャロンのほうは、どう好意的に受け取っても褒めていなかった。

「辛辣に聞こえた？」

「ええ、かなり。シャロンさまが人を悪く言うなんて珍しいから驚きました」

「パーティーやお茶会のときに、ベアトリスさまの侍女が片隅でエプロンやスカートを濡らしている姿を何度か見ているの。決定的な場面は押さえていないけれど、同僚たちも心配そうに見つめていたから彼女の怒りを買ったことは明らかでしょう？　でも、次は我が身と思ってか誰ひとりとして近づこうとしなかったわ」

「大勢の前では、気高く美しい令嬢といった風情なんだけどね」

「彼女の態度は高慢というのよ。お兄さまは気さくな方なのに、どうしてベアトリスさまはああなのかしら。幼いころから王妃になることを夢見ているせいなの？」

　シャロンはソフィアに向き直った。

「ごめんなさい、ベアトリスさまというのは殿下とエリックさまのご友人でもある、ベルトラン・カルヴァスさまの妹よ。まだ彼にお会いしたことがないのなら、きっと殿下はあなたとベアトリスさまの接点をむやみに作りたくないからだと思うわ」

　ソフィアは少し緊張した面持ちで、シャロンの話に耳を傾ける。

　曰く、カルヴァス侯爵令嬢ベアトリスは、兄の友人でもある第一王子に長年恋をしてきた。だが、ほんの少しほかの令嬢たちより親しい立場にあるというだけで、ジェラールの関心が自分にないことなど、とうの昔にわかっているらしい。

　それでも諦められずに慕い続けているそうだ。

　そこへ現れたのがソフィアだった。

　ジェラールはたびたび憂いの森を訪れ城に親しい友人を招くのだが、秋の長期休暇の際にはウェルシュ侯爵夫妻のみが滞在を許され、他の者に声はかからなかった。

　しばらくして王太子の宮殿に業者が入り改装工事が始まると、休暇の件もあっていよいよ王太子妃選びをするのか、来年のシーズンは華やかになるだろうと期待された。

　しかし主だった令嬢たちとの距離は縮まらず、そのうちすでに宮殿に誰かを囲っているという噂が出始めたことで、人を使って調べた者もいるらしかった。

「あなたの素性は簡単には割れないだろう。普通は貴族の家から娘が消えたら徹底して隠すものだし、どこの誰それと目星をつけるのも一苦労だ。実家のほうでは水面下で血なまこになって探すだろうから、いずれ情報が出てくる可能性はあるけど……、ジェラールが何も言わないということはまだ目立った動きはないんじゃないかな」

「……はい」

「捜索されないことがいいことなのか悪いことなのかは別として、誰に迷惑をかけるようなものではないから安心していいよ」

　なるほど、エリックの言うことはもっともだ。

　おそらくベアトリスは思いつく限りの令嬢の名前を挙げただろうが、ソフィアの身元に辿り着く確率は低い。

　彼女のライバルになりそうな女性はすでに妃候補として名の挙がっている者ばかりで、それ以外となると身分が落ちる。他国の王女という線も、今わざわざ国外から妃を取る意味がないため除外されるはずだ。まして隣国の貴族の娘などとは考えもしないだろう。

「年明けまで、もうしばらくは平穏な日々が続くんですね」

「少なくともクリスマスを過ぎるまでは殿下とゆっくり過ごせるんじゃないかしら」

「その分、新年の舞踏会は荒れるかもしれない。ジェラールが何とかすると思うけれど、僕たちも出席するから遠慮なく頼って欲しい」

「当日はうんと着飾ってみんなを驚かせてやりましょう。私からもあなたの侍女に言っておくわ。気合いを入れて臨まなくちゃ！」

「……ありがとうございます」

　友人たちの気遣いを嬉しく思う一方で、ソフィアは自分がジェラールの寵愛をめぐって人と争えるような身分でないことくらい弁えている。やがて本物の花嫁となる人を刺激しないように、いつまで続くかわからない毎日を大事にしようと思うしかなかった。





◆　◆　◆






　そんな今年のクリスマスは人生で一番素晴らしいものになった。

　ジェラールは遠い森からわざわざ大きなモミの木を運ばせると、クリスマス発祥の地と言われるノイシュタット風にお菓子や金箔入りのオーナメントで飾りつけ、窓辺には聖歌隊を模した人形付きのキャンドルスタンドを飾ってくれた。

　やがて日が暮れて夜になり、料理長特製の赤キャベツの煮込みや、甘い玉ねぎとかぼちゃを詰めた鴨の丸焼きにロブスターの茶碗蒸し、ふっくらとした白パン、濃厚でビターなチョコレートプディングといった豪華な晩餐に舌つづみを打つ。

　すっかり満腹になって部屋へ戻ると、ロマンチックなツリーがはらりはらりと舞う雪を背にして幻想的に煌めいていた。

　それを見て、ふと妹や孤児院の子供たちと飾りつけたツリーを思い出して落ちこんでいると、パチパチと薪の燃える暖炉の前でジェラールに抱き寄せられる。

「ソフィー、これを」

　ふたり揃って毛足の長いラグに座ると、彼はツリーの後ろから金と銀のリボンがついたビロードの箱を取り出してソフィアに差し出してきた。

「プレゼント？」

「ああ。開けてごらん」

　とっさに受け取ったソフィアは言われるままにリボンを解いて、慎重に美しい蓋を開く。中から出てきたのは、ホワイトゴールドの優美な曲線と大粒のアメジストが目をひくネックレスだった。

「殿下、これをわたしに……？」

「気に入ったか？」

「とても素敵です。でも」

「なら問題ないだろう」

「大ありです。こんな……見るからに高価なもの……」

　上品で華やかな煌きに、自然と感嘆のため息が漏れてしまう。

　手でかざして見ると、ネックレスの裏側の台座には美しいアラベスク模様の光窓が細工され、その奥に留められたダイヤモンドと重なって透明感のある輝きを放っていた。

　明らかに価値の高い贈り物なので、素直に受け取るのを躊躇うほどだ。

「君がいらないと言うなら無駄になる。ほかの誰かに贈るつもりはないから、二度と日の目を見ることはない」

「……っ」

　気後れしていると、ジェラールは少し意地悪な言い方をしてソフィアの遠慮を封じにかかる。

　田舎貴族の娘には分不相応な代物だが、一国の王太子にとっては大したことはないのだろう。母や妹ほど装飾品に詳しくないので、何とかそう思いこむことにする。

「……ありがとうございます。大事にしますね」

「それでいい。ああ、ほら。よく似合う」

　ジェラールが手ずから首にかけてくれて、ソフィアはほんのりと頬を染めた。

　今ひとつだけ気がかりがあるとすれば、こんなに良くしてくれる彼に対して自分は朝方刺繍入りのハンカチを贈っただけということだ。いくらジェラールが気にしていなくても、さすがにプレゼントの価格差が大き過ぎる。

　もっと何か──彼の喜ぶものを返したい。

（あと、わたしが用意できるのは……）

　一生懸命お返しを考えたが、多くのものを持っているジェラールに差し出せるものなど限られている。少なからず喜んでもらえるとしたら、もうこの身体くらいだ。

　いよいよ勇気を出すときがきたのかもしれない。

　ソフィアはおずおずとジェラールの顔に手を伸ばす。美しいプラチナブロンドをそっと払って頬に触れてみたが、彼は不敬だと叱ることなく好きにさせてくれた。

　やがて遠慮がちに触れていた指先に手が重なって、至近距離で目が合う。心臓が破れそうなほど激しく高鳴った。

「わたし……お礼のキスと、少しだけその先を……」

「嬉しい」

「……っ」

　彼の温もりと熱っぽいまなざし、甘い声。それらすべてにあてられてしまい、上手く誘えないのに瞳が潤んでくる。

　ジェラールはうぶなソフィアに任せていては埒があかないと思ったのか、朱のさした頬をひと撫ですると自ら唇を重ねてきた。

　柔らかく噛んで開かされ、ぬるりと舌が潜りこむ。心地よい刺激に震えながら応えると、口の中をチュクチュク吸われて小さな水音が零れた。

「……ン、んぅ……」

　自分から言い出したことなのに、すでに主導権は奪われてしまっている。ジェラールはやんわりと背中を撫でてから、慣れた手つきでドレスのリボンを解いていく。

「や、んんっ」

　もっと暗いところで抱き合うものだと思っていたので戸惑うが、とっさに制止しようとした声は熱を帯びたキスにかき消される。淫らな空気がふたりを包みこみ、ソフィアは何も言えないままドレスを乱されてしまった。

　暖炉の火のお陰で寒くはないが、彼の愛撫で感じている証拠に鳥肌が立つ。ジェラールは密やかに笑うと、今度は薄いシュミーズドレスの編み上げ紐へ指をかけた。

「は……ふ、殿下っ」

　ようやく唇が離れ、ソフィアは息を弾ませながら唾液をぬぐう。

　口づけに翻弄されるうちにどんどん心もとない姿にされていくのだ。ある程度覚悟していたとはいえ、同時に下からショーツまで露わにされて不安な気持ちを隠せない。

　しかもジェラールの強い視線の先──薄布の下のふっくらとした下肢の割れ目などは、ほとんど無毛に近くて情けなかった。

　発育が悪いというより、体質的なものだ。子供じみた身体を見られて彼にがっかりされたくない。

「あまり見ないでください」

「なぜ。ラヴァルダン城にいたころと変わっていない。きっとここも可愛いままだ」

　褒め言葉なのかどうかもわからないことを言われ、羞恥心でいっぱいのソフィアは首を振る。彼の指が下着と肌の境目を這うと怖くなってしまった。

「やっぱり待って。わたし……っ」

「大丈夫だ、任せていろ」

　ジェラールは泣きそうなソフィアをなだめ、無理やり下着を剥ぎ取るような真似はせずに、まずは無防備な胸のふくらみへと舌を這わせる。たったそれだけで、触られてもいないピンク色の乳首が微かに震えた。

　彼はおもむろに二つの突起を指先でつまむと、芯を探すように転がし始める。

「んっ、あ、そこ……っ」

　これまで服の上から弄られていた胸を直接責められ、初めて愛撫された日のことを思い出す。あのときと同じように快感がわき起こり、乳首がむず痒さを訴え始めた。

「ゾクゾクし、してっ、こわ……い、の……」

「いいんだ、君がおかしいわけじゃない。ここは誰でも感じる。少し敏感かもしれないが私好みでいじめ甲斐がありそうだ」

「ひぅ……っ、あ、ぁ」

　ジェラールはソフィアが怖気づいても愛撫の手を止めない。

　乳首を指腹で押し潰したかと思うと軽くひねられ、たちまち甘い刺激が走る。はしたない声が出そうになるのを懸命に耐えた。

　しかし、我慢は長く続かない。ジェラールはささやかな抵抗とばかりに、今度はツンと上向く乳首をクリクリ弄って再び白い乳房に赤い痕をつけていく。

　とてもやり過ごすことができず、ソフィアは濡れた吐息を零した。

「あぁ……ん、ん……はぁ……っ」

「これで誰が見ても君が私のものだとわかる」

　花のように散った口づけの印は、ソフィアがジェラールのものという証らしい。

　でも自分付きの侍女にだって見せたくない。心のどこかで「嬉しい」と思う気持ちから目をそむけ、ソフィアは赤い痕にそっと触れて隠した。

「殿下、も……ぅ」

「まだだ、ソフィー。今夜はちゃんと君に触れさせてくれるんだろう？」

「ひゃっ」

　ジェラールは合意の上での行為だというポーズを崩さずに、けれどソフィアが拒む隙を与えずショーツを脱がせてしまう。とめどなく降ってくる優しいキスに気を取られ、最も秘すべきところを無防備にされてしまった。

　恥ずかしさから何も言えず不安そうに眉を寄せると、長い指がぴったりと閉じたままの肉溝をくつろげて何度も擦り上げてくる。中はたび重なる口づけと胸への愛撫のせいで潤みを帯び、すぐにヌチャヌチャと音を立て始めた。

「これなら入るな」

「いっ……た、あっ、あ、く……っ」

　肉ひだを掻き分けた指が、小さな穴の縁をなぞったかと思うとグッと押し入ってくる。内側から円を描くように犯されて、内襞がキュウッと窄まった。

「う、やぁ……っ！」

　指の動きは激しいものではない。それでも慣れない刺激のせいで下腹部が波打つように揺れる。苦しそうな息遣いとあられもない嬌声が混じり合い、ソフィアは耳をふさいでしまいたくなった。

　なのに、ジェラールはソフィアの欲を次々に暴こうとする。

「ひっ、う、うそっ……そんなところ、いやぁ……っ！」

　彼はいつの間にか脚の間で身をかがめると、指を咥えこませた穴の周りを舌先でくすぐって桃色の花びらを舐め上げた。

　ソフィアは大きく身じろいで逃れようとしたが、ジェラールはふっくらと膨らんだ肉芽を摘み、少しずつ硬さが増していくのを確かめながら、くにゅくにゅと何度も何度もこねて弄る。焦らすような抜き差しと肉芽への甘い刺激、時折ベロリと這っていく舌のぬめった感触で頭が変になりそうだ。

　痛みはあるのに次第に腹の中に淫らな熱がこもってくる。

　ただ激しいだけでなく、優しいだけでもない、ソフィアの隠れた欲望をじわじわと引きずり出すような愛撫は淫らだ。繰り返しクリトリスを指で弾きながら、粘つく膣内をじわじわと押し広げるようにして突き上げられた。

「あ、ぁ、ンン……！」

　自然と内腿からつま先まで力が入ってしまう。

　中を弄られると苦しいのに、外の肉粒を愛撫されるとどうしようもなく気持ちいい。

「だめ……ぁ、はっ……ふぁ……」

　トロリと滴らせた蜜と彼の唾液が潤滑油になり、狭い膣内を掻きまわす指の動きが大きくなる。ソフィアの唇からは艶めかしい吐息がこぼれ、食べごろになった乳首ももっと触って欲しいとばかりに震えた。

「も、いやっ、あ、あ、あッ」

　ソフィアは半開きの唇から涎を垂らし、それをぬぐうこともできずにイヤイヤと首を振る。その間にも蜜まみれの膣壁がジェラールの指に吸いつき、まるで奥へ奥へと誘うようにうごめいた。

「殿下ぁ……っ」

　ソフィアが自分を翻弄する男へすがるような目を向けると、ジェラールはようやく顔を上げて小さく笑う。

「誘っているのか？」

「……っ、うぅ……」

　愛撫は止まったが、彼の指はまだ中に入ったままだ。ヒクヒクと内側が疼き、弄られていたところからは甘酸っぱい香りが漂ってくる。いたたまれずに目を逸らすと、擦り合わせようとしていた膝をさらに大きく左右に割り広げられた。

「いやぁっ」

「こら、今さら拒むな。君の可愛い穴をよく見せて」

　ジェラールはあからさまな言葉で言って、ヒクヒク震えている肉襞を覗きこみ、自分自身のスラックスへ手を伸ばす。ベルトを外す音がしたかと思うと、彼はソフィアの小さなお尻を引き寄せて、熱くたぎったものを膣口に押しつけてきた。

　破瓜の予感に息をのんで目をつむる。

　しかしジェラールは無理やりつながることなく、はらはらと零れ落ちる涙を舐めとり、耳元へ唇を寄せて囁いた。

「ここに少しでも私の形を覚えこませておきたい。一緒に気持ちよくなろう」

「ふぇ……？　なか……は、しないの……？」

「まだ入れない。君の価値がクリスマスプレゼント程度だと誤解されたら困る」

「んんッ……」

　ジェラールは散々弄った秘処へ欲望を押し当てて動き出す。

　熱くて硬いものが濡れそぼって敏感になった粘膜をズルリと滑り、最後は剥き出しの陰核を下から上へと擦りあげていく。ソフィアは強烈な快感に驚いて零れんばかりに目を見開き、雷にでも打たれたかのように大きくのけ反った。

「ひ、ぁっ……ぃやっ……！」

「いい顔をする。声も可愛い……もっと聞かせて」

　このまま純潔を奪われるのかと思っていたが、本当に違うようだ。ジェラールは女王陛下から正式な許しをもらうまで処女は散らさずにおくらしい。

　その気になればもっと深くつながることもできるのに、ソフィアが刺激されるのはあくまでも外側だった。

　彼が腰を前後に振るたびに、肉棒の先端から付け根まですべて使ってヌルヌルの粘膜を甘く摩擦される。ソフィアはもうろくに頭が働かず、されるがままに擦られて淫らな蜜をあふれさせた。

　ふたりの性器の間では、クチュクチュと小さく音が鳴っている。毛の長いラグに爪を立てて耐えながら、ジェラールの律動に合わせて揺れ動く脚から目を背けた。

　恥ずかしいと思えば思うほど感じてしまう。

「ン、あぁッ、あっ、あ……」

　肉棒の先端が、興奮して色づく穴の縁を引っかいていく。

「ひ……ンッんんっ！　だっ……めぇっ、ぁっ、あぁっ」

　先ほどまで秘処を押し広げていた指で律動の邪魔をしない程度に入り口をなぞられ、ソフィアは背筋が震えるのを知った。

「……っ、あ、ぁ……！」

「ここもずいぶんと敏感になったな」

　愛液でベトベトになった肉杭はソフィアの弱いところを重点的に責めてくる。膣口とクリトリスをいっぺんに擦りあげられ、我慢できずに背中を浮かせた。

「あ……んっ、もっと……、もっと……して……っ」

　硬いものが膣口を押し広げる感触に、悦びを知ったばかりの身体は逆らえない。

　ジェラールもソフィアの中に押し入るような感覚が好ましいのか、何度も何度も亀頭でキスをしながら激しく揺れ動いた。

「あっ、あ、あっ……！」

「気持ちいいか？」

　ソフィアは必死に首を縦に振る。

「い、い……っ、あ、ぁっ……ぐちゅぐちゅって、はいっちゃ……、あ、んんッ」

　堪らなく恥ずかしかったが彼の望む通りに脚を開き、口づけにも応える。ジェラールに少しでも満足してもらいたくて本能的に股間を密着させると、快感が深まり、大きく喘いだ。

「ふ、ああぁ……っ」

　角度をつけた律動で肉びらをめくり返され、淫らな刺激に全身がわななく。

　あと少し。

　あとほんの少しで本当に入ってしまうのに。

　でも、彼はじんじんと痺れる熱を残して去っていく──そんな動きが徐々に速まり、ぬちゅぬちゅっ、ぐぷぷっと卑猥な粘着音がいっそう高らかに耳を打った。

「くぅん、んっ、……れちゃ……ぅ、はぁ……いっぱ……ぃ、擦れて……っ」

「ああ、終わらせるのがもったいないな」

「や、ひぁっ、あぁっ……！」

　ジェラールはソフィアのほうへ上半身を傾けて、より強く擦りつけてくる。

　腹の中に灯った熱が大きく燃え盛り、下腹が快楽の大きさに合わせてビクビクと震え、彼の肌で押し潰された乳首も硬さを増した。

　溶け合ってはまた離れてゆくような感覚が切ない。子宮がキュウッと鳴って人恋しさを訴える。

「だめ、だめですっ……おねがっ……おねがい、も、やあぁっ……おかしくなるっ」

「それでいい。君はイキそうなんだ」

　ジェラールは小さく笑いながらソフィアの腰を抱え直すと、肉棒を潜りこませる勢いで叩きつけ、はくはくと息づく敏感な穴を激しく刺激した。

「ひゃうっ……あぁっ、あ、い……っ」

「いいよ、イッて。君のいやらしい姿もぜんぶ見せてくれ」

　熱を孕んだ声が耳元で煽り立ててくる。ソフィアは堪らない気持ちで彼の首に抱きつき、今まで以上に身体を密着させると、驚くほどの快感が全身を包みこんだ。

「はぁ……っ、あ……ぁ、ン……！」

　──こんなの、知らない。

　官能に染まり、淫らなことでいっぱいの意識が一瞬だけ冴えた。

　腹の奥からジュクジュクと溶けていく。そう思った瞬間、限界を迎える。突然目がくらみ、頭の中が真っ白になるような強い感覚にさらわれた。

「やっ、や、あ、い……ぁ、あああぁ……っ！」

　ソフィアの甘ったるく潤んだ嬌声が、ふたりきりの部屋に響き渡る。

　ただただ気持ちよくて自分の意思も身体も上手くコントロールできない。

　ジェラールに余すことなく見られているのに、はしたないほどビクビクッと全身が跳ねて華奢な腰が浮き上がる。散々なぶられて汗ばむ胸もぶるりと揺れて、指先まで痙攣じみた震えが走った。

「ふぁ……ぁ、ん、んっ……はぁ……っ」

　わけがわからないまま一気に頂点へ持っていかれ、息が苦しい。内側からトロトロにとろけて崩れたような感覚がやけに生々しくて怖くなる。

　呼吸の合間に漏れる声の後を追うように、涎が口の端を伝ってきた。

　強烈な刺激のせいで気を失いかけたソフィアは、糸が切れた人形のようにくたりとして動けない。少し遅れて自分を抱きとめたジェラールが、荒い息を吐いて動きを止めたことにも気づかなかった。

　彼の肉棒がドクドクと熱く脈打ち、余韻に震える粘膜に粘っこいものが浴びせかけられた衝撃で目を開ける。

「……は……ぁ、あつ、い……」

　ぼんやりと呟くと、ジェラールはソフィアの顎を支えて荒々しく唇を塞ぎ、めちゃくちゃに舐め回してきた。

「んぅう……！　ン、はあぅ……っ」

　今まででいちばん獣じみたキスだ。ヌロリと舌が絡まり、淫らな水音が立つほど唾液が行き交う。

　あまりの激しさに息ができずにもがくと、たっぷりと貪って満足したのかジェラールはようやく口づけをやめた。

　しかし、汚れた唇を舐めるしぐさに色気を感じて再び息をのむ。

　彼は組み敷いたままのソフィアにゾクリとするようなまなざしを向けてから、熱を逃がすようなため息を吐いて首筋に顔を埋めてきた。

　美しい銀髪はしっとりと濡れていて、少しだけ汗の匂いがする。ゾクゾクするような痺れが駆け抜け、膣の奥が、子宮が甘く疼いた。

「……っ」

　ラグに流れ落ちる髪に指を通して撫でられ、ソフィアは小さく喉を鳴らす。

　ジェラールの色気にあてられたのだ。無性に彼に触れたくて、まだ痺れている舌先を伸ばして首筋をなぞった。

　触れ合ったままの肉棒にぴくりと力がこもった気がする。何だかジェラールがとても愛しく思えて、頬を擦りつけた。

「……無自覚にやりたい放題だな。いいさ、覚悟しているといい」

「え？」

　ソフィアを恨めしげに見下ろしたジェラールが、ひたりと視線を合わせて言う。

「女王陛下に許可をいただいたら、もう待たない。君を抱く。ここまで好きにさせておいて拒むなんてひどい真似はしないだろう？」

　キッパリと宣言しておきながら、最後はソフィアの気持ちを尋ねるのはずるい。

　流されずに、自ら望んで身体を拓くよう確認されている気分だ。もちろん拒むつもりはないが、強く意識してしまって恥ずかしかった。

「ソフィー」

「逃げません。ちゃんと……抱いてください」

　ソフィアは頬を赤らめ、受け入れることを神妙に誓う。

　ジェラールが満足そうに微笑むのを見ると、なおさら焦らすような態度をとっていたことが申し訳ない。命を助けてもらったときからソフィアは彼のものなのだ。

　少し遠回りはしてしまったが、今度こそ──。

　たとえ愛妾にしかなれなくても精いっぱい務めるので悦んでもらいたい。

　ソフィアは密かに決意してジェラールの腕に擦り寄った。






第三章　花開く夜









　年が明けると、王都に屋敷を構える王侯貴族は聖リベル大聖堂へ赴き、新しい一年の平和と国の発展を祈る盛大な儀式に参加するのが伝統となっている。

　寒空の下では親愛なる女王陛下の姿を一目見ようと詰めかけた国民たちが、大聖堂前の広場を埋め尽くしていた。

　そんな光景が当たり前の、活気あふれる年始の夜。

　いよいよ女王陛下主催の宮廷舞踏会が開かれる。

　本格的な社交のシーズンは春から夏にかけてだが、王宮の一角で毎年一月一日に開催される新年の舞踏会は、王族と国の中枢貴族だけが参加できる格式高い催しだ。

　広々とした会場は数万本の国花・ビオラで飾られ、いっそう華やかさを増す。

　当然ながら、普段はごく一般的なドレスに身を包んでいるソフィアもその場に相応しい恰好をしなければならない。

　午後になると、いつもに増して気合いの入った侍女たちが彼女を飾り立てるためにやってきた。

「失礼いたします、ソフィーさま。そろそろお支度を始めましょう」

「ずいぶん早いのね。まだ日が高いのに」

「湯浴みから何からやることはたくさんあります。招待客のみなさまに、今夜この国で最も美しいのはソフィーさまだと言わせてみせますわ」

「あの王太子殿下とお並びになるんですもの。最初から頂点を目指すくらいでちょうどいいかと」

　年配の侍女が真剣な顔で言うと、彼女の両脇を固める若い侍女たちも力いっぱい主張する。

「そのための準備は万全です。どうぞ大船に乗ったつもりでいてください」

　ソフィアは苦笑いして、愛用のソファーから立ち上がった。

「じゃあ、お願い。いちばんなどと高望みはしないから、どうか殿下に恥ずかしい思いをさせずに済むようにして欲しいの」

「お任せください」

　ジェラールだけでなくシャロンからもよくよく命じられているのか、三人の侍女はそれぞれ張り切った様子で仕事に取りかかる。彼女たちも子爵家や男爵家の出だろうに、突然王太子のそばに現れた素性の知れない娘の世話を嫌な顔ひとつせずに焼いてくれていた。

　付き合いは短いが信頼に値する人たちだ。ソフィアは言われるがままに従う。

　今夜の舞踏会は新年のお祝いと銘打っているものの、真の目的はジェラールが結婚前に囲ったという少女のお披露目だ。女王陛下から舞踏会へ連れて来るよう内々に打診があったことは、いつの間にか貴族たちの間にも広まっていた。

　ソフィアは自国での社交界デビューを経験していないため、これが実質的なデビュタントになる。緊張しないわけがなかった。

　部屋続きになっている浴室に促されて、たっぷりと張られたお湯に浸かる。

　ラベンダーの香りのする石鹸で隅々まで肌を磨かれ、長い黒髪は丁寧に洗ったあと艶が出るようにローズマリーと蜂蜜を練りこんだオイルでトリートメントされた。

　たっぷりと一時間以上かけて湯浴みを済ませると、バスローブをまとっただけのソフィアの前にハーブティーが差し出される。おとなしく喉を潤すうちに清潔なタオルで髪を乾かされ、さらさらと音を立てるほどに梳いてから、首筋や手足の先まで花の香りがするクリームを塗りこまれた。

　もちろんそれで終わりではない。

　侍女のひとりが空のカップを片付ける間に別の者がドレスを持ってくる。残りのひとりも手際よくテーブルに小物類や化粧道具を並べており、本当に至れり尽くせりだ。

　グランエッタにいたころから、ある程度人に身を任せることには慣れていたが、やはり王族流というのは一味違う。

　もしこれが母や妹なら、嬉々として何時間でも付き合えるだろう。

　ソフィアは少し尻込みして大きな鏡の前に立ち、ジェラールからの贈り物だというドレスにそっと触れた。

　デビュタントといえば白一色で統一されるノイシュタットとは違い、ベルフォールでは女王陛下のまとう色と異なるならば何色でもいいようだ。

　もちろんジェラールは、ソフィアにとって今回が初めての舞踏会だとは知らない。

　でも、記憶のない「ソフィー」にとっては初めてのことだと考えたのか、いろいろと準備をしてくれていた。

「綺麗な色。シャーベットみたいね」

「こちらはジェラール殿下がソフィーさまのために、王都でも指折りの職人に生地から作らせたと伺っております。きっととてもお似合いになりますよ」

　思いがけない侍女の言葉に目を丸くする。

　ふわりと揺れるのは、ラメ入りのレースにプリーツチュールを重ねた繊細なドレスだ。

　淡いブルーの生地に透けるほど薄く織った白絹を合わせ、腰の辺りにリボンが結ばれている。共布で作られた薔薇のコサージュが華を添え、控え目に開いた胸もとや裾のレースには銀の糸が絡み、繊細な模様を描いていた。

　そう易々と用意できる代物ではない。何しろジェラールと出会い、まだ数ヶ月しか経っていないのだ。密かにサイズを測って縫うだけならともかく、生地から用意するとなるともっとかかる。ましてこれほどの品なら、半年はかかると言われてもおかしくないほどだった。

（本当は別の女性のために用意していたものではないの……？）

　実は使い回しなのかもしれないと想像しただけで悲しい気持ちになり、微かに首を振る。

　見たところ大きさはぴったりだったし、今はソフィアのものだ。醜い嫉妬などせずに、ジェラールに気にかけてもらえただけでも身に余る光栄だと思わなければ。

「さあ、お支度の続きをいたしましょう」

　ソフィアの葛藤など知らない侍女たちが、手分けして全身を飾り立てていく。

　久しぶりにコルセットをつけて本格的なドレスを身にまとい、普段はバレッタで留めただけの髪も複雑な形に編みこまれる。一度緩いシニヨンにしてからダイヤモンドと真珠をあしらったティアラを差して、手には清楚な白い手袋をはめた。

　踵の高い靴は、冬空に浮かぶ月のような銀色だ。控え目な色の宝石が縫いつけてあり、たまに裾から覗くとキラキラ煌く様が美しい。

　さり気ない贅沢さに目の眩む思いでいると、椅子に座らされて化粧が始まった。

　薄く粉を叩き、淡いピンクのチークや口紅を引いて、最後はアメジストのネックレスで胸もとを飾る。

　あまりにも分不相応な装いに二の足を踏んで目を伏せていると、侍女たちが満足そうに息を吐いた。

「完成です。いかがですか、ソフィーさま」

　ソフィアはおそるおそる顔をあげて、正面の姿見に視線をやる。そして、自分自身の晴れ姿に驚いてしまった。

「だいぶ印象が変わったわ。何だか別人みたい」

「普段はほとんど何もなさっておりませんから。これだけ素材が良いのですもの、いつかきちんと着飾ってお化粧する機会があればと思っていたのです」

「殿下とお並びになったら夢のように素敵ですわ」

「舞踏会が楽しみですね」

　誇らしげに胸を張り、笑顔で褒めたたえる侍女たちの言葉は半分も頭に入ってこない。

　髪や瞳の色はともかく顔立ちは母や妹とも似ている気がして、瞼の裏がじわりと熱を持つ。しばらく舞踏会のことで頭がいっぱいで忘れていたのに、鏡の中の自分に家族の面影を見つけて心細くなった。

（お父さま、お母さま……。きっとたくさん悲しませてしまったわ……）

　あえて妹のことは考えないようにする。両親は末娘のロザリアを溺愛しながらも、ソフィアのことだって愛してくれていた。

「そろそろ準備できたか？」

　ソフィアが密かに涙を堪えていると、入り口には正装したジェラールの姿。

　彼は精緻な金の縁飾りがある立襟の上着を着こみ、見るからに質のいい黒いズボンを穿いて、足もとには艶やかな黒革の短靴を合わせた高貴な出で立ちだ。

　いつもは無造作に流すだけの髪を丁寧に後ろへ撫でつけ、それが彼を余計に帝王然と見せていた。

　冷たいほど整った美貌には一点の曇りもなく、けれどソフィアへ向けるまなざしはどこか熱を孕み、官能的で思わずゾクリとしてしまう。

（どうしよう。わたし、本当にこの方の横に立つの？）

　胸もとの宝石と同じ色の瞳でじっと見つめられ、頬が紅潮するのがわかった。

「とても綺麗だ。誰もが君に見惚れるだろう。さあ、おいで」

「……っ、はい」

　何とも表現できない不安を感じていたが、ジェラールはいつものようにソフィアを呼び、自ら近づいてくるのを待っている。

　その誘惑に逆らえるはずがない。

　ソフィアの心臓は自分でもうるさいほど激しく音を立てていた。

　そっと触れるか触れないかくらいの力で彼の腕に手をかけると、さり気なくもっと寄り添うようにと促され、女性の扱いに慣れている卒のない振る舞いにまた胸の奥が痛む。

　もしジェラールが飽きるよりも先に自分の不注意でこの関係を壊してしまったら、ソフィアは死ぬほど後悔するだろう。

　優しく微笑んでくれる彼の隣に、できるだけ長くいたいとまた思ってしまった。





◆　◆　◆






　ベルフォール王宮は、五つの主な宮殿といくつもの離宮に加えて大小の庭園からなり、一日では歩いて回れないほど広大だ。

　舞踏会の会場となる建物もロマンチックな花壇や噴水に囲まれていて、そこからずっと遠くまで続く水路や小さな泉の周りには、複雑な幾何学模様の植えこみと伝統的なオペラをモチーフにした石像が配され、見事な景観を作り出していた。

　もちろん内装も外からの眺めに負けず劣らず美しく、一歩中に踏み入ればまさに豪華絢爛という言葉がぴったりだ。

　身なりのいい使用人が恭しく出迎えるメイン・エントランスを抜けると、艶やかな飴色の階段を上って華麗な柱の立ち並ぶ青大理石の回廊へ出る。そこから有名画家の絵画が目を引くギャラリーを通り、贅沢な調度品や高価な美術品が惜し気もなく飾られた部屋を二つ、三つ横切って、夜空と庭園を見渡せるアーチ型の窓に沿って進んでいった。

　灯りが壁の鏡に当たってキラキラと散る様子は、まるでその空間自体が輝いているかのようで、ともすれば足を止めて見入ってしまいそうになる。ソフィアは誘惑をいちいち振り切りながら、ジェラールのエスコートで先導役の騎士の後をゆっくりと追いかけた。

　最後に案内された控え室の近くには、背筋がピンと伸びた近衛兵もたくさん立っていて、ここから先での失敗は許されないと気持ちを強くする。

「そんなに緊張しなくていい。規模は大きいが中身はごく普通の舞踏会だ。ベルフォールに限らず、新年に王宮で開催されるものは近隣諸国のどこもこんなものだろう」

「……はい」

　ジェラールは簡単に言うが、ソフィアの知る舞踏会とはたまにリモージュ家の城館で開かれたものだけだ。それもまだ正式に社交界へ出ていなかったため、人気者の妹はともかくダンスの一曲も披露したことのないソフィアにはまったく馴染みがない。

　緊張感はどんどん高まって、軽やかなはずのドレスが重く感じられ足取りが鈍くなる。しかし今さら逃げることはできなかった。

「ベルフォール王国第一王子ジェラール殿下並びにソフィーさま、ご入場！」

　程なく開け放たれた扉の両側で、熊皮の帽子と真紅の礼装をまとった近衛兵の楽隊が高らかにファンファーレを響かせる。

　いよいよ人前に出る瞬間だ。

　舞踏会専用の大広間は天井が吹き抜けになっており、王族や国賓が入場するときはちょうど二階の高さにある部屋から美しい螺旋階段を降りて行くような形になっていた。

　視線の先ではクリスタルの華麗なシャンデリアと無数の蝋燭が溶け合い、金と赤で統一された空間を明るく照らし出している。

「あれが噂の……！」

　一瞬の間をおいて、ついに現れた第一王子とその連れに会場内が大きくどよめく。

「どちらのご令嬢かしら？　家名を聞き取れなかったわ」

「いや、言っていない。大っぴらにできない身分なのかもしれないな」

「外国の方かもしれませんわよ。お忍びでいらした、どこぞの姫君かも……」

　磨き抜かれた大階段の中央には上品な蔦模様の絨毯が敷かれ、下まで続いている。

　美しく着飾った人々の前で醜態を晒すわけにはいかず、ソフィアは震えそうになるのをぐっと堪え、ジェラールに導かれるままにゆっくりと足を踏み出した。

　一斉に好奇のまなざしを向けられて肌がぴりぴりする。ひそひそと秘めやかに、しかし所々で無遠慮に交わされる言葉は数が多いせいか、豊かな音楽の調べに乗って嫌でも耳に入ってきた。

「ジェラール殿下のお相手にしてはずいぶんとお若いわね」

「確かに今まで噂になった令嬢たちとはタイプが違うな。もしや手元において花開く様を楽しみたいのでは？　可憐な少女を自分好みに育てるのはなかなか楽しいものだよ」

「まぁっ、これだから殿方は！」

「冗談はさておき、カルヴァス侯爵家の長女を筆頭に有力な妃候補はすでに何人もいるんだ。ならば、やはりあの娘は公妾にするつもりで連れて来たんだろう」

「ふむ……、噂通り我々への顔見せか……」

「ああ、嫌だわ。どこの誰とも知れない女なんて！」

　声高な呟きをきっかけにソフィアを見る目が険しさを増す。想像以上に厳しく値踏みされて、思わず立ち止まりそうになった。

　だが、横からジェラールにそっと名前を呼ばれて冷静さを取り戻す。チラリと見上げると、彼は安心しろ、私が付いていると柔らかく微笑んだ。

　入場したときの比ではないほど大きなどよめきが起きる。ここにいる人々にとって、ジェラールの優しい笑みは珍しいようだ。

　──よく笑う方なのに？

　自分だけが特別だとは思わない。それでも勇気をもらった気がして笑顔を作り、大階段を降りたところでベルフォール流の華やかなおじぎをしてみせる。

　決して穏やかではない空気の中、しなやかに存在感を示したソフィアの横顔に上出来だとばかりのキスが降ると、大広間はふたたび喧騒に包まれた。

「幻覚かしら？　今の、ご覧になりまして？」

「あの殿下が人前で……信じられませんわ……！」

　雛鳥を愛でるのと何ら変わらないキスなのに、ベルフォールの貴族たちはみな驚愕の表情を浮かべている。どうやら度肝を抜くことに成功したらしい。

　ただ、逆の立場ならソフィアも驚いただろう。これ以上は下手に刺激したくなくて、刺々しい視線を寄こした人々から静かに目を逸らす。

（大丈夫、嫉妬も侮蔑も慣れているもの。気にしない、気にしない……）

　昔からロザリアの姉というだけで嫌と言うほど心無い言動をされてきたのだ。

　でも今はグランエッタにいたころとは違い、ジェラールが隣にいてくれる。

　少し離れたところにはエリックとシャロンの姿もあるし、他にもエルシャール卿やジェラールに友人だと紹介された人々の姿が見えた。

　ひとりじゃないと思うと、少し強くなれる。

「これで良かったのかしら」

「十分だ」

　彼にだけ聞こえるように囁くと、ふたりの仲が良好だと示せたことを褒めるように優しく腰を抱かれる。親密すぎる距離感にはまだ慣れないが、女王陛下の到着を待つためにそのまま大階段とは逆の壁際へと連れて行かれた。

　会場の一角は一目で身分がわかるよう爵位ごとに色分けされた床になっていて、一番奥の数段高く造られたステージの中央には立派な玉座が置かれている。

　集まった人々も女王陛下のお出ましが近づくといったん歓談を止めて整然と立ち並ぶ。ジェラールやウェルシュ公爵夫妻は王座のすぐ近くにいるから、彼らの周りの紳士淑女は特に高貴な身分なのだろう。

　否応なく緊張感が高まった、そのとき。

「ベルフォール王国国王、レオノール女王陛下並びに第二王子クロード殿下のご到着です！」

　入場に彩りを添えるべく、国歌をアレンジした華やかなファンファーレが鳴り響く。

　まだ幼さの残る顔立ちの第二王子にエスコートされて、一糸乱れぬ隊列の向こうからこの国で最も高貴な女性が入ってきた。

　ノイシュタット王国の国王はとうに還暦を過ぎているが、レオノール女王は二十歳で即位し、まだ四十代半ば。それも若いころを彷彿とさせる美貌を保ち、すらりとして、同年代のソフィアの母とはまた違う美しさで輝いている。

　髪や瞳の色はジェラールと同じ系統だが、より女性らしく柔らかな印象を受けた。

　もっとも豊かな銀髪に至高の冠をいただき、淡いグリーンのサテンドレスにファーがトリミングされた豪華なローブを羽織ったいで立ちは、対峙した者すべてが自然と膝を折りたくなるほど威厳があってほんの一瞬見ただけで圧倒されてしまう。

　ソフィアも周囲の人々にならい、心から最上級の礼をもって出迎えていた。

　女王陛下が玉座に座ると、頭を垂れた人々を前にして進行役を務める宰相が仰々しく声を張り上げる。

「まずは陛下よりお言葉を賜ります」

「──みなの者、面を上げよ」

　拝謁の許しを得て礼を解き、一同は揃って顔を上げた。

「よく集まってくれました。こうして希望に満ちた輝かしい年を迎えることができて、本当に嬉しく思います。今宵の舞踏会は新しい年の幕開けを祝うもの。時間が許す限り、思い思いに楽しんで行きなさい」

　その一言を合図に、近衛兵の楽隊に代わって宮廷楽師が明るい音楽を奏で始める。大広間の片隅に控えていた給仕もまた忙しく動き出し、人々が少しずつ散って行った。

　そんな中、ソフィアはジェラールの足が玉座へ向いたことに気づいて焦ってしまう。

「陛下」

　彼は決して大声を出したわけではない。しかし見慣れぬ少女を伴ってのあいさつに驚いた者たちから静寂が広がっていき、傍らのソフィアはとてつもない居心地の悪さを感じながらももう一度恭しく頭を下げた。

「改めて新年のお祝いを申し上げます。今年一年、ベルフォールに平和な時が訪れますよう……」

「わざわざありがとう、王太子。引き続きクロードや妹たちとともに、この母を支えてちょうだい」

「もちろんです」

「それで、どうしたの？」

　女王陛下の凛とした声が先を促すと、ジェラールは周囲の注目など無視して言葉を続ける。

「めでたき日にご報告したいことがあります」

「あら、新年早々興味深いわね。良い話ならば聞きましょう」

　突然何が始まるのかわからないまま、とにかく邪魔をしたくない一心でソフィアは壁際まで下がろうとした。けれど、ジェラールはそれを阻むように腕に力をこめると、心なしか嬉しそうに話し出す。

「私は以前より理想の花嫁を探し求めていましたが、ようやく運命の女性と出会うことができました。このたび、私がパートナーとしてレディ・ソフィーを伴ったのは、陛下に彼女との結婚のお許しをいただくためです」

「……！」

　突然名前の挙がったソフィアは、我が耳を疑う発言に息をのんだ。

　大広間からも一斉に音が消えた気がする。実際、今のやり取りが聞こえた人々は誰もが絶句していた。

　玉座近くの異変を感じ取った楽師たちも音を奏でるのを止めてしまい、和やかな会場の空気が一変する。

　徐々にジェラールの言葉の意味を把握した者たちからどよめきが起きて、笑い声であふれていた大広間は蜂の巣をつついたような騒ぎになった。

「私は彼女以外の女性を妻に望みません」

　──すごい。

　この場で、こんなにも堂々と嘘をつけるなんて。

　もし発言を許されていたら、ソフィアはすぐにでも誤解だと訴えていただろう。

　想像を超えた事態に巻きこまれ、とにかく倒れてしまわないよう下腹に力を入れて奥歯を噛みしめた。

「静かに」

　女王陛下は人々の混乱をたった一言で封じこむ。再び耳に痛いほどの静寂が広がって、ソフィアは頼りなく立ち尽くす自分の全身に強い視線を感じた。

　一国の王としても母親としても、レオノール女王からすればソフィアのようなちっぽけな存在は面白くないはずだ。ソフィアは自分が品定めされていることに気づき、震えそうになるのをぐっとこらえた。

　どんな叱責が飛ぶにしろ、取り乱してジェラールに恥をかかせるわけにはいかない。

　それに自分はどこにいても、どんな恰好をしていてもグランエッタ辺境伯の娘だ。異国の王宮で、しかも国王陛下の御前で無様な姿を晒すなんてことになれば自分で自分が許せなかった。

　顔を上げるように言われ、素直に従ってまっすぐに見つめ返す。ジェラールにつり合うものなど持っていないが、せめて彼を慕う真心だけはわかって欲しかった。

「まあ……」

　女王陛下は少し驚いた顔をしたあと、ジェラールを一瞥してふっと笑う。

「なんて可愛らしい。ジェラールは頑なに理想の花嫁と出会う日を待ち望んでいたから、さぞかし嬉しいことでしょう」

　女王陛下の言葉に、周囲の人々がギョッとする気配がした。

「あなた、ソフィーと言いましたね」

「……はい。お目にかかれて光栄に存じます」

「それはあの子が与えた名かしら？　ならば、私は私の大切な息子が気に入ったあなたの名前を当ててみましょう」

「え？」

　さすがに動揺を隠せずにいると、レオノール女王は考えるそぶりも見せずに言った。

「ソフィア・リモージュ。ノイシュタット王国、グランエッタ辺境伯の長子。ようこそ、美しきベルフォール王国へ。あなたを歓迎します」

「────！」

　答えを聞いて、ソフィアは今度こそ身震いする。

（なぜ？　どうして？）

　どうして、知っているの？　わたしの名前。

　衝撃のあまりふらつきそうになると、ジェラールが腰に腕を回して抱き寄せる。その様子が仲睦まじく見えたのか、周囲からは悲鳴に近い驚愕の声が上がっていた。

「あら、わからない？　隣国とはいえ、グランエッタは何かと興味深い土地だもの。そこで生まれ育った令嬢に心を奪われて理想と言うのなら驚かないわ」

「陛下」

「ふふっ、あなたの想い人をいじめているわけではないから安心しなさい」

　一気に砕けた口調で説明されても、ソフィアは混乱して返す言葉を見失う。代わりに居合わせた人々が激しくざわめいていたが、もう誰がどんなことを声高に喋っているのかわからなかった。

　それでもジェラールの反応だけは気になる。

　ソフィアは恐ろしくて、彼の顔がまともに見られない。

「みな、静かに」

　女王陛下は凛として強い口調でこの場を鎮める。次いでジェラールとソフィアを見比べると、理解の範疇を超えた決断を下した。

「いいでしょう。もう何年も結婚の意思を固めずにいた王太子が、自ら花嫁を見つけてきた。素晴らしいことです。私、ベルフォール王国国王レオノールの名のもとに、第一王子ジェラールとソフィア・リモージュ嬢の結婚を認めます。幸せになりなさい」

「ありがとうございます」

　落ち着いた、ジェラールの声が応える。

　すると、誰かが女王陛下万歳！　王太子殿下万歳！　美しい花嫁に祝福を！　と叫ぶ。誰の声だろう。──あぁ、聞き覚えがあるのに。

　真っ先に追従するのは、ジェラールの宮殿で会った彼の友人貴族たち。

　一部の令嬢とその親たちは渋面だったが、ただでさえおめでたい新年の祝いの席で、次期国王たる第一王子の結婚を現国王たる女王陛下が正式に認めたのだ。

　表立って異を唱えることは、国家に弓を引くということ。もう何者にも覆せない。

（嘘でしょう？　こんな……こんなの、うそ……。どうして……？）

　ソフィアは降り注ぐ祝福の雨に恐れ慄く。

　ただの愛妾ならば、彼の気持ちひとつで静かに去ることもできる。しかし、正式な妃として受け入れられたのでは逃げようがない。

　ソフィアはただの田舎貴族の娘だ。お妃教育だって受けていないのに──なぜ？

　混乱は深まるばかりだった。

　しかし素性を言い当てられた以上、ノイシュタット王国の代表としてここにいるのも同然だ。大きな不安と戸惑いを理性で無理やり押し殺す。

「女王陛下、御前での発言をお許しください」

「ええ」

　謝辞を述べたジェラールに続く形で発言の許可を求めると、レオノール女王は鷹揚にうなずいた。

　今は、その為政者たるに相応しい大らかな態度に怯んでいる場合ではない。なおさら無様な姿を晒すことなどできず、ソフィアは精いっぱいの笑みを浮かべて感謝の言葉を口にする。

「このたびは陛下の寛大なお心に深く感謝申し上げます。至らぬ点も多いかと存じますが、少しでもジェラール殿下をお支えできるように努めて参りますので、どうぞよろしくお願いいたします」

　自分でもできるかどうか、本当はこれっぽっちも自信はないが。

　それでも前向きに、この場でハッキリと彼と共に在るという意志を示す。

　傍らのジェラールが嬉しそうに頬を緩ませるのを目の端に留めて、ソフィアはなけなしの勇気を振り絞った自分自身を少しだけ褒めたくなった。





◆　◆　◆






「はい、どうぞ。アップルジュースだけどワインよりましでしょう？」

「ありがとうございます……、シャロンさま」

　怒涛の幕開けとなった新年の舞踏会は、多少のざわめきを残しながらもつつがなく続いている。結婚の決まった第一王子に祝福を伝えたい人間はたくさんいて、ソフィアはワルツを一曲踊ると、ろくにジェラールと話す機会もないまま引き離された。

　無理もない。彼はずっと、何かと理由をつけて王宮に出入りする婚約者候補たちとは必要最低限の付き合いしかしてこなかったという。人だかりの向こうではそういった何人かの令嬢本人と親たちに囲まれ、難しい顔で話をしていた。

　エリックとシャロンがソフィアの相手をしてくれなかったら、こちらにも皺寄せがきていたはずだ。

「おふたりは……わたしのことをどこまで知っていたのですか？」

　ソフィアは冷たいジュースで一息に喉を潤し、申し訳なさそうに眉尻を下げる。

　改めて言うまでもなく、先ほどの女王陛下とのやり取りから記憶を失ってなどいないことはばれていた。

　深い事情があったからとはいえ、とても良くしてもらったのにずっと何もかもを偽っていたのだ。もしかしたら、みんなすべて知ったうえで親切にしてくれていたのかもしれないが、そうでなければさすがに嫌われてもおかしくない。

「やだ、そこまで悲愴な顔をしなくても」

　シャロンはぷっと噴き出し、エリックも口もとを押さえた。

「大丈夫よ、何も知らなかったのは事実だけど全然怒っていないわ。殿下に連れて来られたときのあなたは、見るからに訳ありだったもの」

「そうだね。ただ、憂いの森には花嫁衣装姿で流れ着いたって話だったけど、貴族の結婚には陛下の許可がいる。一ヶ月経っても二ヶ月経っても婚礼の直前で破談したとか、式当日に花嫁が逃げたなんて噂はまったく聞かないから変だなとは思っていたんだ。実家のほうで隠すにも、ジェラールに調べられたんじゃ限界がある。立場上、彼のもとにはさまざまな情報が集まるから。なのに身元は一切不明のままだし……、まさか隣国の貴族の娘だとは思わなかったよ」

「どちらにしろ大河で溺れるなんておかしいわ。もしご実家で嫌な思いをしたのなら、無理をして連絡を取る必要なんてないわよ」

「いっそ僕の義妹になるかい？　それからジェラールに嫁いでもかまわないよ」

「名案ね。エリックさまが駄目でもエルシャール卿がいらっしゃるわ。あの方もあなたを気に入っているから、まずそこで養女になってお嫁に行くという手もあるわね」

　ふたりがかりで慰め、励まされ、ソフィアはいくらか落ち着きを取り戻した。

「そんなふうに言っていただけるだけで十分です。今までいろいろ黙っていてごめんなさい」

　エリックは半分本気だったのに、と肩をすくめて玉座のほうを振り返った。

「でも陛下が素性を言い当てたのには驚いたな。我が伯母ながら侮れない。まぁ、聡明な方だからジェラールからの報告である程度は見当がついていたのかもしれないし、人一倍耳も速いから、よくよく考えればあり得ないことじゃないんだけど」

「ええ。我らが女王陛下だもの」

　過去の実績ゆえか、この国ではそれで済んでしまうらしい。

　ソフィアは一番の気がかりについて尋ねた。

「殿下も、わたしが何者なのかだいぶ前に気づいていらしたのでしょうか……？　その、もとの生活など知らないような顔をしてお世話になっていたことも……」

「さあ。あなたもジェラールも隠し事が上手いから何とも言えない。だけど、彼は以前から憂いの森とその対岸のグランエッタ辺境伯領には強い関心を持っていた。領主一家の人となりについて調査済みでも不思議じゃないよ」

　その言葉を聞いて、ソフィアはハッとした。

　とっさに脳裏をよぎったのは妹の顔だ。

　もしかしたらジェラールは、グランエッタ辺境伯領について調べるうちに天使のように美しいと評判のロザリアの存在を知ったのかもしれない。それでたまたま拾ったソフィアをだしに、本命の彼女を手に入れようとしたのだとしても驚かない。

　身分的にも立場的にも結ばれることは難しいが、やり方次第でそばに置くことはできる。たとえば記憶を取り戻したソフィアが家族を恋しがり、少しの間だけでも妹を呼びたいと言えばどうだろう。ジェラールは喜んで願いを叶えてくれるに違いない。そしてベルフォールにやってきたロザリアを引き止めて、自分を捨てることもあり得る。

　過去にも、ソフィアに親切だった人がしばらくするとロザリアに夢中になることがよくあった。中には最初から彼女が目当てで、姉であるソフィアに近づいてくる人もいたほどだ。

（本当の目的はわたし自身じゃない……？　やっぱりあの方もロゼを狙っていた……？）

　嫌な考えばかりが浮かんでは消えていく。

「ねえ、大丈夫？　顔色が悪いわ」

「休憩室に案内させようか？　それともジェラールを……」

「いいえ、平気です。緊張が緩んだせいだと思うので少し休めばもとに戻ります。せっかくの舞踏会なのですから、おふたりは私のことは気にせずに踊ってきてください」

「僕たちがいなくなったら人に囲まれてしまうよ」

「お願いします、頭の中を整理するために少しひとりになりたいの……。目立たないように外の空気を吸ってくるだけです。まだ雪も降っていないみたいだし、すぐに戻るから心配しないでください」

「そりゃ、この寒さならバルコニーに人はいないだろうけど……」

「ワルツを三曲踊り終えたころにまたお会いしましょう」

　いつまでも好意に甘えているわけにはいかず、ソフィアは通りかかった給仕の侍女にグラスを渡すと、人混みに紛れるようにしてバルコニーヘ向かった。

　さすがに千人を超える規模のパーティーなので、ソフィアの顔をはっきりと見ていない者がほとんどだ。大広間の端にある窓辺に寄ると人が減り、キンと冷えた空気が伝わってきた。

　バルコニーへ出れば頭もすっきりするだろう。

　いろいろありすぎて、今のソフィアの頭の中は飽和状態に近い。さすがに外に出る者はいないだろうと安心しきっていると、知らない男に後ろから声をかけられた。

「ソフィア嬢」

「……どなたでしょうか？」

　どうやら移動するソフィアの後を追ってきた人がいたらしい。覚悟を決めて振り返ると、苦い顔をした青年が立っていた。

　年は二十代半ばくらいだろうか。艶やかな黒髪と漆黒の瞳を持ち、その容貌は過不足なく整っている。背も高く、質の良い衣装を身につけていて、ジェラールともエリックともタイプは異なるが、ぱっと目を引く色男だった。

　ソフィアには彼が何者なのか心当たりはない。なぜ引き止められたのかわからずにいると、礼儀正しくあいさつされた。

「初めまして。私の名はベルトラン・カルヴァス。王都の西を拝領しているカルヴァス侯爵家の嫡男で、ジェラールとエリックの友人です」

「あ……」

　ベルトランという名前と人物像なら、ふたりの口から何度も聞いている。年齢の近かった彼らは幼馴染みの間柄で、年を経るごとに友情を深めてきたという。

　ならば悪い人ではないと安心していると、ベルトランは周囲を気にして声を低めた。

「突然で申し訳ないが、あなたに注意を促したい」

「どういう意味でしょう？」

「私にはベアトリスという妹がいて、彼女はジェラールを慕っている。ここ数年は王太子妃の最有力候補とも言われていた。今夜あなたたちが入場してきたときも近くにいたが、女王陛下の決定をお聞きしてから姿が見えない。馬鹿なことはしないと思うが、一応身の回りには気をつけていて欲しい」

「……わかりました」

　思いがけない忠告にソフィアは少し落ちこむ。ぽっと出の自分を気に入らない人間がいることは仕方ないが、言葉を交わす前から強く憎まれるのはやはり悲しい。

　ただいくらベアトリスがソフィアを嫌っていても、貴族の令嬢が女王陛下主催の舞踏会で騒ぎを起こし、その顔に泥を塗るような真似をするとは思えない。

　だがベルトランの表情は曇ったままだ。

　きっと心から心配しているのだろう。わずかな可能性でも潰しておきたいらしい。

　ソフィアには彼の複雑な気持ちが痛いほどわかる。時に困らせられ振り回されても、妹という存在はそれだけでとても愛おしくて見捨てることなどできないのだ。

「身内の恥を晒すようで情けないが、あの子は決して優しくない。しかし私にとってはたったひとりの可愛い妹なんだ。あなたに何かあればジェラールはベアトリスを許さないだろう。こんなことを言えた義理じゃないが最悪の事態は避けたい」

「わたし、化粧室と休憩室を見てきます。ベアトリスさまの居場所がわかれば、ベルトランさまも少しは安心できるのではありませんか？」

「……いや、駄目だ。もし顔を合わせたらどうなるか。私はあなたを危険から遠ざけたいのであって、わざわざ嫌な思いして欲しくはないんだ」

「こちらから声はかけません。ベルトランさまでは女性用のお部屋には入れないでしょう。使用人に頼んで話を大きくするわけにもいきませんし、居場所を確認したらすぐにお知らせします。わたしにも手のかかる妹がいますから、放ってはおけないお気持ちがわかるんです」

「あなたも苦労しているんだな」

　労わりのこもったまなざしを向けられ、ソフィアはとっさに首を振る。ロザリアにとって尊敬すべき姉でいられたら、あんなことにはならなかった。

「わたしはベルトランさまのように立派な存在とは言えませんでした」

　これ以上顔を突き合わせてため息をついていても仕方がないので、ソフィアはここで待っていてくださいと告げて大広間を後にする。彼は物言いたげな顔をしていたが、一緒に行動すると目立つと思ったのか、すぐに戻るように言って見送ってくれた。

　一階の廊下は主だった部屋やギャラリーとは違ってやや控え目な内装だ。

　ロイヤルブルーの絨毯が敷かれた通路を進み、時折すれ違う使用人に案内してもらいながら、招待客のために用意されたエリアにたどり着く。

　まだ舞踏会が始まっていくらも時間が経っていないため人通りはない。とりあえず女性用の化粧室と控え室、共用の休憩室を見て回ったがそれらしき人の姿は見かけなかった。

　後は個人で押さえた部屋くらいだが、さすがに中を確かめるのは難しい。どうしようか迷っていると、一番奥の個屋から侍女らしき若い女が出てくる。

　ワゴンの上には数人分の空のグラスが載っていたのでそれとなく尋ねると、気分の悪くなった令嬢たちが休んでいるという。

　思いがけずベアトリスの名前が出てきてほっとしたが、複数の男の姿もあると聞き、ソフィアはベルトランを呼んだほうがいいのか迷ってしまった。

　壁は厚く、中を窺うことはできない。ノックする勇気もなく、どうしようかと立ちすくんでいると、急に内側から扉が開いて涙目の使用人が飛び出してきた。

「きゃっ」

「も、申し訳ございません……っ」

　彼女の衣服は不自然に乱れ、顔から下腹部まで紅茶まみれだ。メイドはぶつかったソフィアにか細い声で謝って走り去っていく。呆然としながら振り返ると、突然腕を引っぱられて部屋の床に倒された。

「いっ……た、なに……？」

　明らかに悪意を持ってされたことだ。冷たい大理石の上に尻もちをついたまま顔を上げると、背後に男ふたりを従えた令嬢たちが自分を取り囲んでいた。

「嫌だわ。招いてもいないのに見かけない方がいると思ったら、その地味すぎる黒髪と海の藻屑のような瞳はど田舎のお姫さまじゃない！　ドレスで誤魔化せないほど胸もお尻も貧相でみっともないわねぇ。あなた、それでどうやって殿下を籠絡したの？」

「きっとわたくしたちには理解できない方法をご存じなのよ。いくら隣国とはいえ、グランエッタなんて地名は聞いたことがないもの。卑しい庶民と大差ないくせに、汚い手で殿下に近づいて媚びを売ったんでしょう。恥を知りなさい！」

　初対面の人々から口汚く罵られ、傷つくよりも驚いて絶句する。

　ソフィア自身、王子との結婚も高貴な女性たちからの牽制もあまりに現実味がなくて戸惑っているのだ。

「何も言い返さないの？　健気な女を演出しているつもり？」

「だとしたら狡猾ね。でも同性相手にその手は通じないわよ。同情なんてするわけないじゃない」

「だいたい殿下と釣り合うものもないくせに、しれっと隣に立とうなんて厚顔無恥もいいところだわ！」

　次から次へと飛び出す罵詈雑言。その中にはソフィア自身も気にしていることが含まれていて表情を強ばらせる。すると、三人の令嬢のうちで最も美しい巻き毛の女が口元を歪め、艶やかな双眸を猛禽のように鋭くした。

「みなさん、わたくしに名案があるわ。使用人で遊ぶより愉快よ。こうしてオモチャ自ら飛びこんできたんですもの。たっぷり可愛がってあげなくては」

「あらあら、この方ったら大人しそうなふりをしてもう我慢がきかずに男を漁りに来たの？」

「一番安全な殿下のおそばを離れるなんて馬鹿よね。ちょっとふらつくにしても大広間にはエリックさまやシャロンさまもいらっしゃったでしょうに」

「きっとそうまでして混ざりたかったに違いないわ。──あなたたち、今夜のデザートはこちらの小鳥になさいな」

　巻き毛の美女は後ろにいた男たちに声をかける。彼らはすでに上着を着ておらず、だらしなくシャツの襟やスラックスをくつろげてソフィアを見つめていた。

　少し近づかれただけでぷんとアルコールの香りがするから、だいぶ酔っているようだ。そのうえ男たちが座っていたベッドはグチャグチャに乱れ、床には女物のエプロンが落ちている。嫌な想像が脳裏をかすめて、ソフィアは蒼ざめた。

「さっきの……侍女に何をしたの？　泣いていたわ」

「聞きまして？　ソフィアさまは身をもって体験したいそうよ。特別に教えて差し上げましょう。そうね、まずは手ひどく犯して。人前に……ジェラールさまの前に二度と立てないように穴という穴を凌辱してちょうだい」

　鈴の音のような声が、悪魔のようなことを言った。

「報酬は？　その子は殿下のお気に入りなんだろ？　危ない橋を渡るんだ、いつもの倍はもらわねぇとな」

「金貨を百枚与えるわ。目障りな羽虫が消えると思えば安い買い物よ。それで借金を返すなり、娼婦を囲うなり、国外へ行くなりすればいい。あとの処理はわたくしがするから、一刻も早くその女を穢しなさい。ジェラールさまの花嫁になんてさせないわ」

「クハハッ！　相変わらず怖いお姫さまだ！　あんたの不興を買って痛い目を見るのはこれで何人目だろうな？　あぁ、ほら、こっちに来いよ。楽しいことしようぜ」

「王子さまには言えない思い出を作ろうなぁ」

　ソフィアは腕を掴まれ、ぞっとして肌をあわ立てる。大声を出そうとしたが、一瞬早く口元を手で覆われて部屋の奥へと引きずりこまれた。

「ん……、んぅ……っ！」

「わたくしたちは会場へ戻るわ。久しぶりにあの方とゆっくりお話するチャンスだもの。ここは朝まで使っていいわよ。ちゃんと鍵を閉めて。絶対に逃がしちゃ駄目よ」

「いい気味！　身の程知らずには相応しい罰だわ」

「不貞行為での婚約破棄だなんて、これ以上ない人生の汚点になるわね。もう絶対に社交界どころか世間の人の前には出て来られないでしょう」

　豪奢な扉が閉まる瞬間まで、ベアトリスを中心とした令嬢たちはソフィアの危機をクスクスとあざ笑う。

　三人きりになり、男たちのひとりが鍵をかける間にもう一方には天蓋付きのベッドへ放り投げられ、ソフィアは靴が脱げたことを気にする余裕もなく必死に声を振り絞った。

「い……や、近づかないで……！」

「殿下とは散々ヤッてるんだろ。今さら一晩遊んだくらいじゃバレねぇよ。あの方も今夜はあいつらの誰かとお愉しみじゃないのか。色気のある女に本気で誘惑されたら、まぁいいかって流されるのが男ってもんだ」

　勝手なことを言われ、悔し涙が浮かぶ。ジェラールはいつだってソフィアに対して誠実だった。自分への暴言よりも彼を侮辱されたことが許せない。

「殿下はあなたたちとは違うわ！」

「へぇ、どう違うんだ？　教えてくれよ」

　ひとりがベッドに上がり、マットが軋む。

　男なんてみんな同じなのに夢の見すぎだと、下品な男は半笑いでドレスの隙間からソフィアの身体を撫でてきて、彼女はびくりと身をすくめた。

「や、やめ……てっ」

「おお、こりゃいい。今回は当たりだな、見た目通りのすべらかな肌だ。お姫さまたちの嫉妬を買うのもうなずける。ここに痕を残したらまずいか」

　親指が鎖骨の下に食いこんで小さな痛みが走る。

　嫌がって身をよじると強い力でベッドに叩きつけられ、その拍子にネックレスの鎖が切れてしまう。ソフィアは必死に手を伸ばし、紫色の宝石をお守りのように握りしめた。

　──たすけて。

　男は抵抗できなくなったソフィアのドレスを脱がそうとして、途中でもどかしくなったのか力任せに破いていく。

　酔っぱらっていて正常な判断ができないのか、ジェラールの知るところになってもどうせ犯人捜しなどできない、大っぴらにすればソフィアともども余計な恥を重ねるだけだと思っているのだろう。ビリッと音がして胸もとが露わになると、男はいきなり乳房を鷲掴んで顔を押しつけてきた。

　ジェラールの触れ方とはあまりにも違う。恐怖心がこみ上げ、頭の中が真っ白になる。恐ろしいだけの愛撫に怯えきって、ソフィアはがたがたと震えた。

　こんな名前も知らない男たちにいいようにされるなんて嫌だ。純潔も純真も、ジェラールにすべて捧げると誓ったのに。

　その強い想いが、ソフィアに勇気を与えた。

「わたしに触らないで……！」

　ソフィアはギュッと目を瞑って足を振り上げる。

　それまで怯えるだけでおとなしかった少女に油断しきっていたらしい。男は股間を蹴り上げられて潰れた悲鳴を上げるとベッドの下に転がり落ちた。

「ぐっ、がぁ……っ」

「何しやがるっ！」

　仲間がやられて慌てたもうひとりの男がのしかかってくる。ソフィアはとっさにサイドテーブルの燭台を掴んで思いっきり投げつけた。

　避けようとして飛び退いた男の背がテーブルにぶつかり、派手な音を立てオードブルの皿や中身が入ったままのワイン瓶がグラスを巻きこんで落ちていく。

「ってぇな……！」

「やめてって言ったわ！」

「うるさい、黙れ！」

　床の上には割れた食器と食べ物が散らかってひどい有様だ。

　粉々になったグラスの向こうでは、扉の手前まで転がった瓶から零れた真紅のワインがわずかな隙間を伝って外の廊下へ流れ出していた。

　それに気づかない男たちは、再びソフィアを組み敷こうとする。

「いやあぁっ、う、むぐっ……！」

　悲鳴を上げようとすると口もとを押さえつけられた。

　だが、抵抗することを諦めようとは思わない。ソフィアが戻らないことにエリックもシャロンもそろそろ気づいたころだろう。妹のことを心配し、注意を促してきたベルトランもいつまで経っても戻ってこないソフィアに焦っているはずだ。

　ひょっとしたら、ジェラールも探してくれているかもしれない。

　──ガンッ！

　突然、分厚い扉に外側からの強い衝撃が走った。

「そこにいるのか!?　ソフィー！」

　ささやかなヒントは無事に外へ伝わったらしい。中の異変に気づき、答えを待たずに強引に蹴破られた扉の蝶番が壊れてだらりと垂れ下がる。

　硬直する男の下で押さえつけられていたソフィアは、美しい銀髪を乱したジェラールの姿を見た途端、涙腺が決壊した。

「……っ！」

「貴様ら……、よくも！」

　ジェラールは後を追ってきた友人たちの前で蒼白になった男の肩を掴み、思いきり殴りつける。そして制止の声も無視して靴の踵で股間を踏み潰した。

　味方のはずのエリックが痛ましそうに顔を背け、ベルトランが頬を引き攣らせても、ジェラールの怒りは収まらない。そのまま「ひぃっ！」とベッドの下で這いつくばって逃げようとする別の男の背中を踏みつけ、骨の折れる音がするほど蹴り上げた。

「ジェラール、もうその辺にしておきなよ。詳しい話が聞けなくなる」

「いつまでも彼女を放ってはおけないだろう」

「……っ、そうだ、ソフィー！」

　あまりの剣幕に声も出せず、ただただ震えるばかりのソフィアは氷の彫像のように冷たいジェラールの顔を見て息が止まりそうになる。

「い……や、いや……っ」

　結婚が決まった夜に、こんな失態を犯したのだ。叱られる、嫌われてしまうと思って、ごめんなさいと繰り返す。ジェラールはそんなソフィアに自分の上着を被せると、ぎゅうっと抱きしめて安堵のため息をついた。

「落ち着け」

「や、なの……っ」

「ソフィー。いや、ソフィア」

　彼は安心させるように額や頬や唇に口づけ、そっと背中をさする。しばらくして、ソフィアはようやく自分からジェラールの首にしがみ付いた。

「でん、か……」

「君が無事でよかった」

「わ、わたし……、ごめ……なさっ……」

「謝るな。目を離した私が悪かったんだ。君は何ひとつ悪くない」

　ジェラールはくしゃくしゃになった黒髪を撫でつけて、涙を舐め取っていく。

　しかし引き裂かれたドレスを見て怒りが再熱したのか、不安げなソフィアを強く抱きしめたまま気絶した男たちの懐を探る友人たちを鋭く一瞥した。

「身元は？」

「見覚えのない連中だ。所持金も少ない。今夜の招待客じゃないな。正門からこの身なりで入れるとは思えないから、誰かに手引きされて中に入ったんだろう。大方、勘当寸前の貴族の三男坊あたりだろうね。明日の朝までに調べさせるよ」

「すまない、おそらくベアトリスの仕業だ。もしかしたらジェラールが舞踏会にパートナーを伴うという噂を聞きつけて、この日を狙って準備していたのかもしれない。さっきシャロンが保護したという、うちの侍女に詳しく聞けばわかると思う。妹や他の者たちに脅されてすんなり話してくれるとは限らないが、私からの保護や補償と引き換えに証言してもらおう」

　ベルトランは固い声で言うと、右手で顔を覆ってしまう。

「それにしてもあの子はなんてことを……」

　彼のせいではないが、実際ベアトリスらしき女が関わっているのは間違いなさそうだ。ソフィアは何も言えずにうつむいた。

「……おまえの妹は根っからの悪人じゃない。他の誰かに唆されるうちにエスカレートしてしまったんだろう。そういうことにしておく」

「本当にすまなかった。ソフィア嬢にも申し訳ないことを。この件は父の耳に入れた後、改めて謝罪に伺いたい」

「二度目はないとカルヴァス侯爵にも強く言っておけ」

　謝罪するベルトランに、ジェラールは淡々と言った。

　──そんなときだった。

「無礼な女ね！　わたくしを誰だと思っているの!?　今すぐこの手を離しなさいっ」

「絶対に離すものですか！　疑いが晴れるまで逃がさないわ！」

「貧乏伯爵家のっ……妾腹の娘風情が偉そうに！」

「今は公爵夫人よ！　そんなに身分を気にするなら観念なさったら！　あなたは侯爵令嬢でしょう。おとなしく私の言うことを聞きなさい！」

　廊下のほうが騒がしくなり、もつれるようにして部屋の中に人が入ってくる。黒い巻き毛が美しい令嬢──ベアトリスと、彼女の腕を掴んだシャロンだ。

　ベアトリスの美貌は常に衆人の注目の的と言うから、他の者と違い大広間でジェラールに話しかける前にシャロンに捕まってしまったのかもしれない。

　一瞬、目が合う。けれど彼女の関心はすぐにソフィアから隣へ移り、苛立たし気な表情が驚愕に変わったかと思うと、みるみる間に蒼ざめていった。

「なぜこちらにジェラールさまが……。新年を祝う大事な舞踏会の最中ですのに……」

「愛しい婚約者の姿が見えなければ、誰だって心配する」

「……っ」

　彼女はジェラールの答えを聞いて唇を引き結ぶ。どんなに悔しくても、プライドを捨てて取り乱し、喚き散らすような振る舞いを彼に見せたくないのだろう。

　状況から自分のしでかしたことがすべて知られていると察してもなお、一途にジェラールだけを見つめる姿は恋の殉教者のようだ。傍目にもベアトリスがジェラールを深く慕っていることは明らかだった。

　でも、ジェラールのことはソフィアだって譲れない。

「エリック、お前はシャロンとベルトランを連れて外へ出ていろ」

　まるで心を読んだかのように、ジェラールが言った。

「……行こう」

　それぞれが心配そうな顔をして部屋を出ていくと、ジェラールはソフィアを抱きしめたまま真っすぐにベアトリスを睨みつける。

　彼女はいよいよ後がないことを悟ったのか、意を決したように美しく微笑んだ。

「ごあいさつが遅れましたわね。ごきげんよう、ジェラールさま」

「久しいな」

「いくらお誘いしても色良いお返事をくださらないのだもの」

　ベアトリスは、ソフィアも無様に転がる男たちもそこにいないかのように話をする。

　その様子は異常とも言えたが、ソフィアは彼女の震えが収まっていないことに気づき、怒りの矛先を見失った。

　精いっぱいの虚勢なのだと、もう引くに引けないのだと、わかってしまったのだ。

　ジェラールの瞳は冷え冷えとしていて、軽蔑の色さえ浮かんでいる。

　彼はベアトリスがどんなに言葉を尽くそうと許すことはないだろう。友人の妹という立場や有力貴族の娘という身分さえも関係がない。

　彼女とこの場から逃げた他の令嬢たちは、今回の一件でひどくジェラールの怒りに触れた。

　ソフィアは何も言えずに、ただじっとベアトリスを見つめていた。

　その態度が、ジェラールの腕の中で自分の勝利を誇っているように見えたらしい。彼女はソフィアを無視するのをやめて、爛々と輝く黒い瞳に憎悪をこめてきた。

「初めまして、ソフィアさま。いったいどうなさったの、そんな卑猥な恰好で。まさかそこに伸びている男たちに乱暴でもされたのかしら？」

「……っ、いいえ！　殿下が助けてくださいました！」

　急に話しかけられて驚いたが、ベアトリスの仕打ちを糾弾するより、ジェラールに何もなかったことをわかって欲しい。強く否定して、身の潔白を訴えた。

「服を破かれただけです。何もされていません」

「まあ！　どこの誰とも知れぬ者たちに肌を晒したの？　王太子妃となられる方がずいぶんと迂闊だわ。あなたが休憩室に連れこまれ、襲われたと噂になっても仕方がない状況よ。それどころか、結婚前に羽目を外したくて本当はあなたから誘ったのではないかと疑われても……」

「何を言う、ベアトリス！」

「彼女に隙があるからですわ、ジェラールさま。ええ、今ならまだ間に合います。一時の感情で大切なお妃選びを失敗されるなんてあなたらしくありません。この国を思う侯爵家の娘として一緒に女王陛下のもとへ参りますから、このような婚約は撤回していただきましょう」

　ベアトリスは、さも素晴らしい提案であるかのように口にする。だが、彼女の言葉はジェラールの意志をまったく揺るがせなかった。

　軽蔑を含んだまなざしは変わらず、深いため息まで漏らす。

「いい加減にしろ。友人の妹がそこまで愚かだと思いたくない」

　不快感を隠そうともしないジェラールの様子は、彼に恋する女性の心を傷つけるのには十分で、ベアトリスの美しい瞳は涙で潤んでいた。

「ベアトリス、君に泣く資格があるとでも？　汚いものを見せるな」

「も、申し訳ございません……っ」

「謝罪する相手は別にいるだろう」

　ジェラールはソフィアの腰を抱いたままベアトリスに近づくと、彼女の艶やかな黒髪を飾る大輪の薔薇の花を掴んでグシャリと握り潰す。

「いくら友人の身内でも許せることと許せないことがある。私からソフィアを奪う者は敵だ。この国で平穏に暮らせると思うな」

「ひどい……っ、ジェラールさま！　わたくしは、ただあなたのことが」

「うるさい。いいか、今度ソフィアに指一本でも触れてみろ。地の果てまでも追いかけて、考え得る限りの辱めを与えてやる。ああ、そうだな、君が汚らしい男たちに凌辱される様子を、私は笑いながら観賞してやろう」

「ひっ……」

「ベルトランに免じて一度だけ見逃してやる。自慢の身体を、君が日ごろ小馬鹿にしている平民どころか、地下牢の罪人たちに弄ばれたくなければおとなしくしていることだ」

　ジェラールはベアトリスが想いを告げることすら許さない。

　ジェラールの冷徹な態度と具体的な脅し文句に真っ青になったベアトリスは、ふらりと床に倒れ込んでしまう。何か弁明しようとしていたが、言葉にならないのか苦しそうに喘いでボロボロと泣き始めた。

「殿下、ベアトリスさまが……！」

「知ったことか。行こう、付き合わせて悪かった」

　ジェラールは忌々しげに吐き捨てる一方で、ソフィアには優しく声をかける。

　彼を怖いと思うのと同時に優越感を抱いてしまい、ソフィアは自分の傲慢さを恥じた。

　あんなに美しい人より自分を選んでくれたことが嬉しいだなんて、自分に敵対する者に対してはいくらでも残酷になれるジェラールの姿に愛情を感じるなんて、なんて醜いのだろう。

　とても顔を上げることができずにいると、傷ついていると思われたらしく、不安そうになだめられる。

「ソフィア、私が大切にしたい女性は君だけだ。ベアトリスに優しくしたいと思う人間は他にいる」

　手を引かれて廊下へ出ると、難しい顔をして待っていたベルトランが入れ違いで入っていく。扉の向こうからは微かに嗚咽が漏れてきた。

「気の強いベアトリスが号泣するなんて、いったいどんな振り方をしたんだい？」

「どうだっていいだろう。私のものを傷つけようとした報いだ。一歩間違えればソフィアの身が危うかった。気遣う必要を感じない」

「確かにギリギリで間に合ったね。この広大な王宮で見失ったら捜し出すのは難しいから、今回は運がよかった。ベルトランには悪いけど罰は必要だよ。もちろん、素知らぬ顔で逃げた子たちにも厳しいものを」

　穏やかな口ぶりながらものすごく怒っているのか、エリックも相手の立場や気持ちに同情するつもりは一切ないようだ。

「ここは僕が預かろう。君はその子を連れて帰るといい。今夜はもう、女王陛下もようやく身を固めることにした息子の恋路を邪魔したりしないだろうから」

「頼めるか」

「任せておいて。そのかわり、上手くやりなよ」

　エリックに背中を叩かれ、ジェラールは迷うことなくソフィアを抱き上げる。

「殿下、これを」

　人払いをしていたらしいシャロンがちょうどいいタイミングで駆け寄ってきて、クロークから取ってきたコートをソフィアにそっと掛けてくれた。

「ローレンスに言って馬車を用意させました。突き当たりの裏口から出てください」

「ああ。エリック、できた妻を持ったな」

「僕の一番の自慢だよ。そのうち愛妻家同盟でも作ろうか」

「悪くない提案だ」

　ジェラールは最後に軽口を叩き、ソフィアを抱いたまま外へ向かう。

　シャロンのお陰ですれ違う者はなく、誰かに見られて脚色された噂にでもなったらどうしようと心配していたソフィアはほっとしたが、道すがらふたりの間に会話はない。ジェラールに声をかけようにも、いろんなことが一遍に起きて何から話せばいいのかわからなかった。

（馬車に乗ったら……ちゃんと今の気持ちを伝えなくちゃ……）

　冷たい雪が降り始めた空の下、ソフィアは静かに目を閉じた。





◆　◆　◆






「んっ！」

　本当は少し期待していた。ふたりきりになれば、ジェラールが自分の肌に残る不快な感触を上書きしてくれるのではないか、と。

　だから彼の手が愛撫するように動いたとき、ソフィアはどこか安堵した。

「殿下」

「もう一時も待てない」

　その一言で、聖夜の甘く淫らな触れ合いがソフィアの脳裏に蘇る。

　ジェラールと肌を重ねる悦び──クリスマスの夜に知った幸せには、まだ続きがあるのだ。あれだって一生に一度の経験だと思ったくらいなのに、もっともっと深くつながれるという。

　しかしここはまだ馬車の中だ。

　四人乗りのキャリッジには十分な広さがあり、黒革の椅子も座り心地は上々だったが、素直に身を任せていい場所ではない。それにいくらベルフォール王宮の敷地が広大でも、王太子の宮殿までは十五分もあれば着いてしまう。

　戸惑っていると、ジェラールはソフィアを椅子に座らせて自分は床に跪いた。

「え、何を……!?」

「座っていろ」

　驚いて立ち上がろうとすると押しとどめられ、優しい手つきで右手を撫でられる。彼はソフィアがずっと握り締めていた宝石に気づいて表情を緩めた。

「私が贈ったものだな。馬車に戻ったときにはもうネックレスを身につけていなかったから、てっきり奪い取られたと思っていた」

「いいえっ、これは大事な物だから絶対に手離しません！」

　先ほどの怖い出来事を思い出し、つい感情が昂ってしまう。見知らぬ男たちへの嫌悪感はもちろん、大切な贈り物を台無しにされたことへの悔しさがこみ上げてきた。

「わたし、嫌だったんです。あなたじゃないから、すごくすごく気持ち悪くて……ベタベタ触られてとても嫌だったの！」

「わかっている。君が諦めていたらきっと見つけられなかった。よく頑張ったな」

　元は素敵なネックレスだったのに、ソフィアの手もとに残ったのは大粒のアメジストだけだ。ほかの宝石はぜんぶ、ぐちゃぐちゃになったベッドの上に散らばっていた。

　取りに戻ればいいのだろうが、ジェラールは曰くつきになったダイヤモンドなど捨て置けと言ってソフィアの勇気と行動力を褒めた。

　そのまなざしは温かで、ベアトリスや見知らぬ男たちに向けた冷たく鋭い視線とはまったく違う。こんなにも優しい人に心配をかけたばかりか、ずっと嘘をついていたことを後悔した。

「殿下っ……あの、わたし、他にも謝らなければいけないことがあって……！」

「記憶がないと偽っていた件か？」

「はい。本当は女王陛下に言い当てられる前から……、憂いの森で拾っていただいたときから自分が何者なのかわかっていたんです。なのに、家に戻りたくないばかりに記憶がないなんて嘘を……。許していただけるとは思っていません。でも謝らせてください。今まであなたの優しい気持ちに甘えてしまい申し訳ありませんでした」

　ありったけの勇気を振り絞って頭を下げると、ジェラールはそれをすぐに遮ってソフィアを抱きしめる。

「君の嘘は誰かを傷つけるようなものじゃない。むしろ私にとっては都合よく囲いこむ理由にしかならなかった。謝るとしたら私のほうだ。恐ろしい目に遭わせてすまなかった。ベアトリスが行動に出る前にもっとハッキリとはね退けるべきだった」

　ジェラールはドレスの無残な様子に眉を寄せて、ソフィアの頬をひと撫でするとティアラを外す。そして乱れていた髪を梳きながら、ほっそりとした首筋に吸いついた。

「うっ……ン、ん」

　カタンと小さく馬車が揺れる。反動でふらつく身体を押さえつけ、唇にするときより強く甘噛みした。

　消毒のつもりなのか、くり返されるキスの感触がくすぐったい。微かに笑みをこぼすと、ジェラールがほっとしたのがわかった。

　大きな手はソフィアを怖がらせないよう胸の膨らみに触れていく。ただ、ほんの数時間前まで美しかったドレスは今、フロント部分が臍の辺りまで破れ、儚げなリボンやレースもほつれていた。

　やましいことなど何もなくてもあまり彼に見られたくない格好だ。思わず唇を噛むと、ジェラールはまたやんわりと口づけを落とし始める。

「殿下……」

　危ないところを助けてもらえて嬉しかったが、最初からもっと上手く立ち回ることができていれば、彼を煩わせることもなく、傷つく人だって減っただろう。

　ジェラールは落ちこんだ様子のソフィアの背中を優しく叩き、気遣いながらも流れるような動きで厚手のコートとジャケットを脱がせていく。

　こんな状況でもいつもと変わらない様子が安心感を与えてくれる一方で、それが女慣れしている証拠のような気がして少し悲しい。

　社交界デビューしたばかりで、女性としての魅力に乏しい自分が嫌になる。

　黒い髪も灰色がかった緑色の瞳も地味で、もっと──そう、美しく華やかな容姿をもつ妹のようだったらと、ないものねだりをしたくなった。

　だがジェラールは特にがっかりとした様子もなく、ソフィアの服をどんどんはだけさせていく。器用にドレスの後ろをくつろげて腰を締め上げる紐を解かれると、重たいコルセットが外れて呼吸が楽になった。

　シルクとレースのシュミーズドレスの下はもう裸だったが、寒さより羞恥心から身震いする。この期に及んでジェラールの欲をそそるほど魅惑的な身体だとは思えないため、ソフィアはつい念を押してしまった。

「女王陛下のご命令でわたしなどが殿下と結婚することになってしまいましたが、嫌気が差したらいつでもおっしゃってくださいね。なるべくあなたの視界に入らないようにしますから」

　本当は素っ気なくされたらと思うと胸が潰れそうだ。でも、ソフィアには足りないものが多すぎる。

　ジェラールの気持ちをいまいち信じ切れずに後ろ向きの発言をしてしまう。

「至らないことばかりでごめんなさい……」

「誰かに何か言われたのか？」

　ソフィアは無言で首を振ったが、もし自分が妹のように母に似ていたらもっと綺麗で胸も大きかったのに、と思うと切ない。

　今後ロザリアが結婚式に招待されて顔を合わせれば、いくら優しいジェラールだって花嫁より彼女のほうがずっと愛らしいと感じるだろう。実物を見てやはり妹のほうを手元に置いておきたいと心変わりするのは間違いない。

　ジェラールと過ごした日々を振り返り、まさかこの方に限って……と信じたい反面、彼が本気で望めば女王陛下の決定すら覆りそうで怖かった。

　それに、ソフィアにはこの結婚話に関してもうひとつ気になることがある。

　大陸一の大国、ベルフォール王国の王太子が婚約したともなれば大ニュースだ。

　正式発表の準備が整うまでは緘口令が敷かれるそうだが、数日中にはノイシュタット国王のもとにも内々に話がいくので、いずれはグランエッタの領民の耳にも届く。

　生贄として死んだはずの『水神の花嫁』が生き延びて隣国の王子の妃になるなんてまるで夢物語のようだが、ソフィアは自ら志願したくせに役目を果たせなかった、いわば出来損ないだ。裏切りと感じる者だっているだろう。

　人の役に立つどころか、リモージュ家の評判を落としかねない。

（わたしが失敗したと知られれば儀式はどうなるの？　やり直すのかしら……？）

　ソフィアは、『水神の花嫁』となって助かった者を知らない。必ず亡くなっている。領主の娘だからズルをして生き残ったと、父が責められることになりはしないだろうか。

　何より、新たに生贄役が選出されたら元も子もなかった。

　先が読めずに暗い顔をしていると、強い力で顎を掴まれる。

「ソフィア、今君が考えるべきは私のことだけだ。そうだな？」

「……っ、はい」

　ジェラールの指摘は当たり前のことなのに、身の振り方を考えれば考えるほど不安になって気が気ではない。それでも素直に反省して、おずおずと彼を見上げる。

　でもジェラールはまだ不服そうだ。

　なぜだろう。よそ見などしていないし、ソフィアはもうきちんと自分の胸の奥にある甘くて切ない感情が何であるのかもわかっている。

　これは恋──、初恋だった。

　だから不安はあっても純潔を捧げることに迷いはない。逆に彼以外の誰かに奪われるくらいなら、舌を噛み切って死んでしまったほうがましだと思う。

　ソフィアは自分の気持ちが上手く伝わらないもどかしさから、そろりと手を伸ばしてジェラールの頬に触れてみる。今までの感謝と好意を伝えたくて口づけると、少しかさついた男らしい唇が自分の名を呼んだ。

　ソフィア、と囁く声に胸がときめく。

「あなたが好き……」

　心が傾くまま想いを告げると、息をのむ気配がした。

「本当に？」

「わたしが差し出せるものなら、すべて捧げます」

　だから幸せになって欲しい。そのために、ジェラールが望むのならできるだけのことはしたいと思う。

　返事を待たずに瞼を閉じれば、今度は彼からのキスが落ちてくる。何度も柔らかく唇を啄ばまれるうちに、身体からよけいな力が抜けていった。

「ソフィア、私の花嫁。君を愛してる」

「ん、ふぁ……っ」

　ジェラールの口づけはソフィアの好きなもののひとつだ。

　教えられた通りに彼の舌を迎え入れると、当たり前のように口腔を舐められてピクンと肩が跳ねる。ジェラールはソフィアの反応を窺いながらシュミーズドレスを掻き乱し、冷たい外気の感触を遠ざけるように肌を撫でてきた。

「あっ……あ、胸……」

「小ぶりだが綺麗な形だ。ピンク色の乳首も初々しくて可愛い」

「や、かわい……だなんて。何度も……触っているのに、飽きませんか……？」

「この程度で？　まさか」

「は、ぁ……っ、あの、こういうことは、何をしたらおしまいなんですか？　わたしはどうすれば……。ぜんぶ……、ぜんぶしたら……もう触れてくださらないの？」

「だから君はっ……、あまり煽るようなことを言うんじゃない」

　恥を忍んでの言葉は、なぜか彼の琴線に触れたらしい。

　ジェラールはソフィアの胸を手のひら全体で揉むと、親指と人差し指の合間から押し出した乳首をねっとりと舐め上げる。

「ひんっ」

　ざらつく舌の感触がダイレクトに伝わってきて、腹の奥がじぃんと疼くのがわかった。

「相変わらず敏感だな。ほら、ここはこんなにもぷっくりとして私を誘っている。たっぷり時間をかけて舌で舐め転がしてやったら、もっといやらしく尖って熟れた色になるんじゃないか？」

「知らなっ……ぁ、い、んんぅ！」

　唾液で濡れた乳首の根元をしごかれ、また肩が跳ねる。そこはジェラールの言う通り少しずつ変化していて、ふと視線を向けてしまったソフィアは慌てて目を逸らした。

　グランエッタにいたころは何も知らなかったのに、彼に出会ってから自分がずいぶんとふしだらな女になったことを実感する。きっかけさえあれば、こんなふうにいくらでも淫らな姿を晒せるのだ。ジェラールの指や唇が肌に触れると、恥ずかしいのにもっと触って欲しいと自ら続きを求めそうになった。

「……くち、だめ……っ、感じちゃ……う。殿下ぁ……」

「ジェラールだ、ソフィア。そう呼べ」

「ふ……ぅ。ジェラール、さま……？」

「それでいい」

　特別な呼び方を許され、何だか切なくて目には涙が浮かぶ。ジェラールがそんなソフィアを愛おしんでゆっくりと舌を這わせるせいで、もどかしさを覚えた。

「ん、や……あぁ……」

　ふたりきりの馬車の中に潤んだ声が響く。さすがに馬の駆ける音に紛れて遠くまでは届いていないはずだが、御者台で手綱を操る執事の耳には聞こえているかもしれない。

　ソフィアは甘く痺れるような刺激が走るたび、どうにか堪えようと眉根を寄せたが無駄だった。

「ローレンスのことなら大丈夫だ。いないものと思ってかまわない」

「で……も、……っ」

「私の愛撫に集中していろ」

　ジェラールは芯をもった乳首に吸いついたまま、わざとレロリとてっぺんを舐めては上目遣いで微笑んだ。

　ソフィアは胸と視覚の両方から広がる愉悦に抗えず、乱れた吐息を零す。それを見て、彼はようやく太腿へ手を伸ばしてなぞるように撫でると、蜜で湿り始めた下穿きを指でつついた。

「あ、ぁっ」

　まだ唇と胸を弄られただけなのにぬちゃぬちゃと粘った音が響いてきそうで、ソフィアは身じろぐこともできない。甘痒い焦燥感が身体を蝕み始めている。

「はぁ……んっ、ジェラールさまぁ……っ」

　もっとちゃんと触って欲しくなり、ソフィアは我慢できずにジェラールの首筋に口づけた。

　するとおねだりが成功したのか、骨ばった指が下着の中まで滑りこみ、薄い恥毛を撫でて下がっていく。恥ずかしい場所をなぞり上げられ、ぬめりが広がった。

　同時に胸の頂きをきつく吸われると、痺れるような快感がわき上がる。

「あっ、や、あぁっ」

　ジェラールの指と舌が肌を這い回るうちに、自然と彼が触れやすいよう身体のこわばりが解けていった。

「感じているな。指が濡れた音を立てている」

「恥ずかし……こと、言わないで……」

　徐々に呼吸が荒くなり、ソフィアは椅子の縁を弱々しく掴む。

　ジェラールはその様を見下ろして笑うと、秘めやかに蠢く小さな穴の奥へ指を沈めていった。

「いっ、ぁ……あ、ひっ……うぅっ！」

　わずかな抵抗を物ともせずに異物がぬぬっと押し入り、すぐに浅瀬を目いっぱい突かれる。深い挿入感はないものの、セックスに慣れないソフィアには十分な衝撃だ。反射的に硬い指を引き絞るように締めつけると、ジェラールの喉がゴクリと鳴った。

「君は誘うのが上手い」

「いやっ、やっ……ン！」

　彼は欲情したまなざしを向けながら膣内に埋めた指を動かし、逆の手では乳首を弄り出す。内側から響く痛み混じりの刺激と胸の突起を疼かせる快楽のせいで、ソフィアはまたはしたない声で喘いでしまった。

　次第に前のめりになり、もたれかかるような恰好ですがりついても愛撫は止まない。

　ジェラールは自分に翻弄される姿が気に入ったのか、何度も何度も抽送を繰り返してキュウキュウと締めつける内壁の感触を愉しんだ。そして突然膝の後ろに手を入れたかと思うと、ソフィアの腰を浮かせて邪魔な下着を脱がせてしまう。

　丸見えになった花びらに息を吹きかけられ、拒む間もなく吸いつかれた。

「ひゃっ、ぁっ、あっ……やめっ……ぃ、やあぁ……っ！」

　白い脚の間に美しい銀の髪が見える。

　彼は一度抜いてから再び挿入した指で入り口を拡げると、尖らせた舌を差し入れてグチュグチュと舐め回し、桃色の粘膜を熱く蕩かせていった。

　一国の王子に何をさせているのだという躊躇と、自分のためにしてくれているのだという嬉しさが胸の奥でせめぎ合う。そのうち秘部を弄る指が少しずつ奥へ進み、いやらしい動きで膣壁を擦り出した。

「だ……め、だめぇ……ジェラ……ル、さま……」

　ソフィアは全身を羞恥に染めながらもうだめと訴えたが、とめどなく唾液を注がれたお陰で滑りが良くなり、些細な刺激にも感じて爪先まで震えが走る。まだ鞘に包まれたままの肉芽にキスされると、前かがみになっていた身体がビクンッと反り返った。

「ひゃんっ、ンっ、そこ……なめちゃ、や……っ」

　何とか脚を閉じようとしても許してもらえない。むしろジェラールに内側から軽く押されただけで容易く開いてしまう。

　ソフィアは背もたれに背中を押しつけながら、甘ったるい嬌声を上げた。

「あっ、あ、ああぁ……っ」

「良くなってきたか？　一度このままイカせてやる」

　ジェラールはソフィアが素直に感じているのを見て、ますます大胆に指を遊ばせる。

「んくッ……ン、はあ……っ、あ、あっ、ぁ……っ」

　ぐちぐちっ、ぐちゅっとさまざまな角度で突き上げられ、とりわけ反応がよかった場所を重点的に愛撫されると、汗ばんだ太股が小刻みに痙攣し始めた。

「いやっ、いやぁっ……！　くるっ……きちゃ、う……っ、こわいっ」

　自分の身体なのに思い通りに動いてくれない。

　ジェラールは溺れた子猫のように抱きついてくるソフィアを支えると、汗の浮かんだ乳房を揉みしだき、愛液でベトベトの肉芽を思いきり扱く。同時につぶつぶとした膣天井を引っ掻かれて、ソフィアの口からはあえかな声が漏れた。

　わき上がる快感で背筋が痺れる。自分でもはしたないと思うほど、掻き混ぜられた膣内がどうしようもなくざわめき痙攣するのを感じた。

「あっ、あ、あ、イク、だめっ……もっ、いく……の、いっちゃう……っ」

　絶頂の寸前、艶めかしい囁き声で耳からも犯される。

「見せて」

　ジェラールにぜんぶ見られている、大好きな人に達する姿まで晒してしまう──。そう意識すると、言葉では言い尽くせないほどの快感に押し流された。

「ひぅっ！　や……あっ、あ……いっ、ぁ、あああぁ……ッ！」

　ソフィアは小さな下の口で太い指をしゃぶりながら、胸の先まで尖らせて、がく、がくっと震える。

　クリスマスの夜と同じだ。とろっとろに蕩けて膣がうねる。ジェラールの強い視線を感じているのに、小刻みに痙攣する内壁を激しく突かれると目の前が真っ白になった。

「ん、はあっ……はあっ……」

　ただただ気持ちがいい。ほかに何も考えられない。

　惜しみなく与えられた快感に身を任せて甘ったるい息を吐く。

　だが、しばらくしてぬぷぷっと粘ついた音を立てて指を引き抜かれると、ソフィアは自分の立場を思い出して頬を染めた。

　きちんと夜会服を着たままのジェラールとは違い、自分は思わず目を背けたくなるほどのひどい有様だ。

　ドレスもシュミーズドレスもかろうじて引っかかっているような状態で、無防備に晒した首や肩はうっすらと上気して汗が浮かび、ほつれた髪が張りついていた。

「やだ……もっ、やぁ……」

　恥ずかしさで居たたまれなくなり、むずがって振り上げた脚が小窓に当たってハッとする。馬車の振動はいつの間にか止んでいた。

　御者を務めるローレンスから声がかからないのは、確実に中で何をしていたのかばれているせいだ。

　ソフィアはジェラールのように平然とはできず、今度こそ真っ赤になって顔を覆う。すると彼は、ソフィアの衣服の乱れを直すこともなくコートで包みこんだ。

「少し寒いだろうが、我慢してくれ」

「え……、きゃっ！」

　抱きかかえられて外に出る。ふわりふわりと雪が舞う中、宮殿の入り口ではローレンスが主人を出迎える準備を整えていた。

　ソフィアに配慮してか、エントランスホールの暖炉では薪が燃えていてほのかに暖かい。出迎えた使用人も自分付きの侍女のみだった。

　そのうちのひとりが先導して階段を上る。コートの下から覗くのは爪先だけとはいえ、ソフィアはとても顔を上げることができない。先ほどの行為の余韻で甘い吐息を零しながら、できるだけジェラールにすがりつき、彼の肩口へ顔を押しつけた。

　ふいに、二階へ向かう階段の途中でジェラールの足が止まる。付き従う者たちも戸惑った様子だが、急に口づけられ、ソフィアは驚いてしまった。

「ン、んんぅっ!?」

「ローレンス、人払いを」

「殿下、寝室までもう少しです。ここではあまりにも……」

「早くしろ！」

　切羽詰まった声がして突然コートの中に手が入ってくる。冷たさよりも淫らな動きに目を瞠ると、顔を伏せた使用人たちが全員駆け足で走り去って行った。

　ソフィアは、ジェラールとふたりきりで大階段の踊り場に取り残されたことを知る。

「すまない。君が可愛らしくて一秒たりとも我慢できない」

「ジェラールさま……？」

「私は十分待った」

　熱い吐息が肌をくすぐる。ジェラールはソフィアを床に下ろし、手すりの前まで追い詰めると逃げられないように立ちふさがった。

　肩に羽織ったコートの下はほとんど裸だ。ジェラールはソフィアの身体にお情け程度に絡まるドレスを掴むと、勢いよく剥ぎ取った。

「なっ……!?」

「暴れるなよ」

　緊張からか興奮からか、寒さを感じないかわりに羞恥心で顔が熱い。ここがどこか忘れたような手つきで下肢の肉芽を扱かれると、膝が震えてしまった。

「ひ……ぁっ」

「ソフィア……」

　まっすぐに注がれる視線は欲望で濡れている。ジェラールの表情は雄そのものだ。

　いつもはもっと余裕のある態度で接してくれるのに、今は一刻も早くソフィアを自分のものにしたいと雄弁に語っていた。

「もう少し拡げてやりたかったが、限界だ」

「うそ……、本当にこんなところで……？」

　エントランスホールから続く大階段はシャンデリアの光を浴びて美しく輝いている。それに、かなり開放的で声も響く。秘め事には向かない。

　大事にする、愛していると言われたが、ソフィアは怖気づいて首を振った。

「い、いくら人払いしたからって……やめて。恥ずかしいもの……無理です」

「恨み言は後で聞く。好きなだけ詰っていい」

「……っ、待ってください、おねが……怖いのっ」

「駄目だ。今すぐ君の中に入って、突いて、出したい。ソフィア」

「ジェラールさまっ……」

　静止の言葉は軽く流され、階段の手すりに寄りかかった不安定な姿勢のまま求められる。左脚を膝の裏から抱えられて抗うが、もともと体格差がある上に達したばかりで身体に力が入らない。

　バランスを崩せばふたりとも階下へ転落する可能性だってあるのに──。

　ジェラールはソフィアを無視してスラックスをくつろげる。熱く太いものが蜜口を探るように秘めやかな凹凸を滑り、濡れそぼった入り口をとらえた。

「いやっ……まっ、わたし……っ、あ、ぁっ、ひぐっ……！」

「逃げるな」

　グジュリと性器同士の淫らな交接音が響き、中から愛液が押し出され溢れていく。

「いっ、痛……！　あ、あああぁ……ッ！」

　ソフィアは突然もたらされた、引き裂くような鋭い痛みに顎を跳ね上げた。

　しかし、ジェラールに身体を離すつもりはないようだ。本能的に逃げ出そうとするソフィアの腰を抱き寄せると、脚をさらに開かせて挿入の角度を深くした。

「ひっ……ぁ、あうぅ……！」

「は……」

　ジェラールの雄芯は初々しい抵抗をねじ伏せながら、ひときわ狭い場所をぐいぐいと圧迫して無理やり拓いていく。ぐんっと弾みをつけて下から突かれると、反動で押し上げられた子宮がわななき、ソフィアは声にならない悲鳴を上げた。

　指では決して届かない場所まで太いものが入りこんでいる。腹の中で何かが破れた感覚が広がってひどい痛みに舌が喘いだ。

　ソフィアは必死にジェラールの胸にすがりつき、爪を立ててしまったことにも気づかずにぽろぽろと涙をこぼした。

「ん……ふぇっ、も、や、いやぁ……っ」

　慎ましい処女穴は痛々しいまでに拡げられ、これ以上は入らないほど太いもので貫かれている。

　痛くて苦しくて堪らない。

　半開きの唇が浅い呼吸を繰り返して、重い衝撃を逃がそうとした。

　つながったところから血が滲み、ガクガクと震える脚を伝い落ちて真っ白な大理石に色をつける。一生に一度の破瓜の痛みは、ソフィアの想像を遥かに超えていた。

　その様子に満足感を覚える男がいることなど知らず、ジェラールの腕の中で泣く。

「おく、はいらなっ……で、熱いの、もぅ、いっぱ……い」

　ソフィアは必死につらいのだと訴える。しかし彼は可愛いと囁くだけで離れようとしない。それどころか、まだ狭い内壁を味わうようにゆっくりと律動し始めた。

「やっ、あ、ぁ、やぁ……っ」

「大丈夫だ。ちゃんとぜんぶ呑みこめている。偉いな」

「うっ……くっ、う……あっ……ふ……」

「こうして動いたほうが早く終わる。だから協力してくれ」

　反射的に彼のものを締めつけると、それはあからさまに質量を増す。

「あっ、ぁ、ああっ！」

　処女を失ったばかりの身体に自分の形を覚えこませたいのか、ジェラールは浅い抜き差しを繰り返し、頃合いを見計らって挿入の深さを変えながら、最後はまた硬くふくらんだ亀頭で子宮口をノックした。

　容赦のない動きだったが、ソフィアの肉襞は彼のものをしゃぶるように絡みつく。

　途端に眉間に皺を寄せるジェラールの表情が艶めかしくて目を逸らせない。

「くっ……ふぅっ……うっ、ジェラールさま……」

　もしかして彼も苦しさに耐えているのだろうか。

「ん、ぁ……。い、痛く……ない？　あなたは……、だいじょう、ぶ？」

　ソフィアは驚いた様子のジェラールを見つめ返して、両手で頬をそっと包んだ。

「痛いの……？　ど……すれば……ぁ、わたしだけじゃ、ないのに……」

　身体の真ん中に太い杭を打たれ、つながった場所はジクジクと熱をもっている。指で愛撫されたときとは比べものにならない衝撃だった。

　ジェラールも本当は苦しいのかもしれないと思って彼の首の後ろへ手を伸ばす。ソフィア、と呟く声がして首をかしげると、ジェラールは端整な顔を歪めた。

「大丈夫なものか……。君は私を殺す気か」

「ふぇ……っン、ん……く……っ」

　答えを聞いて申し訳ない気持ちになってくる。つらそうにため息を吐く姿を目の当たりにして、彼も気持ちがいいだけではないのだと誤解した。

　確かに強引だったが、ジェラールはこれまでたくさん快楽を与えてくれたのに、ソフィアは奉仕されるばかりで何も返せていない。手慣れた女性のように愉しませることは無理でも、クリスマスの夜のように満足してもらいたかった。

「ね……、う、動いて……」

　あのとき彼がどんなふうに快楽を引き起こしたのか思い浮かべ、誘いをかける。

「自分のこと……ばかりで、ごめんなさい。は……ぁ、あなたが……つらいのはいや。この前みたいに、すれ……ば、いいのでしょう？」

「何を……」

「おねがい。我慢しないで」

　ジェラールは絶句し、ソフィアがぎこちなく腰を揺らめかせたところでそれを止める。きつく結んだ唇を舐めて開かされ、思わず苦しそうな声を上げてしまった。

「んぁっ、いっ……いた、ぁあ……！」

「今のは君が悪い」

「ンンっ……んっ、うっ……んうぅっ」

　言葉の意味はきちんと理解できなかったが、ジェラールは肉棒をギリギリまで引き抜き、またずぶずぶと挿入してくる。腰を掴んでいた手にもグッと力がこめられて、ゆったりとした大きな動きで膣内を引っ掻き回された。

　ソフィアの灰色がかった緑の瞳に涙が滲み、はらはらと頬をすべり落ちていく。

　痛くて苦しいのをどうにか我慢できたのは、ジェラールが自分だけを見ているからだ。ソフィアは彼の首筋に顔を埋め、唇で肌をなぞり、耳もとに口づける。ジェラールはくすぐったそうに笑うと、ソフィアの身体が浮くほど激しく腰を使い始めた。

「あっ、あ、あ、ああぁッ」

　リズムにあわせ胸の頂きを指腹で転がされて、きゅんっと蜜口が締まる。弾けんばかりに怒張した亀頭が膣の奥底にぶつかってコツコツと突き上げてきた。

「ふっ、あっ、やぁっ……ぁ、くうぅンっ」

　そこはまだ痛みしか感じられない。でも肌を擦り合わせ、ぴったりとつながっていることが実感できて嬉しくなる。

　淫らな水音が開放的な空間に響き渡った。

「はっ……ぁ、はあ……っ、ジェラ……ルさまぁ……っ」

　少しずつ抽送が早くなっていき、嬌声が途切れなくなる。

　ジェラールはソフィアの内腿に手を置いて、美しい手すりに押しつけるように開かせると、未成熟な身体をねっとりと責め立ててきた。

「やっ、や、ぁ……っ、んん……っ」

「ああ、いい表情をする。これが快楽に蕩けた顔だったらどれほどのものか、次が楽しみだ」

　腰を揺らしながら、艶めかしいまなざしを注がれて肌があわ立つ。次もこうして抱かれるのだと思うと、ソフィアは嬉しくて潤んだ瞳を瞬かせた。

　とてもジェラールを悦ばせているとは思えないのに、彼は気に入ってくれたようだ。目元をぬぐい、何とか微笑むと、ぐっと奥のほうまで擦られてお腹の奥がビリビリした。

「いっ……ああぁ、は……っ、あ……はぁ……っ」

「今日は許してくれ。あとはもうこれ以上の痛みはない。快楽だけだ」

　ジェラールはそう言ってソフィアの性感帯を狙い、愛撫する。

　確かに膣内はジクジク痛むが、口も胸も下肢の肉芽もぜんぶ気持ちいい。嘘ではない証拠に口腔が熱を持ち、乳首は尖り、ふたりの間では愛液が粘っこく糸を引いていた。

　──もっと好きにして。

　何をされようと、ソフィアは彼のものだ。

　一度死にかけたところを救ってもらっただけでなく、運命のいたずらで正妃の座まで転がり込んできたが、出会ったときから純粋に心を奪われていた。

「ひぁ……っ」

　ジェラールは片方の胸を舐めながらもう片方を手で掴み、乳首をコリコリと弄っては爪で引っ掻く。唇を塞いで舌を吸われると、面白いほど腰が跳ねて甘痒い快感が起きた。

「んっ、ふうっ……ン……んっ……！」

　彼もソフィアの変化に気づいたらしく、キスで濡れた唇を舌でなぞって艶めかしい笑みを浮かべる。

「中が締まった。堪らないな」

「やっ、しらなっ……ぁ、あんっ」

　膣内をグジュグジュと掻き回され、血と混じって薄いピンク色になった体液が飛び散った。

「んくっ、ぅ……っ、あ、あぁっ!?」

　交わったままの格好で突然反転させられて、ソフィアはとっさに階段の手すりにすがりつく。後ろから覆い被さってきたジェラールに突き上げられると、とても立っていられずに膝が崩れそうになった。

「いやっ、あっ……だめ、いまっ……うごい、ちゃっ……！」

　逞しいものが最奥まで押し入り、いったん引いたかと思うと戻って、また中を押し拡げる。何とか息をつくと、そのタイミングを見計らったかのように再び亀頭の先端が子宮口にキスをしてソフィアを啼かせた。

　逞しい剛直は何度締めつけてもそれを跳ね返して易々と出入りする。ジェラールは微かに笑いながら尻たぶを広げて、ふたりがつながったところを撫でてきた。

「はあ、ぁ……っ」

　指で秘唇のふちをなぞられて身震いする。ソフィアは自分が彼のものを下の口いっぱいに頬張り、ひどく淫らな音を立てながらセックスしていることを実感した。

「感じているな。ほら、中がビクビク震えている」

「ち、ちがっ……違うの……っ」

「違わない。可愛いよ」

　艶っぽく濡れた声で囁かれ、胸の奥が甘く疼く。ソフィアの気持ちに反応して膣内が波のようにざわめき、ジェラールのものを吸い立てるのがわかった。

　彼も健気な反応に応えるように、ソフィアの両腕を掴むと後ろへ引っ張りながら腰を揺らす。お尻に下腹があたるほど淫らな抽送をされて、つんっと上向いた乳首が階段の冷たい手すりに擦れた。

　思いがけない刺激のせいで、ますます胸の先の感覚が鋭くなる。

　熱い肉に穿たれ仰け反りながら、ソフィアはジェラールの下で身悶えた。

「ふあっ、やっ……もっ、もう立ってられな……っ！　あ、あ、あぁんッ」

　人払いはされていたが、甘やかな悲鳴は人のいる廊下の向こうまで届いているかもしれない。それでも繰り返し突かれて声を抑えることができなかった。

「ん、くっ……ぅあっ、あ、ぁ……ッ、だ……め、だめぇ……！」

「仕方ないな……」

　どうしようもなくなって涙まじりに喘ぐと、やっと彼の動きが緩慢になる。

　しかし、ジェラールはそのまま一度身体を離したのにも関わらず、今度は階段に座ってソフィアを膝上へと引き寄せた。

　息も整わないうちに彼の太腿を跨ぐような恰好になり、うっすらとほころんだ蜜口を下から狙われる。淫らな水音が耳を打ち、怯んで膝を伸ばしたが逆効果だった。

「え、なっ……!?　や、あっ、あぁああ!?」

　途中で捕まえられて腰を落とされる。ソフィアは自分自身の体重でジェラールのものを咥えこまされ、体内をズルリと這ったその感触に大きく目を見開いた。

「はっ……こんなに深く呑みこんでいやらしい……。でも、いいのか？　もう少し腰を浮かしてくれないと……君が嫌がった奥しか突けない」

「あ、あっ、ひんっ」

　蕩けそうな熱さだ、とジェラールが低く呟く。

　ソフィアはとっさに搾り立てるように締めつけて彼の動きを阻んだ。

「く……ぅン、んっ……はぁ、あ、かたい……っ」

　見なくても根元まで入っているのがわかる。秘処も腹の中もジェラールの形に拡がり、ひたっと包みこんでいた。

　ジェラールはそんなソフィアの背中を撫でると、また腰から下肢へと手を滑らせてベトベトになっている蜜穴をくすぐり始める。

「やっ……いやぁ、そこやだぁ……」

「君が意地悪をするからだ」

「してな、あ……ふっ」

　──意地悪なのは彼のほうだ。

　ジェラールはわざとゆっくり狭い膣内を満遍なく擦りあげ、突然子宮口をズンと突き上げたかと思うと腰を引き、胸やクリトリスを戯れに弄り出した。

　痛みと快楽が複雑に混じり合い、ソフィアは彼の思うままに乱れてしまう。少しずつ律動が荒くなるにつれて目の前が白く霞み、そんなにたくさんしないでと首を振った。

「あ、あ、ぁ……んっ」

「中だけでイクのはまだ無理か……。ソフィア、舌と指に集中していろ」

「ひゃっ、舐めちゃ……ぁっ！」

　ジェラールは軽く首を傾けると、汗の浮かぶ胸に顔を寄せてくる。ゆるやかに膣内を穿たれながら乳首を吸われ、甘ったるい快感が下腹部まで落ちてきた。

　同時に臍の下から下肢の肉粒まで撫でられてゾクリとする。処女地を彼の形に躾けられながら、胸や陰部を弄られるのが気持ちよかった。

「や、らぁっ……あっ、ひっ、ぃ、いぁ……っ！」

　そのうち子宮口の手前にあるスポットを狙って突かれ、まるで腰の奥がドロドロと蕩けて崩れていくかのようだ。うぶだったソフィアの媚肉は赤みを帯びて、結合部には泡立った体液がべったりと付着する。

「最後はこのまま……、一番奥に出して欲しそうだな」

「や……っめ、いやぁ、あ、ぁっ、激し……ふぁあ、あんっ」

　ずぶぅッ、ずぶぅッといやらしい動きで突き上げられると、勝手に中がうねって肉杭に張りつき、子宮口もきつい入り口をほころばせる。ジェラールも射精欲を煽られたのか、絶頂の予感に震えるソフィアを抱え直すと獣のように腰を振りたててきた。

「い……や、やっ、ビクビクっ……するの……っンン、はぁっ、あ……ひぅっ」

　ほんのわずかでも押し当てられていた亀頭が離れると、すぐに物足りなくなって苦しい。何度も「だめ」と口走っていたが、そんな言葉は無視して最後はぴったりとくっ付いて果てて欲しいと思ってしまった。

「も……おわっ……て、いってぇ……っ」

「ああ、そろそろっ……出すぞ。君のここに……子宮に直接飲ませてやる……！」

「ひんっ、ジェラールさま、ああ、ふぁっ」

　すがりつく粘膜を引き剥がしながら、雄々しく猛った肉棒でコツッ、コツッと子宮口を押して、さらに叩くように穿たれる。ジェラールのものが肉の輪をくぐるほど突き入ってきた瞬間、ひと際大きく膨張したのを感じた。

「んんぅ……！」

　ソフィアはとっさに口元を覆い、甲高い悲鳴をかろうじて抑えこむ。

　身体の奥が激しくわななき、ジェラールの吐精を促すように根元から先端までギュウギュウと絞めつけると、言葉通りにドロリとした熱い飛沫を注がれた。

「く……っ、は……」

「あっ、あ、熱っ……！　でてっ……でてるぅ……っ！」

　ジェラールの胴震いすら淫らな刺激になって声を我慢できなくなる。

　ぴったりと密着した子宮の入り口に勢いよく精液を浴びせかけられ、ソフィアの唇からは感じ入った吐息と卑猥な言葉が漏れてしまう。ひどく敏感になっているせいか、男らしく力強い雄芯の脈動も白濁の熱さもつぶさに感じ取れて全身がゾクゾクした。

「だめ……っ、お……おな、かっ……やけちゃ……ん、んくっ」

　大切な場所が濃厚なとろみで満たされ、ぽかぽかと火照っていく。中出しを意識すると新たな快感がわき上がり、全身が甘く蕩けるような心地がした。

　ソフィアはあられもなく身悶え、開いた唇から涎を滴らせる。

　ぬるぬるになった腹の中が気持ちいい。ジェラールの吐精にあわせて下肢の肉芽を撫でられ、どちらの刺激にも感じてしまい大きく仰け反った。

「あ、あっ……あ、いく、あぁっ……いっ……くの、イッ……ぅ……！」

　いくらも経たずに限界が訪れて、頭の中が狂おしいまでの快感で塗りつぶされる。

「───ッ！」

　きつく目を閉じた瞬間、ふわっと一瞬意識が飛んだ。

　ジェラールの支えがなければ階段に倒れこんでいたかもしれない。それだけ強い快楽のなかに引きずり込まれて、もう何も考えられなかった。

「ン……は、あぁ、はっ……」

「ソフィア、舌を」

「ふ、ぁむ……っんん!?」

　懸命に息をしようと喘ぐと、交わったまま濃厚なキスをされる。もう本当に身も心も彼に溺れて二度と浮き上がれなくなりそうだ。全身を絡ませながら一緒に昇りつめることがこんなに気持ちいいなんて、ソフィアは知らなかった。

「ちゅ……ぅ、はっ、はぁ……ジェラ……さ……まぁ」

「ん、上手にイケたな。中もだいぶほぐれてトロトロになってる」

　何かとんでもなく卑猥なことを言われた気もするが、きっと事実なので反論する気にもならない。ひとしきりキスを愉しんで名残惜しそうに舌が離れていくと、今度こそまともに息が吸えるようになって、ソフィアはゆっくりと時間をかけてやっといつもの呼吸の仕方を思い出した。

　それからようやく涙でびしょびしょになった睫毛を震わせ、おそるおそる目を開ける。

　ジェラールは満腹になった獣のような息を吐くと、一度ソフィアの唇を啄んでから首の辺りに顔を埋めてきた。

　今まで以上に大事そうに抱きしめられる。何とか及第点はもらえたらしい。

　だいぶ強引な初体験になったが、責める気は起きなかった。

「うぁ……、ふ……」

　ズルリと彼のものが抜けていっても、膣内が敏感になっているせいかすぐには動けずに冷たい階段にへたりこむ。だが、それよりもたっぷりと注がれた精液の感触に戸惑った。

　太腿へ手をやるとぬるぬるとした白濁が指を汚す。

（これで……赤ちゃんができるの？　ジェラールさまの赤ちゃん……）

　ぼんやりと漠然とした未来を思っていると、手早く身支度を整えたジェラールにほとんど裸のままコートに包まれた。

　彼にとっては大した運動にもならなかったのか、軽々と抱き上げられて少し複雑な気分だ。大人しく身を任せていると、本来向かうはずだった二階の寝室へと運ばれた。

「殿下、ソフィアさま……！」

「心配ない。今夜はもう下がってくれ」

　暖かな室内ではソフィア付きの侍女たちが待ち構えており、脚の間から破瓜の血と精液を滴らせている主人を見て駆けようとする。しかしジェラールが手をかかげて止めると、心配そうな顔をしながらも素直に腰を折って退室していった。

　ヤキモキしながら待っていただろうに王太子の命令には逆らえないようだ。

　ソフィアはこれから自分がどうなるのかわからずに不安だったが、優しい花の香りが鼻先をかすめてほっと息をついた。

　よく見ればランプの色もいつもより暗くロマンチックだ。白いテーブルには淡い色の花が何種類か飾られ、横にはワインと軽食の入ったバスケットも置いてあった。

「ローレンスめ。私が陛下の許しを得たらすぐに君を抱くと思って準備していたな」

「……みんなにぜんぶ筒抜けなのですか？」

「そういうものだ」

「そういうもの……」

　ベッドに下され、隣に腰かけたジェラールの言葉をオウム返しにつぶやく。

　こういったことは大っぴらにするものではないと思うのだが、相手が王族だと勝手も違うらしい。彼の傍にいるためには慣れるしかないのだろう。

　完璧にお膳立てされたベッドの上で、ソフィアは居ずまいを正した。

「さっきは……ちゃんとお相手できなくて申し訳ありませんでした。いろいろ教えてください。あなたに呆れられないように頑張ります」

「いろいろ、か。もちろんだとも」

　ソフィアは真剣に言ったのだが、ジェラールの手が胸元へ伸びてきて目を瞠る。あの一回で終わりだと思っていた分、驚いてしまった。

「ジェラールさま？」

　抵抗する間もなく簡単に押し倒されて声が上ずる。

「教えたいことは山ほどあるが、まずは私の扱い方についてだな。君の誘いには弱い。簡単だろう？　覚えておくといい」

「わたしは別に誘ってなど……」

「誘っているからこうなったんだ。ただ……すまなかった、初体験があんな場所で。いくら煽られて限界だったとは言え、我ながらどうかしていた。もう一度愛し直させてくれないか？」

　我慢できなかったんだと、まるで子供のように告げられ、ドキドキしてしまう。理性的なジェラールが、あんなにも性急に求めてきたことはソフィアを安堵させた。

　紫色の双眸に浮かんだ激しい欲情に、悦びで身体が熱くなる。

「いいんです。わたしはあなたに抱いていただけて嬉しかったから」

　でも、自分だけ掻き乱されるのが嫌で逞しい身体にぺたりと触れた。

　コートを脱いだジェラールは、上着も身につけておらずシャツだけという恰好だったから、好奇心から襟元に指を引っ掻けてみた。

「わたしばかり裸なのはずるいです」

「確かにお互い素肌のほうが気持ちいいな」

　控え目に詰ると、彼は上品な貴石のついたカフリンクスをベッドサイドに転がして、豪快にシャツを脱ぎ捨てる。もちろん、下もすべてだ。ベルトを外してスラックスと下着を一緒に床へ落とすと、淡い灯りに照らされた裸体を惜しげもなく晒した。

　恥ずかしく思いながらも目を逸らすことができず、ソフィアは真っ赤になる。

「醜いか？」

　意地悪な問いかけには、ふるふると首を振って答えた。

「それはよかった。ほら、触ってみろ」

「えっ……！」

　ソフィアが触れていたのは上半身だ。なのに、手を取って導かれたのは下半身だった。

　硬直するソフィアを見下ろしたジェラールは、彼自身を小さな手にさすらせて口づけてくる。直接触れているため、再び芯をもったことがはっきりと感じ取れた。

「これが君の中に入っていたんだ。先の太いところを窪みに引っかけて奥がドロドロになるまで刺激し続けたら、よほど気に入ったのか、ずいぶんと可愛らしい声で啼いていた」

「言わないで……！」

　ジェラールはソフィアがもじもじとすり合わせていた脚を抱えると、丸見えになった秘処に肉杭を押しつける。とっさに頬をこわばらせると慈しむように撫でられ、薄く開いた唇から彼に対する想いが言葉になって滑り落ちてきた。

「……好き。ジェラールさま、あなたがだいすきなの……」

「私もだ。愛してる、ソフィア」

　飾り気のない告白に答える声はとびっきり甘い。

　その直後、ジェラールがグッと中に押し入ってきて、微かな痛みや苦しさを感じる以上に満たされ、ソフィアは広い背中へ腕を回した。

「っ……ン、はいってる……、おっ……きぃ……あ、あぁっ……！」

「いいぞ。中がぬめって、狭いわりに動きやすくなった」

　先ほどたっぷりと注ぎこまれた精液が潤滑油の役割を果たしているようだ。一度目よりスムーズにつながることができて安堵する。すぐに絶頂の余韻が残る膣内からグチュグチュと水音がこぼれ出し、ソフィアは反射的に硬い肉棒を締めつけた。

「は……ふっ、ぁ……奥に……っ」

　──しっかり、届いている。

　自分の中にジェラールがいることを強く実感する。幸せだと思う。同じように感じてもらえたのなら、こんなに嬉しいことはない。

（……ほんとうに、大好きなの……）

　ソフィアはもう、ジェラールを恋慕う気持ちを隠せなかった。

　痛みと心地よさの両方でほうっとため息をつくと、隙間なんてないと思っていた秘処からわずかに精液があふれ出す。

　ソフィアは知らないふりをして甘い声を上げた。
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　疲れて眠ってしまった少女を抱きかかえ、ジェラールは足元へ蹴とばしておいた毛布をたぐり寄せる。その拍子にベッドが軋んだが、ソフィアは静かに寝息を立てるだけでまったく起きる気配がない。ずいぶん無理をさせたようだ。

　ほんのり赤らんだ目元を指でなぞり、瞼にかかる黒髪を軽く払ってやった。

「ソフィー……、ソフィア。やっと君の気持ちを聞けた」

　返事はなかったが、これからふたりで過ごす時間はたっぷりある。また彼女の口から「好き」という言葉を聞けるはずだ。今はそれで満足だった。

　ジェラールは優しい気持ちで恋人を抱え直すと、そのままベッドに横になる。体勢を変えても身じろぎ一つしないのは、初体験だというのに負担をかけすぎたせいだろう。

　情交の痕を色濃く残した身体は、ほっそりとしてどこか頼りない。ソフィアは大輪の花というよりほころびかけの蕾といった風情で、さすがに少しやりすぎたと反省した。

　だがジェラールだって嬉しかったのだ。

　傍目にもあれだけわかりやすくアプローチしていたのに、当のソフィアはどこか及び腰でなかなか落ちてこない。女性には迫られることはあっても熱心に口説き続けたことはないので、親しい友人も宮殿の使用人も周りの人間はこぞって面白がっていた。

　特にエリックには、途中から同情混じりにからかわれたほどだ。

　何も知らない人間からすればとんとん拍子に進んだかに見える彼女との関係も、表に出ない部分を含めればかなり苦労した。

　手間暇をかけた分、たっぷり可愛がりたい。

　ソフィアはまさに自分のために存在するような女だ、とジェラールは思っている。

　次期国王として育ち、自然と国内外の情勢や統治に関心を持つようになった。

　その中で最も気になったのは、大河の中・下流域の豊かさに比べて雲泥の差がある憂いの森近隣の土地だ。

　ベルフォール王国は国土の東側がラン・ルーエに接しており、最後は北の海へとつながる。いまだ手つかずの土地を開拓して新しい港を持てば、だいぶ状況も変わるはずだと考えた。

　ただ広大な森の開墾には時間がかかるうえ、肝心の大河は流れが速く複雑で水害が起こりやすい。おまけに対岸のノイシュタット王国は、ちょうどグランエッタ辺境伯領を抜ける辺りまで切り立った崖が続き、逆にアゼリア王国のほうへ向かうと険しい山になっていた。

　とにかくまずは辺境伯と交流をもち、国境沿いの土地と大河の調査や意見交換に加えて将来的には橋を架ける相談がしたいと思っていたが、その人柄や能力について調べれば調べるほどそんな気概はないとわかって落胆した。

　ならば後継ぎを巻きこもうにも男子がいない。

　そこへ聞こえてきたのが、風変わりな娘の評判だった。

　ほとんどの者が妹のロザリアを称賛するため話題に上ることこそ少ないが、丁寧に情報を拾い上げていくと評価すべきは姉のソフィアのほうだとわかる。少なくともジェラールの興味をひくエピソードには事欠かなかった。

　彼女は領民の暮らしをよく見ていた。

　凡庸な父辺境伯もソフィアには図書館や書庫への出入りを許可し、時には執務室で領地運営に関わる書物を自由に読むことを許していたと聞く。当時十代前半という年齢やノイシュタット王国での女性の地位、そして婿を取って家に残るのは専ら妹のほうだという噂を考えると、無視できない話だった。

　当然、おもしろい娘がいることは国王たるレオノール女王にも伝えてある。

　ソフィアは気づいていないが、彼女が孤児院の子供たちに密かに仕事を与えていたように、ジェラールの配下の者も独自のルートで彼女の情報を得ていた。

　ソフィアは知れば知るだけ興味深い少女だった。

　なにより社交界デビューもしていない年で、高位貴族の、それも女の身で、目的をもち単身解決策を探しに行こうという気概がいい。

　美しく着飾るだけの令嬢はもちろん、ただ賢いだけでも行動力があるだけでもこうはいかない。ソフィアの選択は無謀とも言えたが、制約の多い中でよく練られたものだった。

　ジェラールが彼女の思惑に気がついたのは、同じものを目指していたからだ。彼女が『水神の花嫁』に立候補したと知って、すぐに確信した。

　まだ何の成果も得ていないのに死にたいはずがない。ならば、この機会を利用して死んだと偽り、領地を飛び出すつもりだろう、と。

　もう何がなんでも捕まえるつもりだった。万が一ソフィアが溺れても自分が助けるつもりで、儀式の場所と推測される崖について調べていたのは運がよかった。

　あの日は、早朝の人目につきにくい時間に最後の下見に行ったのだ。

　なぜかソフィアが予定よりだいぶ早く、ぼろぼろの恰好で岸辺に引っ掛かっていたのを見たときは焦ったが、不測の事態が起きたことは間違いない。密かに人をやって調べてみれば、案の定だ。

　収穫祭後のグランエッタでは、かねてより慕われていたロザリアが尊い犠牲となった姉の死を無駄にせず、両親を支えていることで尊崇を受けているらしい。

　しかし本当に仲のいい姉妹なら真相を知りたいはずだ。急に姉が消えたことを心配して探すはずなのに、そういった動きはなかったという。

　どう考えても怪しい。実際目を覚ましたソフィアは、ロザリアに崖から突き落とされたというようなことを言っていた。

　ジェラールはソフィアの気持ちを思って嘆息した。

「君は優しいな」

　美しい黒髪を撫でながら、大きな怪我もなく自分のもとへ流れ着いてくれた幸運を改めて噛みしめる。あのとき彼女は足に怪我を負ってはいたが、今はもうすっかりよくなって傷跡も残っていない。当時調べたように身体を撫でていくと、さすがに違和感を覚えたのか、ソフィアがもぞもぞと動いて腹の前に手を置いた。

　どうやらその辺りが一番いつもと違う感じがするらしい。

　自然と口元が緩んでしまい、ジェラールは我慢できずに赤い唇を啄ばむ。

　ソフィアはもう自分のものだ。蔑ろにする者がいれば、排除することに躊躇はない。たとえそれが、彼女の大切な妹だとしても。
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　四月初旬、雪解け水がせせらぐ春。

　小高い丘の頂きに凛と佇む白亜の城は、ノイシュタット王国の王都ノイエンにあるレーヴェ王宮だ。その周囲に広がる森では緑の新芽が顔を覗かせ、清らかな流れの小川では淡水魚の群れが泳ぎ回っている。

　ソフィアは今、ベルフォール王国第一王子ジェラール・アロイス・ベルフォールの婚約者としてこの地に立っていた。

　ノイシュタット国王から正式な婚姻の許可を得るため、社交シーズンで忙しくなる前にジェラールとともにやって来たのだ。

　本当はもう少し早く訪れるはずだったのに、予定が遅れたのは思いもよらない形で故国に戻ることになったソフィアの決心がつかず、またジェラールが暇さえあればふたりきりになりたがったせいで、まとまった時間が取れなかったという事情がある。

　ようやく重い腰を上げたのは、すでにノイシュタット王国側から書面で内々に婚約を祝福されており、ベルフォールでも水面下で結婚式の準備が進んでいたからだった。

　ジェラールの身分を考えれば国を挙げての祝い事になるため、形式だけとはいえ、一刻も早く国王陛下の御前で許可をもらわなければたくさんの人に迷惑をかけてしまう。

　当然ながらノイシュタットへ戻るのなら一度領地へも足を運び、今までのことを書簡ではなく、自分の口から詳しく父に説明しなければならない。いつまでも家族と、特に妹と顔を合わせる勇気がないとは言っていられなかった。

　ソフィアはジェラールから再び贈られた紫色の石をギュッと握りしめる。

　それは嫌な思い出を塗り替えるように以前とはまったく異なるデザインに加工し直され、婚約指輪としてソフィアの指を飾っていた。

（……うん。大丈夫、まだ頑張れる。きっと何もかも上手くいく……）

　心を落ち着かせ、不安を押し殺して前を向く。

　一月前からは王妃教育も始まってなかなか多忙な毎日だ。ジェラールの戴冠は少なくとも十年以上は先になるはずだが、ソフィアには学ぶべきこともやるべきことも多い。

　いくつかの問題は先送りになったままだが、まずは社交シーズンの終わりに予定されている、盛大な結婚式までを無事に乗り切らなければ。

　幸いにも、一部の貴族を除き、あのジェラールを射止めたということでソフィアは概ね歓迎されている。レオノール女王を始め、ウェルシュ公爵夫妻や元宰相のエルシャール卿が公の場で親しげな態度を見せており、カルヴァス侯爵家までが後ろ盾として名乗りを挙げたことも大きい。

　こうなった以上、自分はもう『水神の花嫁』にはなれないが、どうか両親には快く送り出して欲しかった。

　──そう思っていたのだ。

　今日、約束の時間を迎えるまでは。

　ソフィアは両親とともに国王陛下に謁見するため、滞在中の王宮を昨日から一時的に下がり、前準備として城下の豪華なホテルに泊まっている。ジェラールのほうは非公式での会談などがあって忙しく、数日間は別行動の予定だ。

　彼はソフィアと離れることに難色を示していたが、ここで顔を合わせるのは父と母だけだから、すぐにまた合流するのだから……と説得すると、渋々ながらに引き下がってくれた。

　しかし、肝心の両親は待てども待てども現れない。

　約束の時間を大幅に遅れてふたりのかわりに待ち合わせ場所へやって来たのは、約半年ぶりに顔を合わせるリモージュ家の執事だった。
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「久しぶりね、マルセル。少しやつれたみたいだけど……」

「ソフィアお嬢さま！　ああっ、よくぞご無事で！　国王陛下からの親書や使者どのの話を疑うわけではありませんが、こうして実際にお目にかかってようやく安堵しました」

「ごめんなさい。あなたにも心配をかけたわ。でも、もう大丈夫。ジェラールさまに助けていただいてから、ずっとよくしていただいているの。どれだけ感謝しても足りないくらいよ。それで……あの、ジェラールさまに結婚を申し込まれて。お父さまとお母さまは驚いたでしょう。おふたりはどこ？」

　約束を破るような人たちではないのに、ホテルのラウンジに両親が来る気配はない。

　嫌な予感がして胸を押さえると、マルセルは椅子に座ることなく言った。

「申し訳ございません。旦那さまと奥さまは事情があっておいでになりませんでした。すでに王宮にも急な体調不良で御前へ参上できない旨の手紙を出しております」

「えっ」

「ソフィアお嬢さま、どうか領地へ、一刻も早く城館へお戻りください。もはや騒ぎを収められるのはあなただけです。このままではロザリアお嬢さまが……」

　再会の喜びもそこそこに頭を下げられ、ソフィアは動揺する。

　両親と妹の身に、何か良くないことが起きたのだろうか。

「いったいどうしたの？　わたし個人の判断では動けないわ」

　とにかくレーヴェ王宮にいるジェラールに相談しなければ。

　彼と合流するのは明日の昼ごろの予定だったが、連絡を取ることはできる。

　もともとノイシュタット国王との謁見を終えたら、三日後には両親の案内でジェラールを伴い領地に向かうことになっていたのだ。やむを得ない事情があると話せば、都合をつけて予定を組み直し、少し出発を早めてもらえるかもしれない。

　だが、ソフィアの返事を聞いたマルセルは沈痛な面持ちで首を横に振った。

「王太子殿下はおそらく当家の異変にも薄々勘づいておられます」

　いくつかの封筒を差し出される。そのすべてにベルフォール王家の紋章が透かしで入っていて、蝋封による押印の跡もあった。

　なにより、この流麗な筆跡は半年間ですっかり見慣れたジェラールのものだ。

「こちらは殿下からロザリアお嬢さまに宛てたお手紙です。ロザリアお嬢さまからソフィアお嬢さまへお渡しするように言いつかっております」

「待って。ふたりは文をやり取りしていたの？　いつから？　どうして？」

　信じられない思いで封筒を受け取ったソフィアは、すぐに中身を見る気にはなれなかった。

　なぜふたりは自分に内緒で連絡を取り合っていたのかと、不信感が頭をもたげる。

　ロザリアはとても美しく社交的な少女だ。きっかけはどうであれ、密かに文を交わすうちにジェラールがますます彼女に興味を持ったとしてもおかしくない。

「わたし……わたしは……」

「ソフィアお嬢さま」

「……っ」

　ソフィアは左手の指輪をギュッと握りしめ、意を決してマルセルに告げた。

「今すぐグランエッタへ向かうわ。家族の揉め事が国王陛下やジェラールさまのお耳に入るのは外聞が悪いもの。恐れ多いことだけれど、わたしも疲労で寝こんでしまったことにする。だから先に家のことをどうにかしましょう」

「力及ばす、申し訳ありません」

　マルセルが痛ましげな顔をして頭を下げたのは、自分への同情からだろうか、とソフィアは思う。

　ふうと肩で息を吐き、快適なラウンジを出る。

　そして自分付きの護衛に一足先にグランエッタに向かうことになった旨を告げると、侍女にはジェラールに宛てた簡単なメモを残した。
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　マルセルの話では、ロザリアが部屋に閉じこもって出てこないらしい。

　使用人が扉の前まで運ぶ食事は摂っているそうだが、彼女を溺愛する両親は何も手がつかない状態で陰気な空気が城館全体を覆っているという。

　どうやらそのきっかけとなったのが、ソフィアの生存と結婚話のようだった。

「私はソフィアお嬢さまが生きていてくださって嬉しいのです。旦那さまも奥さまも本当にお嘆きで、ましてお役目を恐れて逃げたなど……あなたに限ってあり得ません」

「わたしは失踪したことになっているの？」

　ソフィアは自分の死がどんなふうに偽られたのか知らない。

　ダウンズが上手く処理するだろう、ロザリアの傷になるような真似はしないだろうと思って、それっきりだ。正直に言うと、できるだけ考えたくなかった。

「目撃者がおりませんので。消去法でそのように」

「お父さまは不甲斐ない娘を恥じていらした？」

「いいえ。お嬢さまが生きたいと思い直したのならそれでいいと、実情は秘めて儀式はつつがなく執り行ったとしています。領民はまだ何も知りません。ラン・ルーエの氾濫はすぐに起こるようなものではありませんから、当分は疑いすら抱かないでしょう」

　マルセルは一息ついてから、じっとソフィアを見つめる。

「ソフィアお嬢さま、どうか教えてください。あの日、本当は何があったのですか？　誰があなたを陥れたのです？」

「何もなかった。わたしは予定より早く起きてしまって大河を見に行っただけ。そして怖くなってこっそり逃げたの」

「孤児院の子供が訪ねてきました。門番のフーゴが連れてきたのです。ソフィアお嬢さまの死を嘆いて祈りを捧げに行ったところ、たまたま木の枝に引っかかったマリアヴェールを拾ったと。確認しましたが間違いありません。あれはあなたのものでした」

「風に飛ばされてしまったの」

「そもそも夜明け前に花嫁衣装で外へ出るなどおかしいではありませんか。しかもあのドレス一式をひとりで身につけるのは難しいでしょう」

「ヴェールだけ被ったのよ。ドレスや宝石類は旅費にしたくて売ってしまったわ」

「近隣の質屋には何も出回っていませんでした。それに、儀式に必要だと偽って森の木こりに小舟を用意させていたそうですね。しばらくして様子を見に行ったら、近くの岸に手つかずの食料や衣類などと一緒に放置されていたと相談を受けました」

　マルセルはソフィアの言い分を鵜のみにする気はないらしい。どう答えてもいちいち否定して、少しでも真実を引き出そうとする。困って眉を下げると勢いは弱まったが、知りたいことはたくさんあるようだ。

「いろいろ調べてくれたのね」

「私はリモージュ家に四十年お仕えしておりますが、儀式を行う崖の下に湾状の浅瀬があるなど知りませんでした。古い資料から得た知識ですか？　それとも漁師の手伝いをしている孤児院の子供から仕入れた情報ですか？　何にせよ、あの木こりは当家の皆さまとも面識があります。特にソフィアお嬢さまとは交流がありましたから、口をつぐませるのに苦労しました」

　毎年、ソフィアの頼みでモミの木を用意してくれた木こりだ。善良な老人はソフィアが『水神の花嫁』となることを悲しみ、違和感に気づくと居ても立ってもいられなかったのだろう。もっとしっかり口止めをして、儀式の日以降は一切関わらないように言っておくべきだった。

「……ごめんなさい。あの日のことは思い出したくない。でも、もう危険はないはずよ。今のわたしに手を出せば国際問題になってしまうから」

　マルセルは納得できないという顔をしていたが、ソフィアの手が微かに震えていることに気づいて口をつぐんだ。

（まだ確証があるわけじゃないもの。あの子が……ロザリアが本当の本当に悪意を持ってわたしを排除しようとしたのか、ちゃんと、冷静に、本人の口から聞かないうちは……告げ口みたいなことはできない）

　沈黙が続くうちに、少しずつ窓の外の景色がのどかな緑の風景へと変わっていく。

　その様子をぼんやりと眺めて懐かしい故郷に思いを馳せながらも、ソフィアの胸は不安で押し潰されそうだった。

　王都ノイエンから領地までは馬車で五日。

　グランエッタに関心をもつジェラールはすぐに追ってくるだろう。

　そして暗い顔をしたソフィアに嫌気がさしてロザリアをさらって行くかもしれないが、妹との件が片付いたら彼ともきちんと話がしたかった。

　途中、宿場町にある宿で馬を交換しながら、ほとんど身体を休めることなく出発する。

　その甲斐もあって二頭立ての馬車は四日目の夜には城館へ到着し、ソフィアは久しぶりに家族との再会を果たした。





◆　◆　◆






「ソフィア！」

「あなた、本当に？　本当にソフィアなの!?」

　もう遅い時間だというのに使用人に起こされた両親が駆けつけてくる。

　ナイトガウン姿の父は白髪が増え、同じく夜着の上にローブを羽織っただけの母も一気に老けこんで見えて、ソフィアは驚いてしまった。

　母の豊満な胸に抱きしめられながら、ひとしきり無事を確かめ合って周囲を見渡す。妹にも知らせが行っているはずなのに、彼女は現れなかった。

「お父さま、お母さま、心配をかけてごめんなさい。深い事情があったの。落ち着いたらわたしの口から詳しいことを話すわ。……ロゼは？　部屋にいるの？」

「あぁっ！　可哀相なロザリア！」

　王宮から当たり障りのない説明がいっているだろうと詳しい説明を省くと、それ以上の大事とばかりに母が泣き崩れた。

　父も我が事のようにつらそうな顔をする。使用人たちも似たり寄ったりの表情だ。

「ロゼの様子がおかしいんだ。お前が行方知れずになったときもしばらく元気がなかったが、王宮からの使者に会ってから困ったことを言い出して……」

「あの子ったら、ベルフォールの王太子妃には自分がなると泣いて部屋に閉じこもってしまったのよ！」

「なっ……」

　母の叫ぶような言葉に、ソフィアは眩暈がした。

　世間知らずのロザリアは姉の身分でジェラールとの婚姻が許されるのなら、同じくグランエッタ辺境伯の娘である自分でもいいはずだと考えて、恥知らずな発言をしたのかもしれない。

「あの子、願いが聞き入られないときはもう生きていたくない、次の誕生日に崖から身を投げるなんて言うの。そうすれば自分にも素敵な王子さまが現れるかもって！」

　唖然とするソフィアに、顔を歪めた母がすがりつく。

「あなたの妹が死んでしまうかもしれないのよ!?　どうにかしてちょうだいっ」

「お母さま……」

　両親は一度ソフィアを失っている。そして今度は最愛の娘の命がかかっているのだ。必死になるのも無理はない。

　だが。

「ソフィア、あなたは聞き分けのいい子だわ。ロゼに殿下を譲ってあげなさい。あなたには王族に嫁いで苦労するより、書庫にこもって好きなだけ本を読む生活のほうがお似合いよ。ね、この結婚は諦めて。ベルフォールの王太子殿下は大層麗しい方だと聞くし、どうせ妻にするならロゼのように華やかな娘のほうが良いに決まっているわ」

「エルザ、やめないか！　ふたりとも私たちの娘だろう。この子にばかり……」

　父がたしなめると、母は細い眉をつり上げた。

「元はと言えば、ソフィアが『水神の花嫁』になるなどと言うから、だからロゼが真似をしたがるのよ！　純真なあの子まで悪い影響を受けたわ！」

　ひどい、ひどい、かわいそう、と可憐な母が泣きわめく。

　こうなったら最後だ。少女時代に『湖水の妖精』とも謳われた美貌の妻と、彼女にそっくりな末娘を溺愛する父は、母を黙らせることはできないだろう。

　案の定すっかり参った様子で妻を抱きしめ、すぐにそうだな、その通りだと、あいづちを打ち始めた。

「おやおや、これは。ソフィアさま、よくお戻りで」

　収拾がつかなくなりかけたころ、ようやく駆けつけてきたのはソフィア帰還の知らせを受けたダウンズだった。

　白々しい笑顔におぞましさを感じて一歩下がってしまう。

　半年前に彼が自分に何をしたのか、ここでつまびらかにしたい気持ちはあったが、そうすればロザリアの言動まで両親に話さなければなくなる。ふたりを悲しませるかもしれないと思うと、言えるわけがなかった。

　それにダウンズは娘たちのとこで憔悴する父に代わり、領内を無難にまとめてきたらしい。マルセルから家族の近況を聞いていたので面と向かって非難できずにいると、ダウンズはソフィアの葛藤を嘲笑うかのように抜け抜けと言い放った。

「ロザリアさまは大変お嘆きですよ。ソフィアさまが『水神の花嫁』になると知ったときも、行方知れずになられたときも人一倍悲しんでいらしたのに、実は隣国の王子のもとで贅沢な暮らしをなさっていたとは。裏切りという言葉だけでは足りません」

「勝手なことを言わないで！」

　ソフィアを崖に追い詰めたのは彼らではないか。

　さすがに感情が昂って反論した。

「わたしがジェラールさまと出会ったのはただの偶然よ。一歩間違えれば命を落としていたわ！　ロゼにあんな危険な真似はさせられない！」

　ソフィアは死んでもおかしくなかったのだ。

　どうしてそれがわからないのだろう。

「お父さま、あの子を説得してみます」

「すまない」

「いいの。ロゼは……、大切な妹だもの」

　ソフィアは逃げるようにリビングを飛び出し、三階のロザリアの部屋へと向かった。

　さまざまな感情で心は乱れていたが、ふたりきりの姉妹なのだ。簡単には見捨てられない。

　何だかんだで幼いころから仲良く過ごしてきたのだから、きちんと話せばわかってもらえるはずだ。わだかまりさえなくなれば、きっとロザリアを許せるに違いない。

　頑張って頑張って、そう思おうとした。

　けれど、無理なものは無理だ。

（ジェラールさま。わたし、ベルフォールに帰りたい）

　ランプの灯りで照らされた階段を上りながら、ソフィアの口からはふと本音が漏れそうになる。故郷を愛しているのに、優しい腕に抱かれて眠る夜が恋しかった。

（……だめ。考えるのは後。とにかく今はあの子をどうにかしないと……）

　ジェラールと過ごす幸せな日々に後ろめたさを感じなかったわけではない。でもロザリアが自殺に等しいことを考えていると聞いてひどく困惑した。

　もし彼女がソフィアを真似て大河へ身を投げても同じ結果にはならないだろう。

　ソフィアが何度ロザリアのように装い、微笑んでも、本物の彼女の魅力には到底及ばなかったように。

「ロゼ、まだ起きてる？　ソフィアよ。わたしね、戻ってきたの。話をしましょう」

　ロザリアの寝室は、母の部屋に次いで日当たりのいい部屋だ。もとはソフィアの寝室だったのを誕生日プレゼントに欲しいとねだられ、五年前に譲り渡していた。

　てっきり鍵がかかっていると思ったのにノブが回り、扉が開く。廊下を照らす灯りが細長く光を入れたが、奥のほうまでは見えなかった。

「ねえ、返事をしてちょうだい」

　ソフィアは縦長の窓から入りこむ月明かりを頼りに中へ入る。気を抜くと足がすくみそうだったが、ジェラールと合流する前に決着をつけておきたかった。

　壁際の暖炉には仄かに火が残っている。春になっても朝晩は肌寒いため、寝る前に焚いていたのだろう。

　アンティーク調の机を迂回し、革張りの肘掛け椅子と鏡台の横を通る。

（なんだか、わたしの部屋と家具も配置も同じだわ）

　しばらく会わないうちに模様替えでもしたのかと首をかしげたとき、床に落ちたままのドレスに気がついた。

　拾い上げて月明かりの中で広げると、ソフィアが好んで着ていたものに違いない。

　なぜここに？　と訝しむ間もなく何かに躓く。

　転がっていたのは自分が愛用していた手鏡だ。よくよく見れば、お気に入りの帽子やリボン、大切にしていた本まで散らばっていた。

「どうして……」

　ソフィアはおそるおそるベッドに近づき、柔らかな垂れ布を引く。

　すると、勢いよく跳ね起きた妹にガッと手首を掴まれた。

「きゃっ……!?」

「おかえりなさい、お姉さま」

　ロザリアは過去の所業などすっかり忘れた様子で穏やかな笑みを浮かべている。

「ふふっ。きっとひとりで先に来ると思っていたわ」

　鈴の音のような声が優しく耳を撫でていく。

　ソフィアは上機嫌の妹を凝視したまま息をのんだ。

　いくら夜着とはいえ薄着すぎる──ほとんど裸に近い恰好の、彼女の両脇に人がいる。

　女性でも問題があるというのに、異性ならなおのこと。

　ソフィアは妹が襲われたのかと思って悲鳴を上げかけ、彼女の名誉のために思い留まる。

　カーテンの隙間から差しこむ光でしか確認できないが、少年たちはダウンズの息子とメールス子爵家の息子だ。どちらもロザリアの熱心な取り巻きだった。

「あ、あなたたち、ここで何をしていたの？」

　ソフィアは無防備すぎる妹に慌ててそばにあった服を被せると、力いっぱい抱きしめる。半年前のことを思うと恐ろしかったが、姉として彼女を守らなければならない。

「今すぐここから出て行って。これは領主の娘としての命令よ。今夜のことは決して口外しないで。あなたたちのためにも」

「ふん。ソフィアさまは相変わらずお固いな。王子を籠絡したっていうから少しは変わったかと思えば、つまらない女だ」

「では、我が姫。またいつでも呼んでください」

「ええ」

　自分を小馬鹿にする言葉より、何事もなかったかのように返事をする妹の姿にショックを受けていると、少年たちは慣れた様子で部屋から出て行った。

　ソフィアは天使のようだった妹が、ふしだらな未亡人のような真似をしていると知って動揺する。彼女がすでに純潔を失っていることは明らかだった。

「……ロゼ、あなたは彼らのどちらかが好きなの？」

「どちらも嫌いじゃないわ。でも夫としては不合格。私に盲目すぎるし、身分が低いもの」

「好きでもない人に身体を許したの？」

「だって気持ちいいから。誰としたって同じよ。ねぇ、お姉さまだって殿下に抱かれたのでしょう？　どうだった？　やっぱり一国の王子ともなると違うものなの？」

　ソフィアはロザリアの貞操観念が薄いことにも、他人の性生活を知りたがることにも驚く。思わず身体がふらついて二、三歩離れると、彼女は花びらのような唇をつんっと尖らせた。

「ずるいわ。ベルフォールの王太子殿下はとても優れた方なんですってね。私なら横にいても霞まないのに、玉の輿に乗るのがよりによって真面目なのが取り柄なだけのお姉さまだなんて。本当にずるい」

「やめて。そんな言い方、あなたらしくない」

「たった半年前のことを忘れたの？　私は身も心も清らかな天使なんかじゃないわ」

「あ、あれは……何かの間違いよ。黒幕のダウンズに……脅されて従っていたのでしょう？」

　ソフィアが願望をこめて言うと、ロザリアはクスクスと笑い出した。

「本人は息子を足がかりにして私を上手く操っているつもりみたいね」

「……っ」

「私はとても飽きっぽくて退屈と我慢が嫌いなの。その代わり、欲望に忠実で我がままで、私を楽しませてくれる人はみんな好きよ。だからね、お姉さまが大好きだったわ。とっても欲張りなんだもの。家族の愛情、使用人の忠誠、民の信頼、豊かな大地、幸福な未来。何でも欲しがって、無駄な努力をしていたから」

「ロゼ……」

　そこにいるのはソフィアの知らない妹だ。

　立ちすくみ、胸を押さえる。

「どうせ死ぬのなら私の手でと思ったのだけれど……こうして戻ってきてくれて、すごく嬉しい。せっかく助かったんだし、また生贄になる必要なんてないわ。今度は別の役割で私を楽しませてね」

　ロザリアは暗がりでもわかるほど愛しげにソフィアを見つめていた。

　彼女の言う愛情というものがまったく理解できなくて、ソフィアは震えるばかりだ。

　ロザリアはおもむろにベッドサイドのランプをつけると、何の躊躇いもなくネグリジェをめくり上げて裸体を晒す。同性の、妹の身体とはいえ恥ずかしい。まして、大きくて柔らかそうな乳房や生々しく濡れた太股など見ていられなかった。

「お姉さま、目を逸らさないで。私を見て」

　なのに、ロザリアは妖しい美しさでソフィアの視線を惹きつける。

　言われるまま目をやると、彼女はとても年下とは思えない魅力的な身体をベッドに投げ出して、わざわざ下肢の割れ目を指で広げて見せた。

　露わになった秘処からは、とろりと体液が垂れてくる。ロザリアはその白濁を指先ですくって弄び、羞恥と恐怖におののくソフィアの目の前で舐めて見せた。

「やっぱり私が大河に落ちればよかった。あの方、最初から花嫁を助けるつもりでいたんだもの。騙す自信ならあったのに」

「え……？」

「マルセルに託した手紙は読んだ？」

「……」

「読んでいないのね。そうだと思った。でもいいの。あれはただの餌だから。慌てて戻ってきたんでしょう？　私を心配してというよりは、これまでの友人たちのように殿下を失うかもと思って」

　言葉もないソフィアを見て、ロザリアはさも愉快そうに、可愛らしい声と仕草で姉の不幸を願う。

「怒った？　悲しい？　だけど仕方ないわ。お姉さまは幸せになってはいけないのよ。生きている間はもっと足掻いて私を楽しませてくれなくちゃ。下手をしたら、私はこんな退屈な土地で、お父さまのようにつまらない男と結婚して朽ち果てていかなければならないんだもの。そのくらい許されると思わない？」

　ロザリアのひと言ひと言が鋭い刃のようだ。思わず涙が零れてしまう。

「……っ、ぅ……もう、聞きたくない……」

「やだ。泣かないで。不幸には慣れているでしょう。今度もちゃんと私が邪魔をしてあげる。今までもそうだったもの。きっと殿下も私に夢中になるわ」

「や……やめてっ！　あの方を巻きこまないで！」

「イヤ。私は『お姉さまのもの』が欲しいの。それに私が王太子妃になったほうがきっとみんな喜ぶ。私は美しいもの！　この美貌があれば何だって叶うのよ」

　上機嫌で微笑む顔はよく知る妹のものなのに、別人のようだ。

「早く立場を交換してグランエッタから出ていきたいわ。ああ、でも安心して。私がおねだりしてたくさんの技術者を派遣するし、たまに王宮へ招待してあげる。お父さまもお母さまも、私がいなくなった分だけお姉さまを可愛がってくださるはずよ。ふふっ、領民たちは献身的な『水神の花嫁』ではなく、私こそが富をもたらしたと言って喜ぶでしょうね。本当に愚か」

「……本気でそんな願いが叶うと思っているの……？」

「もちろんよ。私が崖から身を投げるという話を聞いたでしょう。でも、お姉さまが殿下を譲ってくださるなら思い留まってもいいとおねだりしたら？」

　ロザリアの言葉に青ざめる。

　両親を含め、彼女の信望者はきっとロザリアの望むままに動くだろう。ソフィアの意見など、誰も聞く耳を持たないはずだ。

「可哀相なお姉さま。大好きな人たちに振り向いてもらえなくて、最後にようやく手に入れた幸せまで失うなんて……とっても素敵。悲しげなお顔が可愛くて大好きよ」

　無邪気に向けられたのは、天使の頬笑みだ。ソフィアには悪魔が乗り移ったようにしか見えなかったが、誰をも魅了するだろう。

「私が殿下の子供を産んであげる。お姉さまにも抱かせてあげるわ。そのためにはここにたっぷり注いでいただかなければいけないから、綺麗にしないといけないわね」

　謳うように告げるロザリアが怖い。彼女は白い腹を一撫ですると、胸を押さえるソフィアの指に美しい指輪が嵌められていることに気づき、強い力で手首を掴んだ。

「すごく価値がありそう。こんなに素敵なもの、私ももらったことがないわ！」

「だめっ、これは……っ」

「殿下にいただいたの？　なら、これも妻となる私のものだわ」

　ロザリアはソフィアの指から無理やり指輪を抜き取ってしまう。まるで初めからそこにあったかのように彼女の指に収まるのを見て、ソフィアはショックのあまり手を振り上げた。

「返して！　それはわたしの……」

「きゃあぁああぁ！　お父さまっ、お母さまぁっ！」

　そのタイミングで悲鳴を上げられ、ビクリと身をすくませる。ロザリアは自ら頬を叩くと、何が起きたのかわからずにいるソフィアの前で弱々しく蹲った。

「ロゼ！　今の悲鳴はなんだっ!?」

「入るわよ！」

　騒ぎを聞きつけた両親がやってくる。ふたりがなかなか出てこない娘たちを心配して近くまで来ていたことも、ロザリアはお見通しだったらしい。

　両親は部屋の惨状に驚いたものの、無言で立ちすくむソフィアを押しのけ、ずっと引きこもっていたロザリアに駆け寄った。

　彼らの最愛の娘は泣きながら頬を押さえている。怯えた子ウサギのような姿を見て、母の美貌が醜く歪み、ソフィアは本能的に後ずさった。

「お姉さまが叩いたのっ。私、やっぱり身投げなんてやめる、おめでとうって言ったのに、あなたの美しさは目障りだから死んでしまえって……！」

「ソフィア！」

「ち、ちがっ……」

　でたらめな言葉に顔色を失ってかぶりを振る。しかし、両親の誤解を解こうにも口を挟めない。かぶせるようにロザリアが叫ぶ。

「ひどいわ！　私のこと、ずっと妬んでいただなんてっ！」

「あぁ、可愛いロザリア。泣かないで。意地悪なお姉さまね」

　きらきらと落ちていく涙は、本物だ。ロザリアの表情に嘘などひとつも見えない。

　当事者でなければソフィアも心を痛めていた。

「……指輪を返して」

　苛立ちと恐れと、複雑な気持ちで声をかける。

　ここで何を言っても無駄だと悟ったから、ソフィアはもうそれしか望まなかった。

「大事なものなの。お願いだから返して」

「いや！　お姉さまが捨てたんじゃない！　こんな価値のないもの、いらないって。だから私が拾ったの！　どうせ王宮へ行けば贅沢をするんでしょうっ、わ、私だって、私だって王子さまと結ばれたいわ！　次の領主夫人にはお姉さまがなればいいじゃないっ！　何でもあげるって言ったのに！　お姉さまは嘘ばかりだわ！　ひどい！」

　わぁっと泣き出すロザリアを見ても、ソフィアは「違う」と繰り返すことしかできない。しかし、冷めた態度は両親の目にとても冷たく映ったようだ。

「ロゼ、可愛いロザリア、私たちの天使。大丈夫だ、お父さまが殿下にかけ合ってみよう。婚約はまだ正式に発表されたわけじゃない。ソフィアはもともと死んだ娘。グランエッタ辺境伯の娘はおまえしか残っていないよ」

「そうよ、その通りだわ！　ロゼなら誰にでも愛される妃になれる。殿下もきっと気に入るでしょうね。ソフィア、あなたはこの子の結婚が決まってから、生きていたのが見つかったことになさい。殿下もロゼを見れば愛さずにはいられないはずだもの」

「本気で言っているの？」

　ソフィアは悲しい気持ちで尋ねたが、両親は全身で苦しみを表現し、泣きじゃくるロザリアを慰めるのに夢中で振り返りもしなかった。

　ランプの灯りが揺れる。開いたままの扉の向こうでは、あまりのなりゆきに呆然とする執事と、ソフィアを嘲笑う近従の姿。彼らの後ろに見える使用人たちの目も、好意的ではない。愛すべき姫君を泣かせた出来損ないとでも思われているのだろう。

　十六歳の誕生日、その日まで暮らした城館は、こんなにも居心地が悪かっただろうか。

（……きっとジェラールさまのそばが幸せすぎたのね）

　ソフィアは妹の白い手にはまった指輪を見つめながら、虚しさをかかえて立ち尽くしていた。
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　いつもなら温かな身体に触れる指先が冷たいシーツの上を虚しく滑った。

　目を開けても隣にジェラールの姿はなく、とても寂しい気持ちになる。ここはソフィアの実家で家族もいるのに、独りぼっちだ。

　薄々と感じてはいたが、両親や妹との間には大きな溝ができていている。

　みんないつから変わってしまったのか、それとも初めから様子がおかしかったのか、思い出そうとしても思い出せない。ひょっとしたら、そのくらいずっと前から自分は家族の輪から弾かれていたのかもしれない。

　想像しただけでぞわりと鳥肌が立って、ソフィアは弱々しく首を振った。

「身内で諍いを起こしている場合じゃないわね。今日はジェラールさまがいらっしゃる可能性だってあるんだから、せめてわたしだけでもしっかりしなきゃ」

　自分自身に言い聞かせ、いつまでも落ちこんでいる暇はないと起き上がる。

　数時間前までの騒ぎが嘘のように静かな朝だったが、この後、きっとひと悶着あるはずだ。そのとき、どう振る舞うのが最善なのか考えなければいけなかった。

　もともとジェラールとふたり揃ってグランエッタを訪ねる予定だったのだ。そのために彼はわざわざノイシュタット国王にさまざまな贈り物をして、敵意がないことを十分に示したうえで国内を移動する許可を取っていた。

　でも本音を言えば、なぜか領主である父とではなく美しい妹と密かに手紙のやり取りをしていたジェラールと顔を合わせるのが怖い。

　普通に考えて、彼がロザリアに興味を持っていなければソフィアに内緒で関係を築こうとは思わないだろう。実物を見たら余計に彼女を手に入れたくなる可能性だってある。

　一方で、ロザリアが卑怯な手を使ってジェラールを誘惑することが許せない。

　妹に煽られた両親までおかしなことを言い出さないよう、出迎えからずっと同席して見張らなければと思っていた。

　モヤモヤした気持ちをかかえ、何気なく外の景色に目をやると、視界の端に今にもロータリーへ到着しそうな馬車と護衛らしき騎馬隊の姿が見える。

「え……待って、嘘？　まさかジェラールさま？　もういらしたの!?」

　一瞬で目が覚めて、ソフィアは慌ててカーテンの陰に身を隠した。

　まだ朝食の時間にもならないというのに、ずいぶん早い到着だ。ジェラールが都合をつけてすぐに追いかけて来たことが窺える。

（ジェラールさま、わたしはあなたを信じていてもいい？）

　ソフィアは両手で頬を叩き気合いを入れると、無理やり不安を呑みこみ、出迎えの準備をするためにベルを探した。

　しかし、片づいた机の上にもナイトテーブルの上にも見当たらない。就寝前は疲れきっていてよく見ていなかったが、だいぶ様変わりした自室には必要最低限の家具しかなく、ドレスも小物も目ぼしいものはすでに運び出された後だった。

　仕方なくシュミーズドレス姿で廊下に出ようとすると、ノブは途中までしか回らず、どうやら扉は外側から鍵がかけられているらしい。

「……!?」

　すっかり油断していた。寝ている間に細工をされたのだ。

　ここにはロザリアを慕う者ばかり。おそらく中立でいてくれるのは、マルセルとソフィア付きだった侍女くらいだ。そして彼らも近いうちにやってくるジェラールを最大限にもてなすため、仲間内の裏切り行為まで気にしている余裕はないだろう。

「……どうしよう」

　ソフィアの部屋は三階の西の外れにある。メインで使われている中央階段からは遠く、大声で叫んでもみんなが一斉に慌ただしく動いている日などはなおさら声が届かない。ロザリアに部屋を譲ったとき、静かに本が読めるという理由だけで選んだ場所だった。

　だから隣は空き部屋だったし、家具の入れ替えの時期でもなければ人の出入りは期待できない。窓から出ようにも、バルコニーの周囲には背の高い木々が生えているだけで下に下りるのは難しかった。

「ジェラールさま……」

　何もかもがロザリアの思惑通りに進んでしまう前に、どうにかして彼のもとへ行かなければ。勇気を出して話をしなければ。

「諦めるものですか」

　もともとソフィアは諦めが悪いのだ。

　このまま何もせずにいることだけはできなかった。





◆　◆　◆






　早朝に道を行き交う人の姿はまばらだったが、どこまでものどかな風景に不似合いな四頭立ての馬車とそれを囲む護衛の一団はかなり目立つ。たまたま遭遇した者たちが目を丸くして、慌てて道端へ退いては立ち尽くす姿が見えた。

　娯楽の少ない田舎のこと、一行が向かうのは領主一家の暮らす城館だと知られたら、あっという間に根も葉もない噂が広まりかねない。

　どこぞの上流貴族がロザリアさまを迎えにきた、などと言われてしまったら最悪だ。

　冗談じゃない、私の花嫁はもっと素直で可愛らしい──と、いちいち訂正して回るわけにもいかず、ジェラールは不機嫌そのものの表情で小窓から顔をそむけた。

「とてもソフィアさまにはお見せできないお顔をしていますよ。もう到着するのですから、シャンとなさってください」

「わかっている。だが愛しい恋人に置いて行かれた挙句、ついにあの性悪女に会うのかと思うと憂鬱にもなる。姉のソフィアは穏やかで心優しいのに、同じ親から生まれた妹はなぜああも歪んでいるんだ」

「良いところはすべてソフィアさまに行ってしまったからでしょう。姉妹といえど、ロザリア嬢は出涸らしでしかありません」

「否定はしないが」

　向かいの席に座った執事の言葉は辛辣だ。ジェラールとソフィアの仲睦まじい姿を間近で見ているせいか、姉の生存を知って以来、遠方にいながらも天然を装ってあれこれと画策し、引っ掻き回そうとする少女の姑息さが気に入らないらしい。

　ジェラールはいくらか冷静になって、再び窓の外へ目を向けた。

「ローレンス、見てみろ。辺境貴族が居住するにしてはかなり大きな城だ。確かにグランエッタはど田舎だが、ヴァリス山脈とラン・ルーエのお陰で戦に巻きこまれることもなく、美しい自然の風景が今までほぼ無傷で残っている。ここは宝の山だぞ。開発の仕方によっては莫大な利益を産む」

「まるで侵略者のような台詞ですね」

「もちろんソフィアが泣くような真似はしない。ノイシュタット国王にも繰り返し説明して理解を得ている。向こうも私が持ちかけた治水と関連事業について乗り気だ」

「未来の王妃の出身地を蔑ろにはできないと踏んでの判断でしょう。何より、ベルフォールからも資金援助があるというのは願ったり叶ったりといったところですから」

「ソフィアがいなければ実現しない話だ。……彼女の身内は、それが大前提だとなぜわからないんだろうな。先日の大切な約束まで反古にし、どこまでソフィアを……ひいては私を蔑ろにすれば気が済むのか理解できない」

　ジェラールは忌々し気に吐き捨てると、いくらか予定が変わったことでこうむった迷惑を思い出す。自分を待たなかったソフィアを叱るつもりはないが、彼女にひとりで故郷へ戻るような判断をさせた者たちに良くない印象を持つのは仕方のないことだ。

　王都を立って数日、ようやくたどり着いたリモージュ家所有の城館は高い塔と白い壁を持つ石造りの建物で、事前にソフィアから聞いていた通りの姿で佇んでいる。

　小さな跳ね橋を渡ると驚いた様子で門番の老人が飛び出してきたが、御者が簡単に事情を話すと疑うこともなく丁重に迎え入れられた。

　そのまま進むと、門からすぐの白樺並木の向こうには、色鮮やかな春薔薇の茂みと瑞々しいハーブの庭が広がっている。思わず見入りそうなほど美しい光景だったが、ジェラールを乗せた馬車はそういったものをすべて無視して玄関前のロータリーで停まった。

　先触れも出さなかったせいか出迎える者はなく、騎士のひとりが玄関のベルを鳴らしてようやく連絡がつくと、しばらくしてかなり慌てた様子の使用人が出てくる。

「連中、我々の来訪が想定外の速さだとでも言いたげな顔をしているぞ」

「殿下がすぐに追ってこられる可能性を考えていなかったのかもしれません」

「会談の成果をまとめる必要があったから途中で追いつくことはできなかったが、ソフィアを愛しいと思えばこそ最速で駆けつけたつもりだ。人を訪ねるのに相応しい時間とはいえないが、こうなることを予想して待っていることもできただろうに」

　グランエッタ辺境伯は、いくら自分の娘とはいえ隣国の王太子妃にと望まれたソフィアをずいぶんと軽んじているようだ。

　過去の調査で彼女の両親がふたりの娘を差別しているという報告はなかったが、ソフィアがベルフォールで保護されている間、彼らのそばにいたのはロザリアだ。もしかしたら何か都合のいいことを吹きこまれているのかもしれない。

　ジェラールは苦々しい気持ちを隠すとローレンスを従えて外に出る。王都からの強行軍で疲れてはいたが、大切な恋人に一刻も早く会うためだと思えば苦にならなかった。

「出迎えご苦労。少しばかり予定が狂ったが、所用で先に戻ったソフィアを追ってここまできた。彼女はどこだ？」

　ポーチからエントランスまで列をなす使用人と、その向こうで待つリモージュ家の面々に聞こえるよう、はっきりと告げる。しかし、門番の老人などはすぐに頭を下げて見送ったのにも関わらず、年若い者ほどあからさまに表情を硬くした。

　王族に対する緊張感からとは思えない。よほどジェラールの言葉が受け入れがたいようだ。少なくとも、ここにいる人間は半月前にはソフィアの生存とジェラールとの婚約について聞き及んでいるだろうに。

　未だに事情を知らない領民はともかく、様子がおかしい。

　そんな中、大げさな身振り手振りで壮年の男女が進み出てきた。

「これはこれは！　ベルフォール王国の王太子殿下でいらっしゃいますね。遠路はるばるようこそおいでくださいました。このたびの名誉、感激に堪えません！　ですが、その、お早い到着で驚きました」

「なぜだ。愛しい恋人に置いて行かれて慌てない男はいない」

「は？　愛しい……？」

「恋人？」

　出迎えた辺境伯と夫人は驚愕の表情を浮かべ、首をかしげる。

　この期に及んでソフィアが深く愛され、花嫁にと望まれたことを信じていないらしい。おそらく下の娘を優先し、「急病」などともっともらしい理由をつけてはソフィアのために王都へ足を運ぶこともなかったくらいだ。こうして最低限の身なりを整えただけの様子からも、ジェラールの到着を聞いて飛び起きてきたことが窺える。

「……待て、我々が思うより殿下はあの子にご執心なのでは……？」

「まさか。ロゼならともかくソフィアなんて……」

「いや、でも……やはり物珍しさから婚約までするというのは……」

「お父さま、お母さま、まずは中へ入っていただきましょう。いつまでもこんなところでお話ししていては失礼だわ！」

　ぶつぶつと小声で囁きあう領主夫妻の間に、突然ひょっこりと愛くるしい少女が割りこんできた。

「あ、あぁ、そうだ。その通りだ。お客様をもてなさなくては。さすがロゼは気が利くな」

「ええ。本当に自慢の娘ね」

　辺境伯夫妻は今し方の戸惑いなど忘れたかのように自信に満ちた笑みを浮かべると、急に張りきった様子で娘の背中を押し出す。

　なるほど、これが妹のロザリアかとジェラールは目を細めた。

「初めまして、素敵な王子さま。グランエッタ辺境伯の娘でロザリアと申します。どうぞロゼと呼んでくださいね。親しい人はみんなそう呼ぶんです。私、ずっとあなたにお会いしたかったの！　このドレスも今日という記念日に合わせて選んだんですよ」

　王太子を相手にずいぶん砕けたあいさつもあったものだ。

　にこにこと笑い、軽くドレスを摘んで小首をかしげる少女に呆気に取られる。言葉一つ取っても甘えた態度を見ても、とても初対面の目上の者に対するものとは思えない。

　また、辺境伯夫妻が明らかに慌てて起きてきた様子なのとは対照的に、なぜか彼女だけは頭のてっぺんからつま先まで抜かりなく身だしなみを整えていて、まるでこうなることを見越していたかのようで気味が悪かった。

「……ソフィアとは似ていないな」

「昔からよく言われます。でも、そのせいでお姉さまが卑屈になってしまって」

「別に君の容姿を褒めたわけじゃない」

「まあ！　殿下は変わった趣味をお持ちなんですね。だからお姉さまを見初めたのかしら」

　ロザリアは余程ソフィアを見下しているのか、暗に彼女を貶めることに躊躇いはないようだ。いや、もしかしたら何も考えていないのかもしれない。美しい者特有の傲慢さが、ここでは天真爛漫な少女の魅力としてもてはやされている。

「君は……」

「申し訳ありません！　この子のことは末っ子としてみんな甘やかすものですから、どうも年より幼いところがありまして。しかし、それも含めて可愛らしいと評判なのですよ」

「あら、あなた。ロゼは殿下の麗しいお姿を拝見して緊張しているのよ。ねえ」

「はい、お母さま。こんなに素敵な方とお知り合いになれるなんて夢みたい！　私はとっても幸運な女の子だわ。これから仲良くしてくださいね。ベルフォールは豊かな国というから、いろいろお聞きしたいの」

　さすがに横からフォローが入り、ロザリアはそれに気づいているのか、いないのか、特に気にしたふうもなく言い募る。

「さあ、殿下！　こちらへ！」

　いくら何でも馴れ馴れしすぎる態度に呆れていると、親のほうは空気を読んだらしい。やや強引に割りこんだ辺境伯が、ため息をつくばかりのジェラールをいざなって邸内を歩き出す。だが、移動する間もソフィアの不在を下の娘で埋め合わせようというのか、ロザリアにやたらと話しかけられて辟易した。

　適当に相手をしながら、近くの応接室に急きょ整えられた席に着く。

　程なくして焼き立ての白パンと手作りのベリージャム、数種類のチーズ、新鮮な野菜のサラダに卵、ハーブ入りのソーセージ、搾り立てのフレッシュジュース、瑞々しいフルーツなど、急ごしらえにしては十分な料理が三人分出てきた。

　どうやら彼らは本気で自分をソフィア不在のまま歓待する気らしい。

「……時間の無駄だな」

　この状況で何をどう楽しめというのか。

　ジェラールは食事には一切手をつけずに席を立つ。

「殿下？　何かお気に召しませんでしたか？」

「ああ、気に入らない」

「今すぐ違うものをお出しします！」

「けっこうだ」

「ジェラールさま、落ち着いてください。美味しいですよ、一緒に食べましょう」

「私はソフィアの妹だろうと気安く名を呼ぶことを許可した覚えはない」

「でも……私、親しみをこめてジェラールさまとお呼びしたいわ」

「二度も言わせるな」

　すぐにうるうると瞳を潤ませ、可愛らしくおねだりするロザリアにため息が出る。心から不愉快に思っていると、さすがに彼女の親たちは顔色を変えた。

　ジェラールとソフィアの結婚は特別に認められたもので、いくらリモージュ家が侯爵に並ぶ爵位を持つ家柄とはいえ、もともと王族とは天と地ほども身分に差がある。またグランエッタのように寂しい土地の出身では、とても一国の王子には釣り合わない。

　それを理解していたソフィアと違い、美しさがすべてとでもいうようなロザリアの態度は、持ち前の美貌のお陰で好きでもない女たちとの面倒事に巻きこまれ、苦労の絶えなかったジェラールの勘に触った。

　彼らは誤解している。先に惚れたのは自分のほうだ。

　ソフィアは何も知らず罠にかかり、努力の甲斐あって恋をしてくれた。

　ジェラールがソフィアを大切にしていることは、今やベルフォールの者にとっては常識だ。それこそ女王陛下に笑われるほどベタ惚れだった。

　そもそもジェラールはソフィアの容姿も好みなのだ。

　長い黒髪は艶やかで触り心地がよく、白いシーツに散らばったところなど最高だ。灰色がかった緑の瞳がしっとり潤む様子も魅力的で、いつもキスして欲しそうな唇や、つい摘みたくなる鼻、愛を囁くたびに熱を持つ耳も可愛らしい。さらに、ほっそりとした身体はすぐに押さえこめるため、男としては大変都合がよかった。

　お淑やかそうに見えて意外に強情なところも、優れたものを素直に学ぼうとする姿勢も好ましい。きりのない惚気は胸の中だけに留めておくが、部屋の片隅で待機する執事と騎士がそっと視線を逸らしたのは、ジェラールの考えが読めたからだろう。

「結婚の話をするのにソフィアがいなければ始まらない。彼女はどこだ」

「あ、あの子は……諸事情でこの屋敷にはいないのです。いつ戻るかも不明でして……」

「そんなはずはない。門番に確認している。……ソフィアのために王都に上ることすら止めたのも、彼女に対して何か思うことがあるからか？　とても急病には見えないが」

　多少の嘘を混ぜて責めると、辺境伯夫妻は気まずそうな顔をする。ふたりとも根は悪くないのだろう。そうでなければ、ソフィアのようにいい子は育たなかった。

「あの、ごめんなさい、お父さまたちが隠したがるのも無理はないんです。お姉さまは少し変わっているから」

　どうやって口を割らせようか考えていると、再びロザリアが首を突っこんでくる。視線で先を促せば、彼女は嬉々として普段の姉の振る舞いを話し出した。

「付き合いの短い方は姉の地味な見た目に騙されやすいんです。でも、ああ見えて実は淑女らしくないところがあるというか……。言い難いのだけれど、昔から下町の繁華街に行きたがったり、得体の知れない者たちと親しくしたりと素行に問題があって。きっと今も城館を抜け出して誰かに会いに行っているんだと思います」

「これ、ロザリア」

「お父さま、殿下にはお姉さまのことをよく知っていただかなくては」

「なんて優しいの。身内の恥を伝えてでも殿下を後々の醜聞からお守りしたいのね。あぁ、早く殿下がお心変わりしてくださらないかしら。あの子よりあなたのほうが王太子妃に相応しいというのに……」

「私も辛いの。嘆かないで、お母さま」

　──なんだ、この茶番は。

　健気にも涙を堪える娘と、彼女に同情する両親といった風情だが、ジェラールには理解できない。言葉の節々からソフィアよりロザリアに肩入れする様子が伝わってきて、不快感ばかりが大きくなる。

　最初にソフィアのことで書簡を送ったときは、娘の生存と結婚話をとても喜んでいたのに、今ではまるで別人のような冷たさだ。

　美しい顔と都合のいい言葉で唆すロザリアに騙されているのだろうか。

（……異常だ）

　思い返すと度々おかしなことがある。

　彼らは儀式の前に消えたソフィアを探しもしなかった。どこかで生きているならいいという親心があったにしろ、憔悴する両親を優しく慰めながらも捜索は無駄だから諦めるよう進言したのはロザリアらしい。

　幸せだった家族の歯車を狂わせているのは、このまだ十四歳の少女で間違いない。

　ジェラールは必死に苛立ちを隠すと、埒が空かないとばかりに自ら仕掛けた。

「では、ソフィアが戻ってくるまで暇を潰したい。誰か話し相手がいればいいのだが」

　家長の傍らへ視線をやりながら言う。どうせロザリアを推すことはわかっていたが、少しくらいこちらも彼女を望んでいることを匂わせる。

　この機会に、これ見よがしにつけている指輪のことも問い詰めなければ。

　アメジストの指輪は、ジェラールがソフィアに贈ったものだ。

　身一つで憂いの森に流れ着いた彼女がそれをとても大切にしていることは、そばにいた人間ならば誰もが知っている。徐々に恋を知り、ジェラールを受け入れていくソフィアを見てきただけに、彼女の愛情を疑う余地はない。指輪を手放したのは、そうしなければならない状況にあったからだろう。

「ならばせっかくの機会です。姉と違って友人も多く、お喋り上手な下の娘となら楽しく時間を潰せるかと思います。いいね、ロザリア」

「もちろんです、お父さま。見たいものやしたいことがあれば何でも言ってくださいね、殿下。私、人を喜ばせるのは得意なんです」

　にっこり笑うロザリアの笑顔は完璧だが、ジェラールとて生まれたのが権謀渦巻く王宮なら、育ったのも伏魔殿のごとき王宮だ。近年は女王陛下の威光が行き届き、愚かなことを考える者も減ったが、十年、二十年前は美しい顔の裏で反吐が出るような振る舞いをする貴族がごまんといた。

　ロザリアの笑みはかつての不届き者たちを彷彿とさせる。ジェラールの従者たちもそれがわかったらしく、異様な娘を注視していた。

　主と志を同じくする女性などいないと諦めかけていた矢先に現れた少女は、彼らにとっても命を賭けて守るべき対象なのだ。

「まずは邸内を案内してくれ。ソフィアの生まれ育った場所を見てみたい」

「お姉さまのことが気になるんですね。……わかりました。こちらへどうぞ」

　ロザリアは華やかな桃色のドレスを揺らし、応接室を出ると軽やかに歩いていく。

　しかし両親の姿が視界から消えると、ゆっくりとした歩みでジェラールに並び、不自然ではない程度に身体を寄せてきた。

　年の割に豊満な胸が腕に当たり、衝動的に突き飛ばしたくなる。だが、ぐっと堪えて艶めいた表情を作ると、ジェラールは少し背をかがめてロザリアの耳もとで囁いた。

「もういい。わかっているだろう？　案内などただの口実だ。どこかふたりきりになれる場所はないのか」

「ええ、あります！　とっておきの場所が」

　ずっと不機嫌そうだったジェラールが艶めかしく微笑みかけたのだ。ロザリアは汚れを知らない乙女のように、恥じらいを含んだ笑みを浮かべて答える。

　しかし、まともな感覚の持ち主なら普通は姉の恋人からの誘いに軽々しく乗ったりしない。天真爛漫というより愚かに見えるのに、おそらくこの城館の人間はそう思わないのだろう。

　ジェラールは案内されるまま三階の西の端まで歩き、物々しい錠前のついた扉に眉をひそめる。まさか辺境伯はここにソフィアを閉じこめているのではと考えたが、さすがにそれは実の娘にする仕打ちではないと思い直した。

　ふと気が逸れた隙にロザリアが腕を絡め、手前の部屋へ引っ張りこもうとする。

「この辺りはあまり人が来ないの。なるべく人に知られないほうがよいのでしょう？」

　クスクスと笑う少女は、ジェラールを大きなソファに導いて許可もなく膝の上に座る。礼儀を知らないだけなら躾ければいいが、彼女は自分ならば許されると信じて行動に移しているようだ。

　確かにロザリアほどの美少女がすることなら、無邪気なお姫さまだと笑って見逃す者も多いだろう。彼女に対してまったく良い印象のないジェラールには、身勝手な子供にしか見えなかったが。

　つい思慮深いソフィアと比べてしまい今すぐ振り払いたい気持ちを我慢する。

「私がなぜ誘ったと思う？」

「あら、いじわるをおっしゃるのね。殿下は私が欲しいのでしょう？」

　ロザリアは「今さら何を」といった表情でしな垂れかかり、すぐにでも唇を重ねようとする。まるで商売女だ。

　さり気なくかわして不満げな顔を見つめると、透き通るように白い肌に朱が走った。

　ジェラールは自分の容姿が十分武器になることを自覚したうえで、とびっきり甘い声で問いかける。

「何度か手紙をやり取りするうちに君に興味を持った。君はソフィアのことを気にしていたが、それ以上に都会への憧れが感じ取れた。ソフィアに代わってベルフォールへ行きたいか？」

「ふふふっ。そうね、殿下がお望みなら従います。でもお姉さまに悪いわ。私、お姉さまがとっても大好きなの。本当です」

「ああ、わかっている」

　歪んだ愛情を注がれるほうは堪ったものではない。ジェラールの言葉をどう受け取ったのかは知らないが、ロザリアは満更でもないという顔をしてころころと笑った。

「私たちは仲の良い姉妹だけれど、恋する気持ちは止められません。殿下が、ジェラールさまがお姉さまより私を気に入ってくださったのなら……仕方ないわよね」

　とても内緒話をするような様子ではない。ロザリアは今にも高笑いしそうな甲高い声で言うと、自らドレスのリボンを解こうとした。

　ジェラールはとっさにその手を掴む。さすがに誤解では済まされなくなる。

　しかし彼女はジェラールが服を脱がせたがっていると思ったらしく、猫のようにくるりと身体を反転させて、自らソファに押し倒されるような格好になった。

「名実ともにあなたの婚約者にしてくださる？」

　ロザリアはふわりと微笑みかけながら、馬鹿らしい望みを口にする。

　やけに手慣れた感じがするのは、普段から同じように誰構わず誘っているからに違いない。本人は恥ずかしそうに上目遣いで見つめているつもりだろうが、文字通り純潔だったソフィアの反応に比べれば図々しいくらい演技がかっていた。

　これに騙されるのはよほど女慣れしていないか、何でもいいから彼女が欲しい男くらいだ。ジェラールはそのどちらにも当てはまらない。

　苛立ちが大きくなり、胸元へ伸びてきた手を乱暴に引き剥がした。

「あんっ」

「この指輪はどうした？」

　怒りを押し殺して問いかける。

　繊細な細工の指輪はソフィアの楚々としたイメージに合わせて作らせたものだ。それを他の女を飾っていると思うと不愉快で仕方がない。男の自分でこうなのだから、ソフィアはもっと嫌な思いをしたはずだ。

　すると、ロザリアは哀しげに睫毛を震わせて息を吸うように嘘をついた。

「お姉さまが捨てたの。こんなもの、これからはいくらでも手に入るからって」

「まさか……」

「ジェラールさま、お姉さまは物静かで無害そうに見えるけど計算高く強欲な人よ。このまま娶ったらきっと後悔するわ。私なら、あなただけにお仕えするのに」

　甘く誘うように微笑まれ──、ついに限界が訪れた。

　ジェラールが華奢な指から指輪を引き抜くのと、バルコニーから物音がしたのは同時だった。





◆　◆　◆






「ソフィア!?」

　大好きな人の声がする。でも、ソフィアはとっさに目をそむけてしまった。

　ジェラールが妹を押し倒していたのだ。それもこんな城館の端にある、普段でも用がなければ誰も来ないような部屋で。

（ここにいたらだめ）

　何とか隣のバルコニーまで移れたのに、ほっとしたのはほんの一瞬だ。中に入れないか確かめようと、外から室内を覗いて心臓が止まるかと思った。

　ソフィアは足をつけたばかりの出っ張りから、さらに先へと爪先を伸ばす。

　ジェラールたちがいなければどこでもいい。とにかく一刻も早く、どうにか鍵の開いた部屋までたどり着こうとした。

（早く……早く離れなくちゃ……っ）

　ふたりの表情まではわからず、会話もよく聞こえなかったが、会って早々に密会していたという事実だけで十分だ。

「何をしている！」

　ジェラールがバルコニーに飛び出してくる。ソフィアは頼りない格好を恥じる余裕もなく、ただ肩を震わせて逃げようとした。

「ソフィア！」

「来ないでっ」

　ジェラールの慌てた声がする。耳元を吹き抜ける春風はまだ冷たくて、裸足の指先も冷えているのがわかった。

　まるで崖から落ちたときのようだ。心の中が絶望でいっぱいになる。

　あのとき自分を追い詰めたのはロザリアだ。でも、今はジェラールが追いつめる。

「あっちへ行って！　もう知らない！　ジェラールさまなんて……」

　嫌い、とは嘘でも言えず唇を噛んだソフィアの耳に、いつもと何ら変わりない妹の声が届いた。

「いらないの？　お姉さま。だったら私がいただいてもいいわよね」

「離せ！」

　ジェラールは拒むが、ロザリアは彼の背中にすがりついて離れない。

「お仕置きされて、てっきりお部屋で泣いているのかと思っていたわ。可哀相だから少しジェラールさまの声を聞かせてあげたのだけれど、こんなことになるなんて。選ばれてしまってごめんなさい。お姉さまは本当に神さまに嫌われているのね。大丈夫よ、その分、私がずっとずっと愛してあげるから」

「……っ」

　優しく慰められ、血の気が引いていく。

　やはりこれが妹の本性なのだろうか。

「見たでしょう？　ジェラールさまったら、出会ってまだ間もないのに我慢できずに私を押し倒したの。お姉さまが邪魔をしなければきっと抱いていただけたわ！」

　あぁ、今すぐ消えてしまいたい──。

　がむしゃらに隣のバルコニーヘ飛び移ろうとして。

「あ……」

「ソフィア！」

　バランスを崩したソフィアはそのまま落下しそうになる。だが、一瞬早く駆け寄ったジェラールに手首を掴まれた。

　パラパラと細かい塵が落ちていく。自分たちがとても危険な状況にあることに気づき、ソフィアは手首の痛みに顔を歪めながら叫んだ。

「離してください！　離して！　だめっ、あなたまで……」

「馬鹿を言うな！　君を見殺しにはしない！　落ちるときは一緒だ。私を死なせたくなかったらしっかり掴まっていろ！」

　宙に吊るされる格好になったソフィアは、怒鳴られて目を見開く。自分に対してジェラールがこれほど怒りを露わにするのは初めてのことだった。

「王太子殿下!?」

「ソフィアさま！」

　大声でのやり取りが届いたのだろう。外を巡回中の騎士に見つかり、騒ぎを聞きつけた人々が続々と駆けつけてくる。彼らはバルコニーから身を乗り出したジェラールと今にも落下しそうなソフィアを見て、ひどく慌てた様子で声を張り上げた。

「誰か！　ありったけのカーテンとシーツを持ってこい！　急げ！」

「こ、こちらですっ！　どなたか手伝ってください！」

「殿下っ、ソフィアさまっ、すぐにお助けします！　無理に動いてはいけません！」

　他にも何人かが邸内からバルコニーに回りこもうとしているのがわかったが、ここは城館の西の外れだ。たどり着くまでに時間がかかり過ぎる。それにジェラールはソフィアを支えようとして不自然な体勢を強いられ、下手に横から手を出すのが困難な状態だった。

「あ、ぁ……なぜ……いやああぁっ！　ソフィア……！」

「な……なんてことだ……」

　少しして悲鳴が上がったかと思えば、人々の輪を押しのけて両親がやってくる。

　母はソフィアの姿を見るなり地面にへたり込み、父は父でひどく青ざめ、棒立ちになったまま動かない。

　──そう。両親はいつも肝心なところで、ソフィアのために自ら動こうとはしてくれないのだ。

　でも、もしこれがロザリアだったら？

　彼女のわがままを叶えるために、もっともらしい理由をでっち上げて国王との約束をすっぽかし、ジェラールにも恥知らずな提案をしようとするくらいだ。きっと対応も違っただろう。

　ソフィアは溢れそうになる涙をこらえ、両親からもジェラールからも目を逸らした。

「もういいの。わたしなんて助けても意味がないわ」

　大勢の人に迷惑をかけているのに、悲しくて思わず投げやりな言葉を吐いてしまう。

　ただ、自分はいくらでも替えのきく貴族の娘だがジェラールは一国の王子だ。道づれにするわけにはいかない。

「お願い。離して……。ジェラールさままで落ちてしまったら……っ」

「離すものか！　力を抜くな！　ソフィア……っ！」

「でもっ」

「嫌だわ。さっきから何なの？　私のことを無視して物語のヒロインにでもなったつもり？　……お姉さまのくせに生意気よ」

　緊迫した空気の中、ふたりの会話を無理やり遮り、危うい均衡を崩したのはジェラールの背後に回ったロザリアだった。

「何を……っ、おい、やめろ！」

「あった。これ、大事なものなのでしょう？」

　ロザリアは彼に抱きついて衣服を弄ると、ポケットから指輪を取り出す。ソフィアはようやくジェラールが妹の手を掴んでいた理由に気がついた。

　ふと見上げた彼は美しい銀の髪を乱し、額に汗を滲ませながら必死にソフィアの身体を引き上げようとしている。腕が痙攣していて限界が近いのがわかった。

「ジェラールさま……」

「もう黙って。とっても残念だけど、そろそろおしまいにしなくちゃ。のんびりしていたらふたりとも落ちてしまうもの。そんなの許されないわよね？　お姉さま」

「……っ」

　ソフィアは横から割りこんできた妹の声で我に返る。確かに希望が見えたからといって、このままジェラールに負担をかけ続けるわけにはいかなかった。

「大丈夫よ、この程度の高さならきっと死なないわ。四肢の骨を折るくらいかしら。治るまで一年でも二年でも、一生かかったって私が付きっきりで看病してあげるから心配しないで」

「聞くなっ、ソフィア！」

　ロザリアはジェラールに手を貸すでもなく、彼の後ろから顔を覗かせ、指輪を宙にかざす。

「野暮ったいお姉さまは知らないでしょうけど、アメジストの元となる石って普通に生活していても自然に傷つくくらい脆いの。わかる？　ここから落とせばどうなるか。もしかしたら割れてしまうかも。まるでおふたりの儚い愛のように」

「やめ……て……」

「可哀相なお姉さま。でも、泣き顔はとっても素敵よ」

　ロザリアはゴミでも捨てるかのように指輪を放る。ソフィアはとっさにジェラールの腕を振り払い、それに向かって手を伸ばしていた。

「待て！　ソフィア！」

　次の瞬間、ザザッという葉擦れ音と鈍い衝撃が全身を包み、とっさに目をつむる。

　ソフィアは不幸中の幸いで地面への落下を免れ、ちょうど城館の二階辺りで木の枝と枝との間に横向きで引っかかっていた。

　ジェラールやほかの者たちが自分を呼ぶ声は聞こえていたが、言葉どころか呼吸を忘れたかのように唇が動かない。落下の恐怖や引っかき傷の痛みより、奇跡的につかむことができた指輪の存在に心から安堵して周囲を気遣う余裕がなかったのだ。

（よかった……壊れていない……）

　そっと開いた手のひらの中に祈るような気持ちで視線を向けて、ようやく自分も指輪も無事だったのだと肩で息を吐く。

　しかし、その油断がいけなかった。

　どうにか体勢を変えようと身じろいだためか、かろうじて身体を支えていた枝に亀裂が走り、パキッと乾いた音を立てる。

「……っ、あ……」

「ソフィア！」

　今度こそ、もう駄目だ。

　受け身を取る間もなく、浮遊感とともに視界がぶれる。あとは下まで落ちるしかない。

　時間にすればほんの一瞬のことがスローモーションで見える。ソフィアはせめて指輪だけは、と思って胸元へ抱き寄せた。

「危ない……！」

「きゃああああぁ！」

　遠くで人々の悲鳴が聞こえる。

　だが、いつまで経っても覚悟していた痛みはなかった。

（……どうして……？）

　ソフィアは心臓がドッドッと早鐘を打つのを意識して再び硬く瞑った目を開けると、自分がしっかりと誰かに抱きしめられていることに気づく。

「え……？」

　恐怖でこわばる唇から、かすれた声が漏れた。

　──これは、この人は……ジェラールだ。

　どうやら彼はとっさにバルコニーから飛び下り、ソフィアを落下の衝撃から寸でのところで庇ったらしい。そうとしか思えない。

「殿下！　ご無事ですか!?」

「ソフィアさま！　誰でもいいっ、早く医師を連れてこい！」

　庭で大騒ぎしていた騎士たちもギリギリ間に合ったようだ。すぐ下には土でも草でもなく、分厚いカーテンとシーツが幾重にも重ねられていた。

　しかし数人がかりで受けとめようとしてもふたり分の重みは相殺し切れなかったのか、下敷きになったジェラールは少し身体を打ちつけてしまったらしい。

「ジェ……ジェラールさま！」

　自分のしでかしたことに震えながら、ソフィアは端整な顔を歪める男にすがりついた。

「怪我は……ないか？」

「はいっ、あなたが助けてくださったから……っ」

　手足にできた擦り傷など怪我に入らない。

　ジェラールを突き動かした感情を思うとボロボロと涙が零れ、拭っても拭っても止まらなくなる。

　彼は心底ほっとした様子で泣きじゃくるソフィアを抱きしめた。

「泣くな。君が無事ならいいんだ」

「……っ、ごめ……なさっ……わたしのせいで……っ」

「騎士のお陰で大したダメージは受けていない。そんなことより、憂いの森へ流れ着いたときの二の舞にならなくてよかった。もう生きるか死ぬかという場面に遭遇するのはこりごりだ。君はお淑やかに見えて大胆だから目が離せない。一生離す気もないが」

　人前だというのに最後は甘い言葉で締めくくられる。

　ジェラールはソフィアや周囲の心配をよそに自力で起き上がると、あられもない姿の彼女をそのままベージュのカーテンで包み、騎士たちに両腕を掴まれてやってきたロザリアに向き直った。

「望み通りの結末にならなくて残念だったな」

「……お姉さまのどこがいいの……？」

「今さら何を。お前なら答えを聞かなくてもわかっているはずだ」

　この期に及んで拗ねた顔をする少女にみな強烈な違和感を覚えているのか、あれほど甘やかしていた実の両親ですら驚愕の表情だ。一方で、強面の騎士たちに囲まれているのにロザリアは特に動揺もせず、ジェラールと姉を見比べて眉を吊り上げた。

「でも、だからっておかしいでしょう。私は誰よりも美しいわ。男も女も誰だって魅了してみせる。あなたのお役にだって立てるのに。お姉さまには絶対にできないことよ」

「私は自分の妻に娼婦の真似事をさせてまで人脈を築き、情報を得たいとは思わない。誰構わず節操なしに粉をかけて親しくなった挙句、父親のわからない子供を王位に就けるなんてまっぴらごめんだ」

「ひどいっ」

　ジェラールはこの場に居合わせた者たちにもよく聞こえる声でロザリアを拒絶すると、小さく首を振るソフィアに気づき、それ以上の侮辱は控えた。

　だが、どうしても言っておきたいことがあるのか、ソフィアを愛しげに抱いて嗤う。

「だいたい前提条件が間違っている。私はソフィア以外の女に興味がない。わざわざお前に手紙を書いたのも、ここでの話し相手に選んだのも、すべて彼女の妹だからだ。そうでなければまったく眼中に入っていないと断言できる。姉妹の優劣を比べることすら馬鹿らしい。なぜソフィアと競えるなどと思えるのか理解に苦しむ」

「私はっ……」

「中身がないから、自分の意思を持ち、地に足の着いたソフィアが怖いのだろう？　優しい彼女がその気になればお前など誰も顧みなくなる。いつまでもチヤホヤするのは外見にしか興味のない愚かな連中だけだ。若いうちはそれでいいだろうが、年を取ればどうだろうな。自慢の美貌が衰えたとき、広い世界にひとりきりだ。孤独が待っている」

「……っるさい……うるさい、うるさいぃぃぃッ！」

　傍目にも媚びた様子だったのに、ロザリアは一転して狂ったように怒鳴り散らし、眦を釣り上げてジェラールを睨みつける。

　思い通りにならず癇癪を起こしたのか、図星を突かれて激怒したのか、ソフィアにはわからない。しかし彼女の秘められた一面を目の当たりにして、悩みなど何もないかに見えた妹が自分に歪んだ愛情を向けてくる理由を少しだけ理解した。

　きっと知らない間にお互いを羨んでいたのだ。ロザリアは決して認めないだろうが、もっと早く彼女の焦燥感に気づいていたら、こんなことにはならなかったかもしれない。

「ロゼ」

「憐れまれる筋合いはないわ！　そっちが私を羨んでいたのよ！　ちょっといい思いをしたからって調子に乗って、許せない！　また仲良くしてあげるって言っているんだから、お姉さまは私の言うことを聞いていればいいの！　そんな男、どうせすぐに浮気して戻ってこなくなるわ。ほら、思い出して。みんなみんな、みぃんな、お姉さまから離れて行ったでしょう。そばにいてあげたのは私だけだわ」

「もう黙れ。自らを貶めるだけだ」

「うるさい！　消えろ！　死ね！　死んじゃえ！　私からお姉さまを奪う悪魔のくせにッ」

　ロザリアは屈強な騎士に拘束されてなお滅茶苦茶に暴れ、足を振り上げて履いていた靴をぶつけようとする。ジェラールはあっさり叩き落としたが、その場にいた誰もが愛くるしい少女の豹変と暴挙に唖然とした。

　他国の王子相手にというより、たとえその人の身分が低くても、決してやっていいことではない。ソフィアは妹の所業を恥じてまた泣きそうになった。

「いい加減にしなさい！」

　我慢の限界だ。無理やりジェラールの腕を振り解くと、カーテンを巻いたままの格好でロザリアに歩み寄る。彼女はまだソフィアを舐めた様子だったが、ぱんっと乾いた音がして頬に痛みを感じると先ほどの振る舞いが嘘のように静かになった。

「お姉さまが……私をぶった……？」

　ロザリアは信じられないとばかりに呟き、大きな瞳を瞬かせる。

　ソフィアは抵抗できない相手を叩いたことに複雑な想いを抱きながら、じんじんとする手のひらを握りしめた。

「あなたはわたしが好きなのよね？　だったらもう二度と会わない。わたしの人生に関わらせない。だって幸せになるために必要ないもの。ジェラールさまを傷つけようとした妹なんていらないわ。わたしはロゼのいない場所で幸せになってみせる」

「どうして？　そんなの絶対に許さない！　ねえっ、お父さま！　お母さま！　こんなのおかしいわ！」

「ロ、ロザリア……」

「あぁ……悪い夢でも見ているの？　これは現実？　だとしたら、いったいどこで間違えたの？　何がいけなかったのかしら……？」

　両親の弱々しい声が聞こえてきて、ソフィアはキュッと唇を噛む。しかし、今回は言いたいことを呑みこみはしなかった。

「お父さま、お母さま」

　頼りない恰好ではあったが、父と母に近づき、毅然とした態度で前を向く。

「今まで育ててくださってありがとうございました」

「え？」

「ソ、ソフィア？」

　まさかこの場で決別を告げられるとは思っていなかったらしい。両親は呆けたようにソフィアを見た。

　胸の奥は痛んだが、こうなった以上ふたりに寄り添って慰めることはできない。

「ここでの暮らしは辛いことも多かったけれど、幼いころはロゼと同じくらいたくさんの愛情を注いでくださったことを知っています。だから頑張ろうと思えたんです。でも、やっぱりわたしはいらない子だったんですね。一度家族から離れてみて、はっきりとわかりました」

「ご、誤解だ……。我々を見捨てるのか!?」

「わたしはベルフォールで、ジェラールさまの隣で生きていきます。どうかロゼを大切にしてください。再教育と監督はおふたりの義務です」

「無理よ！　できない！　ロゼはずっと厳しさとは無縁で育ててきたのよ!?　見本となるあなたもいないのに躾け直すだなんて……」

「まったく見苦しいな。今さら言い訳をしても無駄だというのに」

「ですが……っ」

「なぜソフィアに嫌な役目を押し付ける。本来、我が子を正しく導くのは親の努めだろう」

　ジェラールはしつこくソフィアに頼ろうとする辺境伯夫人の言葉を遮り、一刀両断する。

「さて、辺境伯。あなたはさすがに理解していると思いたい。選択肢は二つ。やるか、やらないかだ」

「殿下……」

　力なくうな垂れるばかりの父に、ジェラールが冷たく言った。

「わずかな滞在時間でも、家庭内におけるソフィアの扱いはよくわかった。確かに彼女はあなたの娘だが、我がベルフォールの王太子妃となることを告げたのにも関わらず、不当な扱いを受けたことは看過できない。お陰で罪悪感などなく連れて行けるが、彼女がいかに得難い存在だったのか、残された娘の面倒を見ながら思い知れ。当然、今回の一件はノイシュタット国王にも報告する。最低限の処罰で済むように口添えはするが、すべてソフィアのためだ。正式な沙汰があるまで謹慎していろ」

「はっ」

　さすがの父も騒ぎの一端を目撃しており、ロザリアの不敬極まる言動を庇うことはできないらしい。それでも十分寛大なジェラールの判断に感謝していると、彼は再びソフィアを抱き上げて門のほうへ向かい始めた。

「あの……、どこへ行くのですか？」

「まだ民の誤解が解けていない」

　言われてみれば、視線の先は野次馬の領民たちで溢れ返っている。あまりの人の多さにフーゴは仕事を放棄したのか、門の横でポリポリと白髪頭を掻いていた。

　揃いも揃って目を凝らしていた領民たちは、『水神の花嫁』として水底に沈んだはずのソフィアが生きていることに驚いてざわめく。ただ、やたらと身なりのいい男の腕に抱かれてやって来ると、覗き見しようとしたことを咎められると思ったらしく、冷や汗を掻きながら跪いた。

「私はベルフォール王国の王太子だ。このたび、グランエッタ辺境伯の長子ソフィアとの結婚が決まった」

　しんと静まり返った人々の反応が、彼らの受けた衝撃の大きさを物語っている。

　──どういうことだ。ソフィアさまは死んだはず。ロザリアさまが見初められたのならわかるが、と。そう思っているだろう人々に、ジェラールは言った。

「ソフィアは私が大河から救い上げた。彼女をこの地方の悪しき習慣の犠牲にするつもりはない。いいか、間違えるな。お前たちのために行動したのはロザリアではない。ソフィアだ」

「ジェラールさま……」

「彼女は『水神の花嫁』に……生贄にはならない。私の花嫁になる。その代わり、お前たちの未来に──息子や娘、孫の世代に続く幸福をもたらすと約束しよう」

　ざわ、と、どよめきが起きる。

　田舎で慎ましく暮らす者たちにとってはまるで夢のような話だ。

「近いうちにベルフォールでは大規模な治水対策を始める。その一環として、対岸に広がる森には港を作るつもりだ。いずれはグランエッタ側とも手を取り合い、河岸の高い崖を削り、水底の岩を砕いてラン・ルーエを完全に攻略することになるだろう。すでにノイシュタット国王も賛同しておられる。そのため私たちの婚姻は二国間の礎となり、協力を強化するものでもある」

　グランエッタは辺境の地だ。王都から遠く、恩恵を受けることのほうが少なかった。

「ベルフォールとノイシュタット、それぞれから最高の技術者を派遣する」

　人々が徐々に喜びの表情を浮かべるなか、ジェラールはソフィアの額に口づける。

「忠誠を捧げる人間を見誤るな。彼女がお前たちのためにしようとしたことは、百年先の未来を作る。そうなればこの地はもっと豊かになる。もともとグランエッタには美しい自然と景観があるからな。いずれ国内有数の保養地として、観光をしに来る者も増えるだろう」

「す、すごい！」

　わっと歓声が上がり、町の連中に伝えるために駆け出して行く者もいた。

　遠巻きに眺める少年少女がソフィアに向かって手を振っている。孤児院の子供たちだ。それ以外にも町や教会で見た顔がたくさんあった。

　よく戻ってきてくださった、希望をありがとう、王子さまとお幸せにとたくさんの言葉をかけられ、ソフィアの目には再び涙が浮かんで堪え切れずにあふれた。

　しかし泣き顔を人に見せたくないのか、狭量な恋人は宝物でも扱うようにソフィアを抱きかかえると城館のほうへ戻っていく。

　ロータリーにはもう家族の姿はなく、老齢の執事だけが残っていた。

「ソフィアお嬢さま、このままベルフォールへお立ちください」

「マルセル」

「ロザリアお嬢さまを頼むとおっしゃった言葉はまだ有効だと思っております。時間はかかるでしょうが、いつか心の整理がついたとき、また訪ねていらしてください」

「……そうね。わたしはジェラールさまのおそばにいるけど、グランエッタを離れても忘れるつもりはないわ。いつかまた会いに来るから、それまで待っていてくれる？」

「はい。心よりお待ちしております。旦那さまと奥さまにもそのようにお伝えします。ロザリアお嬢さまには改心されるまで黙っていますが、先ほどの絶縁宣言はお灸をすえるには十分でしょう。きっと良い方へ向かうと信じて見守りたいと思います」

「ありがとう。あの子をよろしくね」

　マルセルは侍女に言って用意させた鞄をジェラールの執事ローレンスに手渡すと、ソフィアが馬車に乗りこむのを見て深々と頭を下げる。

　領内を案内するどころではなくなってしまったが、ジェラールは何も言わず、むしろソフィアの気持ちを慮って早くここから離れたいようだ。おそらく後日、自分たちの代わりに人をやって詳しく調査させることになるだろう。

「さようなら……」

　馬車が動き出し、小窓から外を見て「またね」とそっと呟く。

　ただひとり見送るマルセルは、一行が木々の向こうへ消えていくまで決して顔を上げようとはしなかった。

　──春、緑の芽吹き始めた故郷が遠ざかる。

　それでもソフィアはいくらかすっきりとした気持ちで旅立った。






第五章　さよならの後で









　花嫁衣装を着るのはこれで二度目だ。

　ソフィアにとっての一度目は単なる覚悟の現れでしかなく、幸せな気持ちとは無縁だった。

　まさかこんな日が来るとは思っていなかったので、夢を見ているような心地がする。

　大勢の人たちを招いての結婚式を間近に控えた今でさえ、不安感よりも幸福感でいっぱいだ。大好きな人のもとへ、望み、望まれて嫁ぐことができて本当に嬉しい。

　この良き日、ソフィアが身にまとうのはクラシカルな雰囲気のロングトレーンドレスだ。全体に光沢のあるサテンをたっぷりと使い、すっきりとしたウエストから徐々に広がるスカート部分にはパールやクリスタルが惜しみなく散りばめられている。

　肩や背中は古臭さを感じさせないようにあえて深めに開いていたが、素肌を隠すためにあしらわれた花模様のシースルーレースのお陰で上品な抜け感が加わっていた。

　もちろんドレスに合わせたショートヴェールも立体感のあるレース仕立てで、美しいシルエットを作るのに一役買っている。同じく花嫁が手に持つ、ティアドロップ型のブーケも瑞々しく素晴らしいものだった。

　これは今朝、土ごと故郷から届けられたばかりの花々を使っている。とても会わせる顔がないという両親からの贈り物だ。残念ながら挙式には立ちあってもらえないが、その心遣いに感謝した。

　一方、猫かぶりを止めたかに思えた妹は、相変わらず無邪気に笑うだけ笑い、何も語ることなく過ごしているらしい。

　マルセルからの手紙によれば、免職された親ともども城館を去った少年の代わりに新しい取り巻きを侍らせているそうだが、今はその少年ひとりきりというから、ロザリアも少しは反省して落ち着いてきたのかもしれない。

「あっ……」

　家族の近況にほっと胸を撫で下ろしたソフィアには、実はもっと差し迫った問題がある。しみじみと思いめぐらしている間もジェラールのいたずらが止まないのだ。

「このまま君を押し倒せたらどんなにいいだろう」

「ジェラ、ル……さま……っ」

　だめです、と何度たしなめてもジェラールのキスはしつこくて、ソフィアはもうすぐ結婚式が始まるというのに息も絶え絶えだ。顔を合わせた瞬間、褒め言葉も何もなく口づけられたので少し心配だったが、どうやら余裕を失くすほど気に入ってくれたらしい。

　エスコート役のエルシャール卿が廊下で待っていなければ、本当にドレスの下まで弄られていたかもしれない。

　そのときだった。

　部屋の扉が何の前触れもなく開かれる。

「おーい、ジェラール。ここで襲いたくなる気持ちは痛いほどわかるけど、いい加減にしなよ。女王陛下をお待たせする気じゃないだろうね？」

「さあさあ、離れて！　ソフィアさま、こっちにいらっしゃい。もう一度口紅を引くわ。殿下はハンカチで口元を拭ってください。色が移っています」

「あ、ありがとう、シャロンさま」

「殿方は甘やかすだけじゃ駄目なのよ。ちゃんと叱らないと、『待て』ができなくなるわ」

「お前たち……」

「いいから早く戻ってください。あと十分足らずで挙式の開始時刻です！」

　いつまで経っても新婦の控え室から新郎が出ていかない……と係の者が泣きついたらしく、友人の公爵夫妻がやってきてジェラールを容赦なく引き剥がす。──最善の判断だ。

　シャロンは強引に主役の片割れを引きずっていく夫を見送って、ソフィアの化粧を手早く直すと、苦笑いで待っていたエルシャール卿に引き渡した。

「では、彼女をよろしくお願いします。私は先に行きますね」

「ええ。では我々も参りましょう。ぐずぐずしていると殿下が焦れて困りますから」

「……申し訳ありません」

　ソフィアは羞恥に頬を染めながら、義父となったエルシャール卿にエスコートされて荘厳な教会へと向かう。

　そこは代々ベルフォールの王族たちが婚礼を挙げてきた場所だ。

　内部は白と金で統一され、二十メートル近い天井が奥行きのある空間を作り出している。入り口から最奥の祭壇まで左右に並ぶステンドグラスは、柔らかに差しこむ自然光に照らされて美しく輝き、聖母や天使の図柄を通して明るい光を落としていた。

　パイプオルガンの音色と聖歌隊の歌声が響く中、ソフィアはエルシャール卿のエスコートでゆっくりと進んでいく。大理石の床には可憐な花嫁に相応しいヴァージンロードが敷かれ、その先には正装したジェラールが待っていた。

　さすがに身分ある人々の間を歩いて行くのは緊張したが、ソフィアはもう彼しか見ていない。白いタキシード姿の花婿はとても素敵で、この人とともに生きていくのだと思うと幸せで幸せで今にも駆け出したい気持ちになった。

　一等席に座る女王陛下が、優しく笑う息子と初々しい花嫁の両方に微笑んだことも、特別に出席を許されたベアトリスがお目付け役の兄の横で赤い目をしながらもしっかりとふたりを見据えていたことにも気づかずに、ソフィアは怒涛の一年を思い浮かべながら、いつも助けてくれたジェラールの深い愛情に包まれて胸を高鳴らせた。

「我々はおふたりの幸せを見守っております」

　エルシャール卿の父親らしい言葉とともに送り出され、ソフィアはジェラールの腕にそっと手をかける。顔を見合わせて頬笑みながら祭壇へ上ると、待ち構えていた神父が聖書を朗読して夫婦の愛を説き、ふたりの意思を確認した。

　まずはジェラールが、続いてソフィアが誓いの詞を述べて誓約書にサインし、結婚指輪をお互いの指にはめて口づけを交わす。

　ほんの少し触れるだけでいいのに、キスが長すぎて神父が三度咳払いしたことは出席者の笑いを誘い、花嫁が真っ赤になって涙ぐんだことと一緒に後々まで語り継がれることになった。





◆　◆　◆






　ロイヤル・ウエディング関連のイベントは、結婚式からパレード、女王陛下主催のランチレセプションと続き、夜になると花嫁の後見人であるエルシャール卿主催の晩餐会が王宮の一角を会場にして開催された。

　とっておきのワインが振る舞われ、たくさんの料理とケーキが出てくると、出席者はみな上機嫌で王太子夫妻の幸せを願った。

　ジェラールもソフィアも祝福の言葉をあちこちからかけられて、その対応に追われてなかなか休めない。ふたり揃って一息つけたのは宴もひと段落して、徐々に人の輪が散っていってからだ。パーティーは翌朝まで続くので、各々休憩を取りながら楽しむのだろう。

　いつしか今日の主役たるふたりがそっと会場を後にしても、どこへ行ったか気にするような無粋者はいなかった。

「お帰りなさいませ」

　日付が変わる前に王太子の宮殿へ戻ると、まだすべての使用人が起きていて温かく出迎えられる。主人たちを祝福するために待っていてくれたらしい。

　小さな気遣いが嬉しくて笑顔になる。そのあと寝室へ向かう途中でジェラールとは別れたが、ソフィアの機嫌がいいので専属の侍女たちもにこにこしていた。

　もっとも彼女たちの仕事はここからが本番だ。ソフィアを当たり前のように浴室へ促すと、普段よりも念入りに入浴させてから着飾り始めた。

　結婚初夜の装い──白い肌の見え隠れする夜着に袖を通すと、丁寧に髪を梳いて薄化粧を施される。これまでもジェラールと身体を重ねる機会は多々あり、そのつど綺麗にしてもらっていたが三人とも今夜は特に気合いが入っているようで黙って従った。

（夫婦になって初めての夜だわ）

　ソフィアが王太子妃の間を与えられてから、すでにだいぶ経っている。

　ジェラールの寝室とは扉一枚でつながっていて、鍵をかけない限り往来は自由だ。

　もっとも、ソフィアは初めて彼と一夜を過ごした日から、「どうしても」という日以外はひとりで眠ったことがない。その、どうしてもという日が月のものがあるときだとジェラールが気づいてからは、彼はソフィアが控え目に遠慮しても許さず、ことさら甘やかそうとするのでひとり寝の機会もなくなっていた。

　次々代の王を産む身体だと言われるたびに慄いたものだが、今はもう絶対に自分が産むのだと強い意思を持っている。ジェラールもソフィアの独占欲を歓迎し、女性としての成長を喜んでいるようだった。

「何かありましたらお声をかけてください」

「ありがとう……」

　先に準備が整ってぼんやりとしていたソフィアは、頃合いを見て侍女たちが下がっていく様子にジェラールがやって来たことを知る。

　バタンと扉が音を立てた。

「ソフィア！　これでようやく君の心も身体もすべて私のものだ！」

　顔を合わせるなり、心底嬉しそうに言われて笑ってしまった。

「初めてお会いしたときからずっとそうです」

「だが、私たちは正式に夫婦になった。たかが紙切れ一枚でも効力は絶大だ。証人も山ほどいる。もう逃げられない」

「ジェラールさまこそ、誓いの詞を忘れないでくださいね」

「ああ、私の妻は君だけだ」

「わたしの旦那さまもあなただけです」

　ジェラールの冷たい美貌がふわりとゆるむ。大股でベッドに近づいた彼に口づけられ、ソフィアは素直に受け入れた。

「今夜からは遠慮しなくていいんだな」

「え？」

「君にウエディングドレスを着せるまではと我慢して、最初の一回以外はずっと外に出していた。それももう終わりだ。さっさと跡継ぎを作ってあとはゆっくり夫婦の時間を過ごそう。子供のひとり、ふたりいないと女王陛下はともかく家臣たちがうるさい」

　ソフィアは目を瞬かせ、ずいぶんな言い草に苦笑いする。

「だったらわたしはたくさん欲しいです。あなたに似ていたらとても可愛いわ」

「いいや、君に似ているほうがいい。外見はどちら寄りでも構わないが、中身は絶対に母親似を希望する」

「わたしはジェラールさまのちょっと意地悪だけど、優しいところが大好きなのに」

「……できてから悩もうか」

　聞く者が聞けば砂を吐きそうな会話だということに、ソフィアは気づいていない。

　耳元で甘く愛を囁かれると期待感で身体が震え、胸が熱くなる。睦み合う時間は恥ずかしさと驚きの連続で変な声が出たり、内緒にしていることまで口走ってしまったりするが、ジェラールと肌を重ねることはいつしかとても好きになっていた。

「ん……」

　促されるまま唇を開くと、すぐに優しいキスが落ちてくる。

　毎日学ばされ、自然と心地良いやり方を覚えて自分からも舌を絡ませることができるようになったが、やはりジェラールには敵わない。

　ちゅっと彼の舌を吸うと生意気だと思われたのか、口腔を舐め回されて息苦しくなる。唾液が溢れ出し、口もとを汚した。

　ソフィアはそれを拭う指先を追いかけて、思いきって口に含む。大胆にも舌で扱くと、ジェラールがまた嬉しそうな顔をした。

「何も知らなかったくせに、よくここまで淫らになったものだ」

　彼はしばらくソフィアの好きにさせていたが、そのうち指をばらばらに動かして上顎や内頬を撫でてくる。まるで膣内を愛撫するような動きだ。

　まったく違う場所なのに触れ方が一緒だと思うと余計に意識してしまい、ゾクリとした。指を引き抜かれたときは、つい名残惜しそうに舌を伸ばしてしまった。

「いやらしい」

「ジェラールさまだって……他の人には見せない顔をしています」

「君だけの特権だ」

　ジェラールは指先から垂れるソフィアの唾液を舐めて再び口づけてくる。ひらひらしたシュミーズドレスをまとった身体が跳ねると、すかさず脚の間に膝を入れて閉じられないようにした。

「あ……ふぁっ」

　彼は恥じらうソフィアを見下ろし、服を脱がせて薄いピンク色の乳首が色濃くなるまでクリクリと転がす。強弱をつけて押し潰したり、摘まんだままひねられたりすると、自然と甘い声が出てきた。

　ジェラールはソフィアの小ぶりな胸を気に入っているのか、何度も丸いふくらみにキスをして期待に震える乳首をベロリと舐める。

「やっ……ン、んっ」

　心地よさに喘ぐと、腰の辺りをさまよっていた手が下肢をまさぐり始めた。

　べたつく指で花びらをなぞられ、小さな快感が走る。彼に躾けられた秘肉がトロリと涎を垂らすのがわかって、ソフィアは頬を紅潮させながらも自ら大きく脚を開いた。

「なか、ちゃんと……さ、さわって……」

　閨でのおねだりは恥ずかしくて堪らないが、ジェラールはソフィアよりずっと美しく妖艶な女性も知っている。正式に婚姻を結んだ今、そう易々と誰かに奪われたりしないはずだが、自分だけを見ていてもらうための努力は必要だ。

「おねがい、ジェラールさま」

　精いっぱい誘惑して名前を呼ぶと、さっきよりも激しく陰唇を弄られた。そして。

　ぬぷぷっ、ぬぷ、ぐぷっ。

　いやらしい音を奏でながら、膣内に骨ばった指が入ってくる。

「ひんっ！　あ、はぁっ……はぁっ……んくっ……ふ、はあ……っ」

「可愛い……」

　噛みしめるような言葉とともにキスの雨が降ってきて、本当に勇気を出してよかったと思う。ジェラールはもどかしげにソフィアの中を突き上げ、拡げようとした。

「あ、ぁ、……っンン！」

　少しずつ抱かれることにも慣れて初めてのときのような痛みはない。その代わり、快感につながるむず痒さがあった。

「や……ぁ、あ、あっ」

「今夜は積極的だな」

　ジェラールはもっと感じろと言わんばかりに長い指を根本まで押しこんでくる。

　粘っこい音と甘酸っぱい香りの愛液があふれ、ほどなく二本に増やされた指が狭い膣内でもつれ合う。

「っ……ぁ、いい……の、あ、あっ……だめ、きもちっ……」

「私も……ほら。わかるか？　中がねとねとしてきた。指が蕩けそうだ」

「やっ、やっ……言わないで……あなたが……っ、んっ……教えたこと、なのに」

　ソフィアが淫らになったのは、身体をつながない夜も彼が触れるせいだ。

　それでもジェラールからすればまだ序の口らしく、この先どれだけの蜜月が待っているのか空恐ろしくなるほどだった。

「はっ……あぁ、音が、くちゅくちゅっ……、いや……っ、んんっ」

　静かな部屋にはふたりの息遣いと、ソフィアの中から溢れる音だけが響いている。

　恥ずかしがって身をよじったが、彼はもっと乱れた姿を見たいのか、膣内の指をばらばらに動かしていっそう強く粘膜を擦り上げてきた。

「……うっ、あ、だめっ、も……だめぇ……っ」

　じぃん、と子宮の辺りが鈍い痛みを訴える。ソフィアが絶頂に昇り詰めるときのクセだ。何度経験しても慣れない。

　とっさにジェラールの腕を掴むと、意外にも彼はすんなりと指を抜いた。

　ほっとする反面、急に中を犯すものがなくなって小さな穴が不満そうにヒクつく。

　ジェラールは細長く糸を引き、手のひらまで汚した蜜を見て笑った。

「おいで」

　彼はベッドの上で胡坐をかくとソフィアの身体を起こして座らせ、後ろから腰を支える。戸惑う間もなく膝の裏を掴んで両足を開かされ、先ほどまで弄られていた場所が丸見えになった。

　開けっ広げな体位が恥ずかしくて仕方がない。だが、ジェラールが愛液をすくってまた指を深く埋めてくるせいで羞恥心などどこかに飛んでいってしまった。

「は……ぁ、あっ」

　熱をもって疼く膣内をかき混ぜながら、ぷくっと膨らんだ下肢の尖りを転がされて息が上がる。ジェラールはもっともっとと他愛もなく乱れるソフィアを見て衣服をはだけると、雄々しく張り詰めた肉棒の先端を濡れそぼった穴にあてがった。

「ンっ……、もう入れるの……？」

「君が物欲しそうに誘うから。お望み通り、すぐに子宮の奥まで快感で満たしてやる」

「そんなふうにされたら……！」

　想像しただけで全身が震え、思わず喉が鳴る。ジェラールはわざと卑猥なことを言って意識させてから、ソフィアの腰を掴んで落としていった。

「やあっ、いきな……りっ、ぃ……あ、ぁ、はあぁっ！　んくうぅっ……！」

　一番太い部分を含まされ、後はなす術もなく一気に貫かれる。硬い雄が真下からずぶずぶと押し入り、それと同時に自らの体重がかかって一瞬呼吸の仕方を忘れた。

　さしたる抵抗もなくジェラールの太腿とお尻がくっつき、ソフィアは大きく背をしならせる。

「はっ……はぁ、はぁ……は……っ」

「中がビクビクして気持ちいいな。ああ、もしかしてイッたのか」

「ひっ、あんっ」

　彼が気づくのも無理はない。ソフィアは強い挿入感のせいで軽く達してしまい、内壁がジェラールのものを締めつけたまま小刻みに痙攣する。涙ぐみながら抗議の意味をこめて振り返ると、わざと接合部を撫でながら上機嫌で口づけられた。

「ン、いやぁ……っ、ジェラールっ……さま……」

　すでに膣奥まで届いた肉棒は、我が物顔で逞しい脈動を繰り返している。それだけでもう駄目だというのに、気持ちいいばかりの愛撫とキスのせいで怒れない。

　むしろ強引でもいい、乱暴でもいい、だからもっとたくさんいやらしいことをして、とソフィアは声にならない声で訴える。さすがに言葉にはできなかったが、ぴったりと身体を寄せあっているジェラールには新妻の淫らな本心など筒抜けだったようだ。

「このまま続けるぞ。君もそのほうが嬉しいだろう？」

「あ、あっ……ああぁっ！」

　唇が離れるのと同時に円を描くように腰を揺らされて、否が応でも彼の存在を感じてしまう。後ろから回った手が下腹を撫でると、ますます深いところでつながっていることを実感した。

「おっき……熱いの……、んくっ……ふぁっ」

　太い肉棒は狭い膣内を押し広げ、物欲しそうな収縮を振り切って行き来する。

　ジェラールはソフィアの反応を窺いながら、段差のあるカリの部分だけで引っ掻いたかと思うと、ぬぷぬぷっと膣擦れ音を響かせて奥ばかりを執拗に狙ってきた。

　今なら何をされてもぜんぶ気持ちよかったが、焦らすように子宮口をノックされるのは格別だ。気を抜くとすぐにでも達してしまいそうで、ソフィアは切なげに眉根を寄せて身もだえる。やがて無意識に腰が何度も浮き上がり、そのつど引き戻されて快感がどんどん強くなっていった。

　虐めて欲しい場所を責められ、内壁はひと突きごとにキュウキュウと蠢き、次の刺激を期待しては太いものに絡みつく。

「あ、ぁ……っ、奥まっ……届いて……ぇ、あ、はぁ、ああっ」

　気持ちいい──好き。大好き。

　彼を想う気持ちと快感でどうにかなりそうだ。

「んふぁっ、あっ、やっ……」

　ソフィアは下腹を撫でる手に手を重ねようとして、思いがけず剥き出しの肉芽に触れてしまう。好奇心からジェラールの愛撫を真似て弄ると、まるで貫かれながら自慰をしているようで内奥が熱く燃え上がるのを感じた。

（こんな、こんなのっ……、頭おかし……く……なっちゃ……っ）

　すぐに手を離せばよかったのに、淫らに交わるリズムに合わせて転がすと自然と中も締まって快感が深くなる。とろみがかった蜜もよけいに溢れ、ソフィアは熱に浮かされるまま、もっと、もっとして、いっぱい触って──と甘えた声でねだっていた。

　だが、背後からひと際強い視線を感じてハッとする。

「い、今のは……ひゃうッ！」

「我慢しなくていい。おねだりは大歓迎だ。でも、どうせイクならひとり遊びでじゃなく、私に中を突かれてイッたほうが気持ちいいんじゃないか」

「やっ、違うのっ」

「違わない」

　ジェラールはソフィアの望みを聞き逃さず、いくらか余裕のあった動きを激しいものに変えていく。大きく腰を使う分だけ摩擦も強くなって内側から溶けてしまいそうだ。

　いやらしく膨らんだ肉傘がほころびかけの子宮口をグリグリ押すと、悪寒にも似た甘い痺れが背筋を駆け抜ける。避妊具をつけていないせいで彼の興奮がダイレクトに伝わってきて、敏感になった粘膜がもっともっとと急かすようにさらなる刺激を欲しがった。

「や……ぁっ、あっ……ジェラール、さまぁ……っ」

　ベッドがギシギシと軋むほど愛されて子宮が震え、頭の先まで痺れて意識が飛びかける。それでも恋しい人の顔が見えないことが嫌で、ソフィアは息を弾ませながら顔をかたむけた。

「わ、わたし……ぃっ」

「まだ足りない？」

「え、ンっ……んひ、あ、ああぁっ!?」

　何だか寂しいと伝えるつもりが、つながったまま前へ押し出されてベッドに這うような格好にさせられる。胸はシーツに触れているのに、腰だけを高く上げていて盛りのついた雌犬のようだ。

　羞恥心から頭を振ると、ジェラールはソフィアが続きを待ち望んでいると思ったのか、がっちり腰を掴んで力強く突き上げてきた。

「やっ、やだ……ぁ、あぁっ……あんっ！」

　淫らな律動に合わせて双丘がたわみ、左右に開いて尻の穴までもが丸見えになる。しかし気にする余裕もないほど膣内を擦られ、繰り返しコツッ、コツッと最深部をノックされると、身も蓋もなく嬌声を上げて貪るように彼の肉竿を締めつけることしかできない。

「まずいな、私ももうもちそうにない。一度、出してもいいか？」

　ジェラールは熱っぽいまなざしを向けながら尋ねると、返事も聞かずに体液まみれの肉芽を転がして同時に果てるため動きを速める。だめ、なんて言えるはずもなく、ソフィアは上半身を崩したまま彼の下腹に腰を押しつけていた。

「はぁ……っ、あ……いっ……じんじんして、ぇ……あぁっ……」

　きっとこのまま中に注がれる──。もしかしたら今夜、彼の子を孕むのかもしれないと思うと、いっそう強い快感が身体の奥から滲み出てくる。降り始めていた子宮を亀頭で強く突き返されて、種付けの予感に頭の片隅に残っていた理性が吹き飛んだ。

「あ、ぁ、ジェラールさま……くださっ……ちゃんと孕むからぁ……だから、もっと……ぐちゅぐちゅしてっ、きもち……のぉ……っ」

「君は、本当に……っ！」

　ジェラールも今日の結婚式で浮かれていたのだろう、堪らないと言わんばかりに続きを呑みこむと珍しく自分の快楽を優先させた。

　短く息を切りながら一気に速度をあげて行き止まりまで突きこみ、次の瞬間には色づいた花びらから先っぽが見えるほど強引に退いていく。切なさに啼くとまた容赦なく穿たれて、必死に引きとめようと絡みつく媚肉を強引に引き剥がされた。

　次第に彼の身体が傾ぎ、体重をかけて獣のように腰を打ちつけてくる。

「あぁあっ……！　あっ、ふあ……ぁっ、はあぁ……」

　膣内が蕩けきって甘い声をあげると、ジェラールは再び激しく一番奥まで押し入った。

「ひっ、や、あああ……ッ！」

　太いものが中で大きく跳ねる。何度も突かれてイクことを覚えた子宮口が中出しを乞うように蠢き、すでに限界まで膨れ上がった亀頭が容赦なくはまり込んできた。

「あ、もっ……もうイッて……、おわっ……て、ぇ……っ」

　激しいピストンに翻弄され、ソフィアは目の前が真っ白になる。

「出る……っ、出すぞ、ソフィア……っ」

「あ、あ、あぁああ」

　とどめとばかりに腰を打ちつけられて、ようやく待ち望んだ射精が始まった。

　大切な場所で、どぷ、どぷッと熱く粘っこい精液が迸る。

「く……、ぅ……っ！」

「あっ、ぁ、きたっ……なか、あ、なかにっ……でてっ、んっ、んんぅッ……！」

　抱き合う前に子供の話をしたせいか、ジェラールはソフィアが絶対に逃げないように押さえつけ、何度も腰を揺らして直接子宮に精液を流しこんできた。

「いやあっ……ぁ、あ……！」

　乱暴に、情熱的に──本能のまま熱い飛沫をぶちまけられ、ゾクゾクしてしまう。

　ドロリとした子種が腹の中に溜まっていくのがわかって、ソフィアはシーツをきつく握りしめる。こんなにたくさん出されたら、今度こそ本当にジェラールの子を妊娠するに違いなかった。

（嬉しい……）

　長い射精を受けとめながら、その極上の刺激で身体を大きく痙攣させる。

「……め、どろどろきもちっ……ぃ、あ、あ、だめ……イッ……！」

「……っ、締まりすぎだ」

「や、やっ……、ジェラールさまぁ……っ」

　ソフィアは中出しの煽りで絶頂まで上り詰め、自分からキスをせがむ。

　半日前の結婚式では祭壇での口づけすら恥ずかしがって清楚な花嫁だと称賛されていたのに、その夜にはこうしてジェラールと肌を重ね、恥も外聞もなく喘いでいるのだから、とんでもなく淫乱になった気分だ。

　でも、今はそんなことはどうでもいい。お互いを貪り合うようなキスをしながら、腹の奥でじんわりと広がる熱に心を奪われた。

「ふ……一緒にイケたな。よかった……」

「もっ、もういっぱ……動いちゃ、やぁ……っ」

「は……っ、君が、搾り取ろうとするのが、悪いっ……」

「ひんっ、ン……ぅっ」

　子宮が真っ白になるほど濡れて、内壁をゆっくりと垂れ落ちたものがぽたぽたと腹の底に溜まって波打つ。敏感になりすぎたせいで、ソフィアは勢いよく自分を満たすもので溺れそうな錯覚を抱くほどだ。

　なのに、ジェラールは小刻みに痙攣する膣の感触を味わうように腰をゆすり、最後の一滴まで腹の中に吐き出した。

「……ソフィア」

　しばらくしてやっと衝動が収まったのか、やんわりと肩や背中を撫でられる。

　すぐには動けなくて荒い息を吐き出すと、ジェラールは体勢を変えて正面から優しくキスをしてくれたが、いくらも経たずに身体を離してしまった。

「あ……っ、どうして？　いや、抜かないで……！」

　まだ抱かれていたくて我がままを言う。寂しげな声はジェラールの欲を煽り立てていたが、それに気づく余裕は今のソフィアになかった。

「ジェラールさま、わたし……」

「もちろん、これで終わりじゃない。時間はたっぷりある。朝まで付き合ってもらうつもりだから覚悟するといい」

　もっとしたいと懇願する前に、ジェラールが我慢できなくなった様子で押し倒してくる。全く萎えていないものを花びらにあてがわれると、たっぷり擦られて赤らんだ穴の中から白い液体が垂れてきた。

「や、だめ……せっかく注いでいただいたのに……溢れちゃう……っ」

「だから君は……っ、そういう可愛らしいことばかり言うとめちゃくちゃに犯すぞ」

　ジェラールは切なげに身もだえるソフィアを見下ろし、本気とも冗談ともつかない口調で呟く。そして汗ばんだ膝裏を抱えると、精液を垂らす蜜口に栓をするかのように雄芯を埋めていった。

「んくっ……ぁ、んっ、あ……はぁっ……」

　あまりの気持ちよさに甘ったるい吐息が零れ落ちる。

　ジェラールはシーツに散った黒髪をひと撫ですると、ふたりの体液を攪拌するように動いてじゅぶじゅぶと淫らな音を奏で始めた。

　まるで耳まで性感帯になったかのようだ。部屋中に響く嬌声と交接音が、どうしようもなく興奮を掻き立てる。ソフィアは必死に耐えていたが、絶頂の余韻が残る膣内を突き上げながら胸を揉まれて早々に陥落した。

　感じきってツンと上向く乳首を弄られると快感も倍になる。蜜が白く泡立ち、彼が放ったものと混じり合って垂れていく。そうまでされて我慢できるはずがない。

「あ、あ、あっ……すき、すき……ジェラールさまぁ……っ」

　自分と彼との身体の境目がわからなくなるような抽送に煽られ、せきを切ったかのように想いを伝える。ジェラールはそれに気を良くしたのか、小さな肉鞘から剥き出しになっているピンク色の芽を摘み、クリクリと指の間で押し潰した。

「や、やっ……きもちっ……なかも、びくびくしてっ……る、あ、ぁ、あっ」

「ここ、弱いな……」

「ひんっ、ん、またっ……いっ、いっちゃ……からぁ……っ」

　どんなに些細な刺激でも膣内がきゅうんっと狭まって、さざ波のように痙攣する。淫らな指の動きに合わせて、ずぐ、ずぶっと腰を突き上げてかき回されると、丸まっていた爪先がぴんっと伸びた。

　もう本当に限界だ。

　激しい交わりのせいで瞼の裏がチカチカする。

「あっ……ぁ、あぁ……っ」

　ソフィアは気持ちよさそうに腰を振るジェラールにすがり、もっと身体ごと密着するように広い背中へ手を回す。何度も突かれた膣内がビクビクと収縮して、再び彼の精液を欲して搾りたてた。

「そろそろ限界か？　私にも出せ出せと要求してくるなんて……」

「ん……ふぁ、ご、ごめんなさっ……あ、ぁ、でも……っ」

「でも？」

　片手で乳房を揉みしだき、逆の手でクリトリスを愛撫しながら責められる。同時に中の粘膜を満遍なく擦りあげられ、ソフィアは訳がわからなくなってしまった。

「もっと……もっと触って……っ、あ、あんっ……いいっ……いいの……触りながら、突いてっ……あはぁっ……！」

　ジェラールが動くたびに絶頂が近づいてくる。当たり前のように精液を求めて中がうねり、ぜんぶ飲ませて欲しいとばかりに彼の性器を締めつけた。

「あっ、ぁ……おねがっ……おねがい。出して……っ、わたしの、なかぁ……ぜんぶ、あ、ぁっ……ふぁぁんっ……！」

「まったく……っ」

　これにはジェラールも堪らなかったのか、硬い肉傘が子宮に入ってしまいそうなくらい強く押しつける。中に残ったままの白濁がたぷんと揺れた気がした。

「ひっ……ぃ、あ、だめ……もうだめっ……っ！」

「自分から欲しがったくせに。ほら、ソフィア……っ」

「いや……あぁっ、イク……ぃ、い……っ」

　ソフィアは無意識に太股で彼の腰を捕まえる。ジェラールが欲望を噛みしめ喉を鳴らしたことに気づいていたが、今さら隠すことなどできずに痴態を晒した。

「あ、あっ、あああぁッ──！」

「……っ！」

　敏感な場所を激しく穿たれて達してしまう。思わず背中から手が浮くと腕を引いて抱き締められ、一際大きな絶頂感で仰け反る。ビクビクッと痙攣するソフィアに少し遅れてジェラールが果てると、また濃い飛沫を打ちつけられた。

「はぁう……んっ、ん、熱いの……あ、ああっ」

　何度ドロリとした精液を注がれても幸せな気持ちになるから不思議だ。

　ソフィアは一度目と同じようにすべて受けとめ、うっとりと微笑んだ。
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「エルシャール卿から聞いたよ。せっかくの新婚旅行だっていうのに、日程の大半が地方視察を兼ねるって驚くほど色気がないね」

　妻と友人をともない、蜜月真っ只中の従兄弟夫妻のもとを訪れたエリックは、小難しい資料を広げているふたりを見るなり呆れた顔をした。

「何も好き好んで憂いの森へ行かなくてもいいじゃないか。国内にはもっと綺麗で面白い場所がたくさんあるのにもったいない」

「私もそう思うわ。ねえ、ソフィアさま、今の時期なら北部のほうがおすすめよ。特にクロヴィスの辺りはベルフォール屈指の人気リゾート地だから環境が整っているし、気候も穏やかでのんびり過ごすのにはもってこいだわ。入り組んだ海岸線や入江に点在する小さな町をめぐるのも楽しいんじゃないかしら。それに牡蠣が美味しいことでも有名なの」

「なら、私は自然と文化の町マルヌを推そう」

　エリックとシャロンに続き、ベルトランまでもがおすすめの旅先を提案し始める。

「あの辺りはのどかな牧草地になっていて可愛らしい動物も多い。国内で流通するチーズの一大生産地としても知られている。王都からだと少しかかるが、憂いの森へ行くほどじゃない。郊外には古代の遺跡も残っていて、春から秋の終わりまでは歴史をモチーフにした演劇の野外上演が行われているはずだ。近くにはエルシャール卿の別荘もあったと思う。きっとあなたも気に入る」

　三人揃って薄暗い森へ向かうのは考え直すように言われたが、ソフィアたちは行き先を変更する気はなかった。

「ごめんなさい、女王陛下もお義父さまも同じようにおっしゃったのだけれど、わたしの我がままを聞いていただいたんです。あの森はジェラールさまと出会った場所だし、春になったらもう一度行くつもりでいたから。忙しくてもう秋になってしまったけれど、ちょうど一年が経つから区切りもいいかなと思って」

「他人にとっては辺境の地でも、私たちにとってはこの上なく思い入れのある土地だ。ああ、先に言っておくが、お前たち今回は面白がって訪ねてくるなよ。ソフィアとあちこち見て回る予定が詰まっているから邪魔をされたくない」

「そんな野暮な真似はしないさ。でも出かけるって、どうせ近くの町や村にだろう。あとは森や河川の調査がメインとか。いくら何でもつまらなくない？　ソフィア、本当に新婚旅行がそれでいいの？」

「とても楽しみです。地方の文化に触れる貴重な機会だもの」

　あれこれ心配されたが、ソフィアにとってベルフォールはまだまだ見知らぬ国だ。ジェラールと一緒に旅行できるばかりか、昔から関心のあるラン・ルーエ沿いの土地を視察して、特産品の木の工房やガラス細工の店を見て回れるなんて夢のようだ。

　森の入り口付近の町や村は、いずれ観光地の一つとして発展していく。将来性のある産業を保護し、発展させるための第一歩だと思えば心が弾んだ。

「それに、ちょうど今ラン・ルーエの支流に小さな橋を架けているそうだから、お忍びで現場まで行ってみるつもりなんです。ジェラールさまは目立つので少し変装していただいて。うふふっ、想像しただけでわくわくします」

「……まあ、王太子夫妻がうろついているとは誰も思わないよね。あなたがいいならもう何も言わないよ」

　エリックも他のみんなも苦笑いしたが、ソフィアは心から満足していた。

　特に橋を架ける現場は何度だって見たいくらいだ。技術面での工夫に加え、地域住民への配慮の仕方についても学びたい。どうやって一から事業を進めていくのか、実際にまったく知らないままでは今後自分たちがやっていこうとすることにも影響する。

　ジェラールはすでに、憂いの森を中心としたエリアの治水と開発についても準備し始めていたが、これから詰めていくことは山積みだ。

　今のところ優先度は高くないものの、その中にはグランエッタ辺境伯領との間に橋を架け、船舶が移動できるように危険な水中の岩を削り、土を積んで水門と関所を設けるという作業も含まれる。ゆくゆくは治安維持のために兵士も必要になってくるので、彼らの住まう新たな町作りも大きな課題になるだろう。

　すべて一から検討して進めていく苦労はあるが、とにかく楽しみでいくらだって知識が欲しい。また、将来のためにノイシュタット王国の人々とはじっくりと友好を深めたいと思っていた。

「だいたいエリックは新婚旅行について人のことは言えないはずだ」

　ソフィアが少し考えこむと、ジェラールは外野が余計なことを言うせいだと誤解して迷惑そうな顔をする。

「せっかくリゾート地へ行ったのに、ほとんど離宮から出ずに過ごしたのは誰だ？　お前だって美しい景色なんてろくに見ていないだろう」

「仕方ないよ。新妻モードのシャロンが可愛すぎたんだ。離宮どころか寝室から出たくなかったことを思い出すなぁ」

「ちょっとっ、どさくさに紛れて恥ずかしいことを言わないでください！」

「だって事実だし。あのころは今とはまた違った魅力にあふれていて僕は夢中だったんだよ。さっぱりした性格は変わらないけど、男慣れしていないからいちいち初々しくて」

「エリックさま！　もう見送りのあいさつは済んだのだし、ここにいてもあてられるだけだから私たちはお暇しましょう！　そうしましょう！　屋敷でゆっくりお茶が飲みたいわ。せっかくなのでベルトランさまもどうぞっ」

「私としては君たち夫婦に同行しても大差ないような……」

「君も早く結婚して愛する奥さんとイチャイチャすればいいんだ。妹を理由にぐずぐずしていると、痺れを切らした相手から婚約破棄されかねないよ。何なら相談に乗ろうか？」

「ええ、ええ。名案だわ！　今ならベアトリスさまも大人しいんじゃないかしら？」

「いや、私は……」

「続きは屋敷でじっくりお聞きしますね！」

　言いたいことだけ言ってすっきりしたのか、友人たちは来たとき以上にガヤガヤと騒がしく去って行く。

　ソフィアはエリックたちとのやり取りに一息ついたあと、何気なく手元の資料へ視線を落とし、うっかりそちらに集中してしまい三人が帰ったことにも気づかなかったが、ジェラールのほうはあえて黙って見送った。

「……さて、うるさい連中も退散したことだし、そろそろ顔を上げてくれないか。ソフィア」

「……」

「ようやくふたりきりになれたというのに……」

　ソフィアが広げているのは、旅先のガイドブックでもなければ先人の旅行記でもない。

　ほんの数日前にベルフォールとノイシュタットの間で協力機関が発足し、お互いに手を取り合って南部の治水と開拓に乗り出すことになったのだが、それは専門家からの報告や提言を綴ったものだ。

　ジェラールは年下の妻を穏やかなまなざしで見つめ、しばらく待ってから色気のない資料を取り上げた。

「あっ！」

「新婚の夫を放ってデータに夢中とは、いけない奥さんだ」

　不穏な空気を感じて、ソフィアはビクリと身をすくませる。

　おそるおそるジェラールを見上げたのは、ここのところ毎晩くたくたになるまで彼の言う「妃の務め」に付き合わされているからかもしれない。

「みんなは……」

「つい五分前に帰った。短時間とはいえ集中しすぎて疲れただろう。寝るのにはだいぶ早いが、休憩を兼ねて寝室で横になろうか」

「まだお昼を過ぎたばかりです」

　友人たちそっちのけで資料に没頭してしまったことを反省すると、ジェラールはにこりと笑って言った。

「新婚のときは時間など関係なく抱き合うものだ。面白がって様子を見にくる連中の相手をしていたら、その貴重な時間がどんどん減っていく。特にエリックなんて適当にあしらって相手をするくらいでちょうどいい。たいていはただの冷やかしだからな」

　おいで……と手を差し出されると、どうにも弱い。大好きな人に望まれて無碍にできるほど、ソフィアは傲慢になれなかった。

　手のひらを重ねると嬉しそうに抱きしめられ、強情を張って突っぱねなくてよかったと思う。ジェラールの幸せがソフィアの幸せでもあるのだ。

　──蜜月はまだ始まったばかり。

　それも、いくらでも延長できそうなほど甘い。

「大好きです、ジェラールさま」

「ソフィア……私も君を愛している」

　素直に気持ちを伝えると優しくキスされる。

　ただこのときのジェラールは、結婚式からきっかり三ヶ月後に愛しい妻の懐妊が判明し、当面の禁欲生活を強いられることにまだ気づいていなかった。








溺愛王子と溺れる花嫁







発行　２０１９年６月６日

著者　苑生アヤ




イラスト　逆月酒乱




表紙デザイン　吉田麻里以




発行所　株式会社パブリッシングリンク

　　　　〒１６０－０００４

　　　　東京都新宿区四谷３－11－29






※この作品の著作権は、著者に帰属しており、株式会社パブリッシングリンクが著者の許諾を得てお客様へ提供しているものです。

◎本電子書籍は、個人の閲覧の目的のためのみ、ファイルのダウンロードが許諾されています。複製・転送・譲渡は、禁止します。

© Sonoo Aya 2019







item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		目次



		プロローグ　始まりの朝



		第一章　神の花嫁



		第二章　憂いの森とベルフォール王宮



		第三章　花開く夜



		第四章　深淵に潜むもの



		第五章　さよならの後で



		エピローグ　未来へ続く物語













Guide





		表紙



		目次











item/image/cover.jpg
g
-8
~N
8
§
3
3
s
2






item/image/logo.jpg
N O V E L S





